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Episode1

真夏のトライアスロン泥仕合！







　遊びたい盛りである高校生にとって、一番のネックは移動手段だろう。徒歩や自転車では限界があるし、電車はお金がかかるので遠出が出来ず、車は免めん許きよを持っていない。おかげで色々と遊びたいのに、地元を離はなれられないというジレンマが生じがちになる。

　その点、孝こう太た郎ろう達たちは恵めぐまれていると言えるだろう。ティアがいるおかげで『青騎き士し』の転送装置が使い放題なので、行きたい場所にタダで行ける。また遊ぶ上でもう一つの障害となる宿しゆく泊はく先さきの問題も、キリハの関係先を利用すれば大きな負担なしに宿泊できる。夏休みを迎むかえてやりたい事が沢たく山さんある孝太郎達にとっては、理想的な環かん境きようと言えるだろう。そしてこの日の孝太郎達は、その恵まれた環境を利用して海を訪おとずれていた。

「………日差しがきついですわね………」

「歩くだけで汗あせだらけになりそうですぅ」

　しかし孝太郎達十人全員がこの環境を歓かん迎げいしている訳ではない。運動が苦手なクランと根こん性じようが全くないゆりかの二人は、真夏の暑い中、毎日のように各地へ連れ出される状じよう況きようをそれほど楽しめていなかった。どちらかと言えば空調が効いた涼すずしい部屋でアイスを食べながら、研究なり漫まん画がなり、好きな事をしていたいというのが本音だった。

「おら、文句言わずにキリキリ歩け。みんなもう行っちまったぞ」

　そんな二人の背中を押おすのは孝太郎の仕事だった。ゲートの出口から動こうとしない二人を、後ろからグイグイと道の方へ押しやっていく。

「わたくしは外の環境に向いていないのですわ」

　孝太郎に背中を押されながら、クランは軽く頬ほおを膨ふくらませつつ後ろを振ふり返かえる。クランは一応足を動かしていたが、その表情は明らかに不満げだった。

「知ってるんだぞ。お前、夏になってから運動不足で少し体重増えただろ」

「なっ、何な故ぜそれをっ!?」

　しかしクランの表情はすぐに驚きよう愕がくへ変わる。そしてそれは徐じよ々じよに羞しゆう恥ちの赤へと変化していった。

「俺おれは『青騎士』の全権限を持ってるんだぞ？　乗員の体重ぐらいすぐに調べられる」

「………う、迂う闊かつでしたわ。『青騎士』を利用した事が裏目に………」

「俺は別にいいんだ。お前の体重が多少上下したところで、俺達の事にはあまり関係がないからな」

「でしたら―――」

「問題があるとすれば、ぽっちゃり系の皇こう帝ていが誕生した時の国民の気持ちだろうな」

「―――ベルトリオン、あなた良い死に方しませんわよ？」

「お前が殺してくれるなら、別段問題はないだろう」

「………んもぉっ、あなたはそういうところがズルいと思いますわっ!!」

　孝太郎が運動不足を心配している事は、クランにもよく分かっている。また少しだが、クランが可愛かわいい方が嬉うれしいと思っている事も分かっている。それは彼かの女じよのカバンの中にある運動用のウェアが証明してくれていた。だが腹立たしいのは、孝太郎がそれを少しも表面に出してくれない事。おかげでクランの表情は元の不満げなものに戻もどっていた。そして苛いら立だたしげに歩く速度を上げ、先を行く少女達を追っていった。

「ほら、クランは行ったぞ。お前もグズってないでさっさと歩け」

「えぇぇぇ、速く歩くと暑いじゃないですかぁ！」

　残る問題はゆりかだった。ゆりかはノロノロとした足取りで日ひ陰かげから日陰へと移動し、可能な限り暑さから逃のがれようとしている。それが時間の浪ろう費ひに繋つながり、かえって暑さが長引く原因になっているとは思っていない様子だった。

「さっさと行って、涼しい所で休もうという考えはないのか？」

「涼しい所がなかったらぁ、急いだ分だけ損するじゃないですかぁ」

「………お前は本当に悲観論者だな」

「それは里さと見みさんに言われたくないですぅ」

「………」

　孝太郎は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。この時ゆりかが何気なく口にした言葉は、孝太郎の痛い所を突ついた言葉だったから。しかしこれで黙だまってしまう訳にはいかない。孝太郎は気を取り直すと、再び口を開いた。

「………おほんっ、そ、それはともかくだな、ゆりか」

「はぁ」

「ここに残っていると、暑さよりもっと酷ひどい目に遭あうぞ」

「それはどんな？」

「それはだな………ゆっくりと右を向け。急ぐんじゃないぞ？」

「はぁ………あ、あれっ？」

　孝太郎に従って右を向いたゆりかの目に、茶色と黒の中間の色合いの何かが飛び込んでくる。それは緑の草木を背景に、よく目立っていた。

「何が見える？」

「えと………イノシシ？」

「正解」

「それも鼻息が荒あらいみたいですぅ」

「そうだな」

　ゆりかが見付けたのは野生のイノシシだった。茶色と黒の毛皮に身を包み、爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみがゆりか達を見つめていた。

「ちなみに誰だれを見て鼻息が荒くなっているか分かるか？」

「えっとぉ、男の子だから比ひ較かく的てき地味な里見さんじゃなくてぇ、女の子だから赤かったりピンクだったりでぇ、若じやつ干かん派手な私ですかねぇ？」

「そうだな。じゃあ、これから何が起こるか分かるか？」

「………私につっこんでくる？」

「大・正・解」

「いやああぁぁぁぁああぁぁぁぁあああぁぁぁぁ!!！」

　その瞬しゆん間かん、ゆりかは全速力で駆かけ出だした。それはこれまでの彼女と比べると、どこにそんな元気があったのかというくらいの勢いだった。

「………やれやれ、やっと行ったか」

　全速力で走り出したゆりかを見送ると、孝太郎は身に着けている腕うで輪わを弄いじる。それは以前クランから貰もらった、通信機兼けんコンピューターだった。

「あいつも追おい詰められれば速いんだよなぁ………」

　孝太郎は腕輪を操作してイノシシの立体映像を消去すると、何事もなかったかのようにゆりかの後を追って歩き始めた。










　孝太郎達が海を訪れたのは、この日開かい催さいされるトライアスロンの大会に参加する為ためだった。運動が苦手な面々もいるのにそんなものに参加して大だい丈じよう夫ぶなのかと心配する声もあったが、幸いな事にこの大会はいわゆる競技目的の大会ではなかった。

　一いつ般ぱん的てきな競技目的の大会では一番短いものでも水泳四百メートル、自転車十キロ、マラソン二・五キロ。しかし孝太郎達が参加しようとしている大会はそれよりも更さらに距きよ離りが短い。自転車は十キロのままなのだが、負担が大きい水泳とマラソンはそれぞれ二百メートルと二キロに短縮されている。子供であっても二、三時間でゴール出来るように工く夫ふうされており、つまりはみんなで夏を楽しむ為の大会なのだった。

「ふっふっふ、わらわの時代がやってきたようじゃなっ！　わらわが優勝じゃっ！」

　水着姿になったティアが不敵に笑う。身体能力が飛とび抜ぬけて高く、しかも勝負事が大好きなティアは、たとえレジャーのトライアスロンだとしても全く手を抜くつもりはない。ぶっちぎりの優勝が彼女の目的だった。

「そうはさせないわよ。私だってこういうのは得意なんだから」

　そんなティアに笑え顔がおで近付いて行ったのが静しず香かだ。ティアのシンプルな競技用水着とは違ちがい、静香はいかにも海水浴という雰ふん囲い気きのお洒落しやれなビキニを身に着けている。だがその水着の下にある身体はティアに勝まさるとも劣おとらない運動能力を秘ひめている。今日のティアのライバルは、間ま違ちがいなく静香だろう。

「私も頑がん張ばります！　こういうのは訓練でよくやりましたから！」

　そんな二人に続くのは真ま希きだ。元々軍事組織にいた彼女なので、毎日の訓練が殆ほとんどトライアスロンのようなもの。体力そのものではティアや静香に劣るかもしれないが、ペース配分などの技術まで含ふくめれば決して劣るとは言えない。油断していると真希がトップなどという結末は大いに有り得るだろう。

「孝太郎、アイス食べよう。半分こしよ」

「競技前なんだからやめとけって、お腹なか痛くなるぞ」

「ぶぅ、後で絶対食べるからね」

「分かった分かった」

「ふむ………ルースにしては大だい胆たんな水着を選んだな。アピールか？」

「キリハ様っ！　け、決してそのような事は―――」

「ないのか？」

「―――た、多少は、その………」

「気持ちは分かる。実は我もだ」

「キリハ様の胸、弾はじけ飛びそうでございますね………正直、ちょっと羨うらやましいです」

　孝太郎の予想では、早さ苗なえ、孝太郎、キリハ、ルースの順で、真希の後に続くものと思われた。純じゆん粋すいな身体能力ではこの順番になるからだ。もちろん多少の前後はあるだろうが。

「頑張りましょうね、クランさん、ゆりかさん」

「どう考えてもわたくしが勝つとは思えませんけれど」

「私も自信ありませぇん。また後ろの方になるんじゃないかとぉ」

　孝太郎達の中では、最下位は晴はる海みとクラン、ゆりかで争われるだろう。晴海は生まれつき身体が弱く、クランは運動音おん痴ち、ゆりかは根性なしと、それぞれに勝てない要素を抱かかえているからだ。それではやる気も出ないのではないかというと、意外にそうでもない。実は彼かの女じよ達たちにやる気を出させる要素が存在していたのだ。

「でもでもぉ、頑張ったら御ご褒ほう美びがある訳だしぃ」

「………単にベルトリオンがハルミを救済したいだけのような気がしますわ」

「そんな事ありませんよ！　頑張りましょう、二人とも！」

　トライアスロンを純粋に競きそい、順位ごとに御褒美をあげるスタイルでは、ティアや静香にしか可能性がなくなってしまう。そこで孝太郎が提案したのは、誰もが努力の跡あとを感じられる程ほどに頑張った人は、誰でも好きな相手に一つだけワガママを言っていいという仲間内の表ひよう彰しようシステムだった。これなら全員が頑張っていたなら全員に御褒美がある。能力に差があっても問題はないのだった。

「俺がなんだって？」

　クランの言葉を聞きつけて、孝太郎が三人のところへやってきた。事情が分からないので、孝太郎は不思議そうな表情を浮うかべている。するとクランは軽く頬を膨らませ、孝太郎に刺とげ々とげしい言葉を投げかけた。

「………あなたがハルミを優ゆう遇ぐうしたいから、あのルールを提案したんじゃないかって話ですわ」

「全然分かってないな、クラン」

　状況を把は握あくした孝太郎は、やれやれと言わんばかりに肩かたを竦すくめる。それに腹を立てたクランは語気を強めた。

「何がですのっ？」

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいはあんなルールがなくても常に優遇なんだよ。よく出来た人だからな」

「言われてみればぁ、そんな気がしますぅ」

「さっ、さとみくんっ!?」

　孝太郎からあからさまに褒ほめられ、晴海は思わず頬を染める。嬉しいやら驚おどろいたやら恥はずかしいやらで、動どう揺ようが隠かくせない晴海だった。

「だからどっちかというと、お前やゆりかの為のルールなんだぞ？」

「わっ、わたくし達の為ですの？」

「本当ですかぁっ!?」

　ティアや静香は普ふ通つうにやれば優勝に絡からんだ賞を得る。早苗達も上位集団に入って賞を貰ったりする可能性がある。だがクラン達にはそうした可能性がない。特にクランとゆりかは、トライアスロンに限らず評価される機会が少ない。むしろ仲間内ルールの恩おん恵けいが大きいのはクランとゆりかなのだった。

「嫌いやなら良いんだがな」

「そっ、そんな事ありませんわっ!!」

「里見さんっ、出会った頃ころからいい人だと思ってましたぁっ！」

　事情を理解した二人は何とか評価を得ようと、やる気を漲みなぎらせる。おかげで二人とも少し前までとは大きく雰囲気が変わっている。ちょっと見てすぐ分かるレベルで、目の色が違っていた。

「絶対にあなたを這はいつくばらせて差し上げますわよっ!?」

「ゆりかふぁいおー!!　ゆりかふぁいおー!!」

　実は二人がやる気を出している事にはもう一つの理由がある。孝太郎が自分達の為に気を遣つかってくれた事が分かって、嬉しかったのだ。

「結構結構」

「ねえ、里見君」

「はい？」

「………ううん、なんでもない。頑張りましょうね！」

　晴海には二人の気持ちがおおよそ想像できていたのだが、当の孝太郎はイマイチ分かっていない様子だった。だがここで暴ばく露ろしてしまうと二人のやる気に水を差すかもしれないので、晴海は大人の判断で黙っている事にしたのだった。










　トライアスロンにおける最初の種目はスイム、つまり水泳だ。そのスタートに関して、この大会では少々特とく殊しゆなルールが採用されている。それは水泳の技量を自己申しん告こくし、それによってスタート地点を変えるというものだった。競技の為の大会ではないので、水泳の技量には個人個人で大きな開きがある。それを考こう慮りよに入れて、スタート直後の混乱を軽減する為の処置だった。

「みんなの姿は見えませんねぇ」

「………見えないのはわたくし達の方ですわよ」

　ゆりかとクランは、海から一番遠いスタート地点にいた。二人共この夏に何度も練習したので全く泳げないという訳ではないのだが、それでもまだまだ不慣れ。大会に出る人間の中では、技量が限りなく最下位に近いという自覚があった。おかげで周囲は老人や子供ばかりで、若い世代は殆ど見当たらない。もちろん孝太郎達の姿もない。孝太郎達のスタート地点は、もっとずっと海に近い場所だった。

「ビリにならないように頑張りましょうね、クランさん」

「流石さすがに最下位はまずそうですものねぇ………」

　二人の目標は孝太郎達に頑張りを認めて貰う事だ。しかし具体的にこうすればいいという指針はない。だがその反対に、これはまずいという指針はある。それは大会で最下位になってしまう事。幾いくらなんでも普通の子供や老人に負けるようでは、頑張ったと胸を張るのは難しいからだった。

「だからぁ、苦手な水泳のうちはぁ、変に頑張り過ぎないでぇ、体力を温存するのが良いと思いますぅ」

「なるほど、ペース配分という事ですわね。幾らかマシな自転車から順位を上げる事を考える、と」

　ある程度の順位に入る事を前提とすると、苦手な水泳で頑張るよりも、体力を温存して後の二つに賭かける方がいい。水泳で頑張ってリタイアというのでは目も当てられない。二人の作戦は自然と第二種目以降で勝負という方向に決まった。

「ちゃんとゴールまで行けますかねぇ？」

「重要なのは執しゆう念ねんですわ。何としても成なし遂とげたい事があれば、自然とゴールに辿たどり着つきましてよ」

「だといいんですけどぉ………」

　パァン

　そしてスタートの号ごう砲ほうが砂すな浜はまに鳴なり響ひびいたのは、ゆりかが自信なさげに肩を落とした、正にその時の事だった。










　砂浜から海へ走る段階で、クランとゆりかは大きく順位を落とした。しかし水泳で頑張り過ぎないというのは彼女らの作戦であるから、二人が慌あわてるような事はなかった。

「あ、いかわらずっ、海はっ、しょっぱくてかないませんわっ」

「甘あまい、う、みがあるとっ、メルヘン、ですよねぇっ」

　海に入った二人は、平泳ぎで泳ぎ始めた。安定性と呼吸のし易やすさを重視しての選せん択たくなのだが、その反面クロールでグイグイ泳ぐ先頭集団とは距離が開く一方だ。しかしここは我が慢まんの時間帯だった。

「せ、んとうの連中がっ、折り返す、ようですわっ」

「は、はやいです、ねぇっ。まだ、五分も、経たってないのにっ」

　海岸から折り返し地点までは百メートルある。水泳はそこに浮かんでいるブイを回って岸に帰ればいいというルールだった。そして先頭集団は開始から二、三分で早くも折り返し地点に辿り着いていた。プールで考えると遅おそいタイムだが、海で波の影えい響きようを考慮に入れると十分過ぎるほど速い。実際、クランとゆりかはようやく三十メートルを過ぎたあたりにいる。今日の海は波が高く、思ったほど先に進めないのだ。

「焦あせりは、禁物、ですわっ」

「焦るほど、速く泳げないから、大丈夫ですぅ」

「………それは、それで、問題ありですわね………」

　二人は懸けん命めいに手足を動かして泳ぎ続ける。波は高いものの、海水は真水よりも浮ふ力りよくが大きいので、二人は少しずつだが前に進み続けていた。だがやはり消しよう耗もうは大きい。六十メートル地点を過ぎようという頃には、前進する勢いが衰おとろえ始めていた。

「な、なんだかぁ、およいでもぉ、およいでもぉ、進まない感じがぁ、しますぅ」

　ゆりかはこの時点で根性が尽つきようとしていた。疲つかれて脳に酸素が回らなくなり、意識がぼんやりして自分が何故泳いでいるのかという目的を見失いつつあった。極きよく端たんに意志が弱いゆりかにとって危険な兆候だった。

「ぼやいてないで泳ぎなさいなっ、あなたはっ、やればできるでしょうにっ」

　クランの方は純粋な体力の問題だった。元々お姫ひめ様さま育ちである事に加え、研究大好きで部屋から出ない生活の彼女だから、根本的なところで体力がない。しかし彼女の性格は粘ねばり強づよい―――孝太郎に言わせると執しゆう念ねん深ぶかい―――ので、一人の人間としては若干ゆりかを上回っていた。おかげでクランの方はゆりかを心配できる位には余よ裕ゆうを残していた。

「クランさーん、ゆりかちゃーん！」

「おおっ、こんなところにおったかっ！」

　二人が徐々に苦しくなってきたところで、折り返してきた静香とティアが近くまでやってきた。静香とティアはクラン達とは正反対で、まだ十分に体力を残している。その声も表情も元気いっぱいだった。

「は、やい、ですわねっ、二人とも」

「凄すごいですぅ、私ぃ、そろそろダメかもしれないですぅ」

　クランとゆりかは二人の登場に驚いていた。流石に一位ではなかったが、静香とティアは上位の集団と一いつ緒しよにやってきた。にもかかわらず、まだ体力を残している。静香とティアの体力は、自分達の何倍もある。それを思い知らされた格好だった。

「それだけが取とり柄えだものっ、負けられないわっ！」

「そういう事じゃのっ、ではまた後でなっ！」

　静香とティアは幾らも経たない内に去っていく。元々進行方向が逆向きで、レースの最中なのでそれも当たり前だろう。静香とティアが泳ぐスピードは、やってきた時と同じで素す晴ばらしい速さだった。

「ああいうのを見ちゃうとぉ、少しばかりへこみますねぇ」

「ボヤかないボヤかない、わたくし達なりに頑張らないとっ」

　ゆりかは力の差を感じて更に気合いが削そがれた様子だった。それに対して、クランの方は根性を見せている。これはティアの健けん闘とうを見たおかげだ。ライバルには負けられないという意識がクランのやる気を支えてくれていたのだった。

「そろそろぉ、リタイアしていいですかねぇ………」

「ちょっとぉっ、何をおっしゃっていますのぉっ!?」

「なんだかぁっ、色々とどうでも良い気がしてきましたぁ」

「こっ、こらっユリカ！　真ま面じ目めに泳ぎなさいなっ！」

　ゆりかのスピードが急激に落ちる。やはり酸欠状態と気力の不足が如何いかんともしがたく、ゆりかは身体に力が入らなくなっていた。このまま波に揺ゆられてゆらゆらしていたいなあというのが、この時の彼女の願いだった。

「あああ、いったいどうしたらぁっ!?」

「どうしたクラン？」

　クランが頭を抱えかけた、そんな時だった。ティア達に続いて、孝太郎が近くまでやってきた。そして様子がおかしいクラン達を心配して、すぐ傍そばで動きを止めた。

「ベルトリオン！」

　クランは孝太郎の登場に顔を綻ほころばせた。それは彼女にしてはやけに素す直なおな感情表現だったが、それだけゆりかの状態に焦っていたのだ。

「それが大変ですの！　ユリカがもうリタイアするって！」

「そうなんれすよぉ、もお、なんだか何もかもどうでもよくなってきちゃってぇ」

　クランが焦って説明する間、ゆりかは特に先へ進むでなく、海水をぱちゃぱちゃとさせながらあたりを漂ただよっていた。

「そうか。短い人生だったな、ゆりか」

　事情を理解した孝太郎は、ゆりかに憐みの視線を送りながら何度となく頷うなずいた。それを不思議に思ったゆりかが目を丸くする。

「みじかい………じんしぇい？」

「ああ。よく考えてみろ。海の真ん中でリタイア―――泳ぐのを止めたらどうなる？」

「えと………溺おぼれる？」

「するとどうなる？」

「………しぬ？」

「短い人生だったな、ゆりか」

「いっ、いやあああぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎の言葉の意味を理解した途と端たん、ゆりかは大おお慌あわてで泳ぎ始めた。もちろんその速度はティアや静香ほどには速くはない。しかしゆりかが泳ぎ始めた直後と比ひ較かくすると圧あつ倒とう的てきに速い。圧倒的な死への恐きよう怖ふが、ゆりかを駆り立たてていた。

「ベルトリオン………あなた、やっぱり良い死に方しませんわよ？」

　もちろん孝太郎の言葉は完全な嘘うそだ。監かん視し員いんがいるので、ゆりかが溺れればすぐに助けが来るだろう。これは酸欠気味のゆりかが、そこまで頭が回らない事を見み越こした上での策略だった。

「そんな訳ないだろ。お前が守ってくれるからな」

「何を仰おつしやっていますの？　本気でわたくしがあなたを守るとでも!?」

「俺を殺すのはお前なんだろう？　なら、それまでお前は俺を守る」

「ばかっ！　ほんとうにばかぁっ！　しんでしまえぇぇっ!!」

　程なくクランもゆりかを追って泳ぎ始める。しかしそれは先を急ぎたかったというよりも、今の自分の顔を孝太郎に見られたくないからなのだった。










　孝太郎の言葉で命の危機を感じたゆりかは、猛もう然ぜんと泳ぎ始めた。ゆりかが運動が苦手なのは意志の弱さや自信の欠けつ如じよのせいであり、実は体力そのものはそれなりにある。泳ぎ方が下手なせいで体力を無む駄だに浪費しながらも、ゆりかは何とか二百メートルを泳ぎ切り、無事に岸まで帰り着いていた。

「………なんとか、し、しなずにすみましたぁ………」

　必死に泳いだ百数十メートル。そして水から上がった時特有の身体の重さ。ゆりかは実際の何倍も疲れたように感じていた。海から上がって一応自転車の方へ向かっていたものの、その足取りはぺたぺたと力のないものだった。

「ユリカ、あなたは騙だまされたんですわ」

　そこへ少し遅おくれてクランもやってくる。彼女の場合は純粋に体力がないだけで、泳ぎ方などには大きな問題はない。疲れてはいるものの、ゆりかのようにあからさまに見た目に出る程ではなかった。

「ほへ？」

「監視員がいるのに、溺れて死ぬ訳ないでしょう」

「あああああぁぁぁぁ～～～～～っ、騙されましたぁぁぁぁぁああぁぁぁぁっ!!」

　ゆりかはここでようやく孝太郎に騙された事に気付いた。しかし既すでに水泳は終わっている。後の祭りだった。

「里見さんに文句言ってやらなきゃっ！」

　ゆりかは頬を大きく膨らませ、力強い足取りで自分の自転車へ向かう。自転車で孝太郎に追い付き、文句を言ってやろう―――ゆりかの頭はそんな事で一いつ杯ぱいだった。

「ここまで含めた策略だったのなら大したものですわね………んもうっ、どうしてベルトリオンはいつもわたくしにはこういう気き遣づかいをしてくださらないんですのっ!?」

　クランも眉まゆを吊つり上あげて怒いかりの表情を作ると、ゆりかに続いて自分の自転車へ向かう。やはり孝太郎に嫌いや味みの一つも言ってやる為だった。ちなみに孝太郎はクランのリアクションまでは想定していない。しかし結果的に二人ともやる気になっているので、孝太郎も二人が抗こう議ぎに来れば満足するに違いなかった。










　クランとゆりかは自転車に乗れない。そんな訳で、普通にやるとここで二人はリタイアという事になる。そこで二人の自転車には、クランが作ったオートバランサーが取り付けられた。これは数センチ四方の小さな機械装置で、重力を制せい御ぎよして自転車が左右に倒たおれてしまわない仕組みになっている。簡単に言うと見えない補助輪と言ったところだ。公式のトライアスロンの大会では当然使えない代しろ物ものだが、幸いこの大会はレジャー目的。他の参加者も改造車両を使っている者が少なくない。三輪であったり、二人乗りであったりだ。上位を荒あらす心配がない改造は大目に見るというのが運営側の判断なので、クラン達も心置きなくこの装置を利用していた。

「自転車に乗ったのは初めてですけれど、これで意外に楽しいものですわね」

「でもでもぉ、出来れば泳ぐ前に乗りたかったですぅ」

「それは同感ですわね」

　自転車のコースは全長十キロ。海岸のすぐ傍にあるサイクリングロードをそのまま利用する。海岸からしばらくは平地と緩ゆるやかな下りが交こう互ごに続くので、自転車は特に力を入れずとも滑すべるように進んでいく。身体に当たる風が心ここ地ちよく、海沿いの林を抜けていくサイクリングロードは景色も美しい。二人はこのサイクリングを楽しんでいた。

「クランさん、いつまでこの楽しい感じが続くんですかねぇ？」

「ベルトリオンの話だと、中ちゆう盤ばんから終盤にかけてきつくなるようですわ」

「ふええぇぇ、じゃあ勝負は後半からですねぇ」

「少しでも順位を上げられるといいんですけれど………」

　走り易い前半は幾ら頑張ってもそれほど上位との距離は縮まらない。後半になって上位のスピードが落ちた時が、距離を詰めるチャンスとなる。二人は最下位付近にいるので、順位を上げるチャンスは大いにあった。

「………あら？」

「どうしたんですかぁ？」

「あれ………ハルミじゃありません事？」

「ああ！　そうですそうですぅ、桜庭先輩ですぅ！」

　体力を浪費しないように自転車を走らせながらチャンスを待っている二人。そんな二人の視線の先に、見覚えがある背中が現れた。それはクランとゆりか、双そう方ほうにとって特別な友人である、桜庭晴海の背中だった。

「ハルミー！」

「せんぷわーい！」

　二人はまるで示し合わせたかのように、同時に自転車のスピードを上げた。晴海に追い付いて、話が出来るようにする為だった。

「ゆりかさん、クランさん！」

　晴海が二人の声に気付き視線を背後へ向けると、笑顔で近付いてくる二人の姿が見えた。そこで晴海も同じような笑顔になり、自転車のスピードを幾らか緩ゆるめた。

「やっと追いつきましたぁ！」

「善戦していますわね、ハルミ！」

　数秒後、ゆりかとクランが晴海の横までやってくる。晴海はそれを確かく認にんすると、一いつ旦たん緩めたスピードを元に戻した。

「力加減を工夫しながら、何とかやっています」

「凄いですぅ、桜庭せんぱぁい」

「流石ですわね、その身体で………」

　これで順位としては晴海とクラン達は一緒になった。だが晴海には生まれつきハンデがあるので必ずしも同じ意味ではない。晴海はその限られた体力を無駄なく利用してゴールを目指している。これはスピードレースに燃費重視の車で挑いどむようなもの。その辺りを考慮に入れれば、上じよう位い陣じんに近い評価をしても過大評価にはあたらないだろう。

「そんな大したことでは………むしろお二人の方こそ、いつも以上に頑張っているんじゃありませんか？」

　褒められて照てれ臭くさくなった晴海は話を二人の方へ向ける。晴海だけでなく、クランとゆりかがいつになく頑張っているのもまた事実だった。

「それは水泳の時にぃ、里見さんが悪質な嘘を言ったのでぇ、文句を言いに行きたいんですぅ」

「頑張れば、後半のコースが重複しているあたりで捕つかまえられると思いますの！」

「あらあら」

　しかし二人から頑張っている理由を聞かされると、晴海は一度目を丸くした後、小鳥が囀さえずるような可愛らしい声で笑い出した。

「うふふふっ、お二人とも結局里見君が原因で頑張っているんですね？」

　ゆりかとクランは孝太郎に文句を言う為に頑張っている。リタイアしてしばらく待てば好きなだけ文句を言えるというのに、彼女達は何故かそれをしない。今すぐ会いに行きたいのだ。晴海はそれがおかしくてならなかった。

「だってぇ、里見さんったら酷いんですよぉ！　海でリタイアしたら死ぬって、騙したんですぅ！」

「そ、そういうハルミはどうですのっ!?　どうして頑張っているんですのっ!?」

　腹を立てているゆりかは晴海の言葉の表面的な意味しか受け取らなかったが、クランはすぐに裏の意味に気付いて顔を赤らめる。そして話を逸そらそうと晴海に話を向けた。

「私は頑張った御褒美が狙ねらいです」

　晴海はそれに笑顔で答えた。孝太郎達たちはそれぞれ体力にバラつきがあるので、順位をじかに比べるだけでは体力自じ慢まんだけが楽しい結果になってしまう。そこで大会全体を通じてどれだけ頑張ったかで、仲間内で御褒美を出す事にしていた。その頑張りは個々の状態に応じたもので構わない。例えば晴海ならゴールすればそれだけで十分な頑張りだと言えるだろう。そして晴海の狙いは、まさにその御褒美だった。

「それでハルミ、御褒美の内容はどうするんですの？」

「それは………」

　ここまではスラスラと質問に答えていた晴海だったが、内容を問われると途端に口くち籠ごもった。御褒美は特に内容は決まっておらず、任意の相手にワガママを言っていいという大おお雑ざつ把ぱな決まりになっている。そこで晴海は、ある人物に対して少々思い切ったワガママを言おうと考えていたのだ。

「なんなんですかぁ？」

「………ある人にその………一日中、手を繋いだままでいて下さいって、お願いしてみようかと、思っています………」

　晴海のワガママは実に彼女らしいものだった。日ひ頃ごろから挑ちよう戦せんしてみたい事ではあったのだが、受け身でいる事が多い彼女なので、なかなか実行には移せないできた。また周囲の人間に対する遠えん慮りよや気遣いもあった。だが頑張った御褒美としてなら公平なので、問題は少ないかもしれない―――晴海はそんな風に考えていたのだ。

「一日中手を繋いで………」

「恋こい人びとみたいですぅ………」

　そんな晴海の言葉を聞くと、クランとゆりかの頭の中にも、もやもやとイメージが湧わき始める。それは気になっている人と、一日中手を繋いで過ごすイメージだった。

　―――あの男の事だから、絶対に意地悪は言いますわね………でもぎゅっと手を繋いだままそんな事を言っても全然………むしろあの男の方が居い心ごこ地ちが悪く………ふふふ、そうだ、わたくしもそうしてやろう！　それが一番ですわっ！

　クランは頭の中に湧き出したイメージが自分にとっても価値があるという事を悟さとり、大きな笑顔を作った。そして同時に、自転車のペダルを漕こぐ足にしっかりと力が入った。

　―――前に真希ちゃんと一緒にぃ、ほっぺたにむちゅってした後はぁ、おしおき以外じゃあんまりくっついた事が無かった様な………もっと少女漫まん画がみたいにぃ、やわらかい感じでくっついていられたら………えへっ、えへへへへっ、そうしちゃおうかなっ!?

　ゆりかの方も膨ふくらんだイメージに大きな価値を見み出いだしていた。少女漫画の影響で過か剰じように美化されたりキラキラしているイメージなのだが、それがたまには女の子らしい姿を見せたいという強い気持ちを生み出していた。

「で、でしたら何とかゴールすることですわねっ！」

「そうですそうですぅっ、一緒に頑張りましょう、桜庭先輩っ！」

「まあ………ふふっ、ええ！」

　晴海と合流した時から、ゆりかとクランにはやる気があった。しかし今の二人は、やる気はそのままに雰囲気だけが大きく変わっている。晴海はそんな二人の変化に戸と惑まどい、目を丸くしていたのだが、その理由は彼かの女じよにもすぐに分かった。それに共感した晴海は、二人と一緒になってペダルを力強く踏ふみ込むのだった。










　ゆりかとクランは、自転車が上り坂に差さし掛かかったところで晴海と別れた。体力と技術の問題から、晴海とペースを合わせているのが難しくなったのだ。そして晴海と別れたゆりかとクランは、二人だけで上り坂に挑む事となった。

「桜庭先輩をっ、置いてきてしまってぇっ、良かったんでしょうかぁ!?」

「そっ、それぞれに頑張るっ、という目標なのですからっ、仕方ありませんわっ！」

「そっか、こ、今回は、仕方ないですねぇ！」

「今は、わたくし達の心配をっ、した方がいいですわっ！」

　自転車の経験が浅い二人なので、ペース配分などはあまりよく分かっていない。また効果的なギアチェンジをする為の技術や経験がないから、体力を無む駄だ遣づかいしながらの根こん性じよう勝負になる。そしてその影響は、最後の種目であるラン―――マラソンに移った時に如によ実じつに現れる事となった。










　三番目の種目であるランの距離は、通常のマラソンよりもずっと短い二キロ。これは歩いても三十分か四十分でゴールできる距離だ。子供でも一時間もかからないだろう。そんなごく短い距離を走る訳なのだが、この時のゆりかとクランにとっては、決して簡単な距離ではなかった。

「あ、あと一・五キロって、出ていますよぉ」

「………この距離、を、あと、三回、ぶんですのぉっ………？」

「と、おいっ………遠過ぎ、ますぅ。しぬぅっ、ぜったいしにましゅぅぅぅっ」

「べるとりおんめっ、わたくしにっ、ここまでさせたんですからっ、ふざけた事を言ったらっ、許しませんわよっ！」

　ゆりかとクランは、自転車を降りて走り出した時点で、限界に達しようとしていた。水泳、自転車と慣れない競技が続き、体力はもう殆ど残っていない。そんな状態でのマラソン。二人が走る―――というより殆ど歩いているのだが―――姿は、まるでさまよい続けるゾンビのようだ。まだ五百メートル走っただけであるにもかかわらず、二人はもういつ倒れてしまってもおかしくない状態だった。

「で、でも、ちゃんとゴールしないと………」

「あと、最下位だけは、避さけなくては………」

「ごほうびぃ、ごほうびぃ………」

「ここまでやって、御褒美なしでは、終われませんわぁっ」

　それでも二人が諦あきらめないのは、やはり頑張った御褒美を貰もらいたいからだった。リタイアしたり最下位になったりすると、流石に頑張ったと胸を張る事が出来ない。だから二人は足を止めない。絶対にゴールするという、強い目的意識が二人の身体を支えていた。

「頑張るなあ、お嬢じようさん達」

「もうすぐ終わりだから、しっかりね」

　フラフラと進み続ける二人を、多くの参加者が追おい抜いていく。誰だれもが二人に比べれば自己管理が得意なので、ここまできちんと足を残していたのだ。彼かれらは今にも倒れそうなゆりかとクランを激げき励れいしながら、颯さつ爽そうと先へ進んでいった。

「も、もっと、普ふ段だんから、運動しておけば、良かったれすぅ………」

「多少、格かく闘とう技ぎの練習で、体力が付いたかと、思ってましたけれど………まだまだ、だったようですわ………」

　二人は追い抜いていく参加者の姿を見送りながら、必死に走り続ける。身体には疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされ、重くて仕方がない。足を前に出すだけでも、相当な努力を必要とする程に。それでも二人は走るのを止めない。それは恐おそらく、二人が女の子であるからだろう。自分の気持ちを裏切らない為ためになら、どこまでも頑張れるのだった。










　ゴールが視界に入った時には、二人は歩くのもやっとという状態だった。順位はかなり下がっていて、先ほど自転車で置き去りにした筈はずの晴海にさえ追い抜ぬかれていた。

「クランさんっ、ゴールですよぉっ！　ゴールが見えましたよぉっ！」

「ふ、ふふふっ、フォルトーゼの皇族はっ、やる時は、やるのですわっ！」

　二人はゴールが見えた事で、お互たがいに顔を見て笑い合った。ゴールは近い、その思いが何い時つになく明るい笑え顔がおを生んでいた。そして疲れて多くの事を考えられない状態ゆえに、透すき通とおるような純粋さがあった。それは恐らく男性が目にすれば一いつ瞬しゆんで心奪うばわれてしまうような、そんな素す敵てきな笑顔だった。

「ゆりかふぁいおー！　ゆりか、ふぁ、ふぁいおー！」

「あと少しぃっ、これぐらいっ、やってのけてみせますわぁっ！」

　二人はそれぞれに気合いを入れ直すと、最後の力を振ふり絞しぼって走り始めた。ゴールはもう見えている。そこまで走ればいいだけなので、自然と気分も明るくなる。ペースも余り考える必要はないので、あとは思い切り走るだけだった。

『ゆりかー、クラーン！』
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『あと少しじゃぞー！』

『頑がん張ばって下さいませ、クラン殿でん下かー！』

　実はこの時、先にゴールした孝太郎達が戻もどってきて、二人を応おう援えんしてくれていた。その声はきちんと二人にも届いていたのだが、今の二人にはそれに反応する余裕がなかった。二人に出来た事は、少しでも前へ、一瞬でも早くゴールへ、走り続ける事だった。

「ああして、応援してくれるなら、どうして、いつも、優やさしくできないのかっ」

「さと、みしゃんは、すなおじゃ、ないんれすよぅ。ちゅーした時もっ、りあくしょん、うすかったしぃ」

「ちゅー!?　あなた達、そんな事なさったんですのぉっ!?」

「ほっぺたに、したらけれすよう」

「そういう問題ではありませんわっ!!」

　ゆりかとクランはお互いに声を掛けながら走り続ける。もしこの時、彼女達が一人きりであったなら、力ちか尽らつきていたのかもしれない。そうならなかったのは同じ目的に向かう友達がいたからだ。ゆりかとクランの関係は、この大会を通してこれまでよりも一歩も二歩も先へ進んでいた。

「………ゴール、ゴールですわよユリカ………」

「………やりましたねぇ………ビリ、じゃないといいんですけれどぉ………」

　互いを励はげまし合いながら、二人はゴールのすぐ近くまでやってきた。その成績は確かに惨さん憺たんたるものだった。最下位でこそないものの、それに近い順位。子供や老人も参加しているので、世代で分ければ二人が最下位と言っても過言ではなかった。

「そんな事、どうだって、よろしいですわ」

「でも………」

「誰も褒めてくれなくても、わたくしがあなたを褒めて差し上げますわ」

「それじゃあ、私もそうしますぅ」

　もしかしたら、誰も褒めてくれないかもしれない。そういう成績である事は二人共良く分かっている。それでも二人は、お互いが必死で頑張った事を知っている。そういう相手がいるというだけで、二人は満足だった。

「頑張りましたよね、私達。えへ、えへへへへへっ」

「それは保証致いたしますわ。ふふ、ふふふふっ」

　そうして二人はお互いの手を固く握にぎり締しめ、ゴールのゲートを潜くぐったのだった。










　クランとゆりかは、ゴールした後の事をよく覚えていなかった。最後は走りに走ったので、頭に酸素が回っておらず、記き憶おくが曖あい昧まいになっていたのだ。気付いた時には一〇六号室にいて、二人並んで布ふ団とんに寝ねかされていた。

「………ユリカ、起きていまして？」

「身体が痛くてぇ、さっき起きましたぁ」

　気付いた時、二人はトライアスロンの大会自体が夢だったのではないかと思った。しかし身体にこびりついた疲労や節々の痛みは本物だ。おかげで今は大会後に運ばれたのだろうと分かっていた。

「ゴール………しましたわね………」

「しましたねぇ………」

　二人は並んで天てん井じようを見上げながら、しみじみと呟つぶやく。改めて思い返してみれば、自分達があそこまで頑張れた事が不思議だった。命がかかっていた訳でもなかったのに。

「わたくし達にも、意地はあったみたいですわね」

「一応、ちゃんと女の子だったみたいですぅ」

　二人が頑張ったのは、女の子としての意地だった。沢たく山さん文句を言いたいし、それと同じだけ甘えたかった。絶対に許せない相手であり、同時に全すべてを許せる相手でもあった。その多くの矛む盾じゆんを内包した女性特有の思いこそが、二人の足を最後まで支えてくれた。そしてゆりかとクランは、それを共に成し遂げた事に大きな喜びを見出していた。

「ふふ、ふふふふっ」

「あはっ、あははははっ」

　部屋に二人の笑い声が響く。その声はやるべき事をやり遂げた喜びと、友人への親愛の感情に満ちている。しかし声の数が二つだけであったから、二人はそれを少しだけ寂さびしいと思った。

「………ところで、みんな何ど処こへ行ったんでしょうねぇ？」

「わたくし達が寝込んでいるから、どこか別の場所にいるのでしょう」

「そっかぁ、だったら―――」

　ぐぅぅぅぅぅ

　二人きりである事がちょっとだけ寂しくなったその時、ゆりかのお腹なかが盛大に鳴った。やる事をやったので、お腹が減っていたのだ。

「ふふふふふっ」

「あうぅうぅぅぅぅぅ………」

　これまでのクランなら、はしたないと眉を寄せたのかもしれない。しかし共に苦労を乗のり越こえた今、お腹ぐらいは空いて当然だろうと感じている。無論クラン自身も、かなりお腹が空いていた。

「ユリカ、わたくし達もベルトリオン達の所へ行きましょう。きっと何か食べるものがある筈ですわ」

「賛成ですぅ！　そうと決まればぁっ！」

　クランが友好的な笑顔のままだったので、ゆりかも照れ笑いを引っ込めて大きな笑顔を作る。しかしその直後に勢い良く身体を起こすと、その笑顔が大きく歪ゆがんだ。

「いたたたたっ」

「どうしまし―――あいたたたたっ」

　クランも身体を起こした途端に表情を歪める。二人は慣れない運動をしたせいで、普段使っていなかった部分が悲鳴を上げていた。

「魔ま法ほうも科学もなしに、頑張り続けるとこうなるのですわね」

「そーっと行きましょう、そーっと」

「ええ、そうしましょう」

　身体を急に動かすと痛む。そこで二人はゆっくりと動く事にした。それでも多少は痛むが、幸い動けない程ほどの痛みではなかった。

「………あら？」

　立ち上がる途と中ちゆう、クランは自分の布団の隣となりに移動されていたちゃぶ台の上に、小さな紙切れを発見した。

「どうしたんですかぁ？」

　先に立ち上がったゆりかが近付いてくる。クランは紙切れを取り上げると、軽く振ってゆりかに示した。

「書き置きみたいですわ。ええと………『私達はクランさんとゆりかさんの邪じや魔まをしないように「青騎き士し」にいます。起きたらこちらへ来て下さい』」

「桜庭先せん輩ぱいの字ですねぇ」

「言われてみれば確かに」

　紙切れは晴海が残した書き置きだった。それは二人が目を覚ました時に備えて用意されたもので、起きた後にすべき事が記されている。メール等を使わないあたりに、晴海らしさが感じられた。

「早さつ速そく行きましょう、クランさん」

「お待ちなさいな、まだ続きがありましてよ………『追つい伸しん　里見君やみんなが、二人はよく頑張ったと言っていました。だから御ご褒ほう美びのワガママを誰に言うのか、考えておいて下さい』だそうですわ」

「御褒美………」

「そういえば、そんな事もありましたわね………」

　書き置きを読み終えた二人は、自然と顔を見合わせた。そして互いの顔を見つめ合ううち、次し第だいにその顔が笑顔へと変わっていった。

「………ユリカ、わたくしとあなたのワガママ、二つを組み合わせて効果的に使うべきだと思うのですけれど、どう思われまして？」

「賛成ですぅ。折せつ角かくですからぁ、最後まで一緒にやりましょう」

「ふふ、ふふふっ」

「あはははははっ」

　ごく短い密談を終えると、二人はもう一度笑い合う。そして既に立ち上がっているゆりかは、ちゃぶ台の傍に座すわったままのクランに手を差し伸のべた。

「ところでユリカ、あなたがほっぺたにむちゅっとした時の、向こうのリアクションはどうでしたの？」

「それはですねぇ、リアクションが薄うすかったのは前にも―――」

　クランは差し伸べられたゆりかの手を取った。そして二人は、共にゴールのゲートを潜った時と同じぐらい、しっかりとお互いの手を握り締めたのだった。







Episode2

暇つぶしゲーム四番勝負？







　ある秋の土曜日。この日の晴はる海みは両親と共に遊びに行く予定となっていた。しかし父親の会社の同どう僚りようが事故で入院。見み舞まいや引ひき継つぎなどが必要になり、遊びに行くのは延期となった。こうして晴海は突とつ然ぜんスケジュールに穴が空いてしまった。また延期が決まったのは今まさに出で掛かけようとしていた時だったので、改めて誰かを誘さそうにもタイミングが悪い。そこで晴海は一〇六号室へ向かう事にした。誰かが居るかもしれないし、居なくても自宅で待つよりは良いからだった。

「お帰りなさい、桜さくら庭ばさん」

　晴海が一〇六号室に入ると、たった一人だが住人が彼女を迎むかえてくれた。それはちゃぶ台で宿題をやっている真ま希きだった。晴海は真希の姿を確認すると、上じよう機き嫌げんで彼女の向かい側に座った。

「ただいま。うふふ」

「どうしたんですか？」

「ここへ来れば誰かが居るんじゃないかと思って。それで、やっぱり居たなあって」

「そうでしたか」

　晴海が笑った事を不思議に思った真希だが、理由を聞かされるとそういう事かと納なつ得とくする。だがそれと同時に真希は、晴海が今日は家族と出掛ける予定だと言っていた事を思い出した。

「ところで桜庭さん、今日は家族で出掛ける筈だったんじゃ？」

「そうだったんですけれど………父の同僚の方が怪け我がをなさったとかで、取とり止やめになったんです」

「それは残念でしたね。ふふ、実は私も似たような状じよう況きようです」

　晴海の事情を聞いた真希は笑い出した。すると今度は晴海が首を傾かしげる。

「真希さんも？」

「はい。今日はゆりかと買い物に行く予定だったんですけれど、あの子ったら今日が委員会の会合の日だった事を忘れていたみたいで」

「それでここで宿題を？」

「ここに居れば誰か来るんじゃないかと思って」

「あははっ」

「ふふふっ」

　誰かが居ればいいなと思った晴海。誰かが来るのを待っていた真希。両者の願いが上う手まく重なり合い、二人はこの場所で顔を合わせる事になったのだった。










　二人が合流してからしばらくの間は、真希は宿題を続けた。もちろん晴海はその手伝いを買って出た。二人とも特にやる事はなかったので、宿題を進めるというのは前向きな選せん択たくだった。だが不幸にして真希は比ひ較かく的てき優ゆう秀しゆうであり、しかも非常に優ゆう秀しゆうな晴海が指導を担当していたので、宿題はあっという間に終わってしまった。そんな訳で今は二人でお茶を飲みながらのんびりとお喋しやべりをしていた。

「………教えて下さって助かりました、桜庭さん」

「あんまり教える所がなかったような気がしますけど」

「だからこそ引ひっ掛かっているところが重要なんじゃありませんか。どうもありがとうございます」

「あは、力になれたのなら嬉うれしいです」

　宿題が呆あつ気けなく片付いてしまったという事は、やる事がなくなったという事でもある。二人がお茶を飲んでいる事には休きゆう憩けいだけでなく、暇つぶしという意味合いも強い。そしてこの先どうしようかという相談も目的の一つだった。

「桜庭さんは苦手な事ってないんですか？」

　真希はお茶を一口飲んでから晴海に尋たずねる。晴海は何でもそつなくこなすから、真希には彼女の苦手な事に興味があった。

「運動は苦手ですよ」

「それは単に体力の問題であって、身体を動かす事自体は上手じゃないですか」

　晴海はどんな事でも人並み以上にこなす。だが体力的な問題で、その持続時間が極きよく端たんに短い傾けい向こうがある。そのせいで運動全ぜん般ぱんが苦手なように見える。しかし動きそのものには全く問題がない。むしろ得意と言った方がいいので、これは真希が知りたいと思う晴海の弱点ではなかった。

「だったら………」

　晴海は食べかけのせんべいを手に持ったまま考え込む。運動以外で自分の苦手な事。一応彼女にも幾いくつか心当たりがあった。

　―――ええと………悪女は苦手だけど、これは質問の趣しゆ旨しとは違ちがうよね。里さと見み君と激しい関係を作れずにいる………これもちょっと違う。だったら………あっ!!

　晴海は幾つかの心当たりの中から、真希の質問の趣旨に沿った答えを見付け出した。彼女はせんべいを持つ右手を左手で包み込むようにして胸の前で合わせると、真希に笑いかけた。

「ゲームが苦手です！　ゲーム！」

「ゲーム、ですか？」

　真希は首を傾げながら近くに置かれたテレビを指さす。それには年代物のゲーム機が繋つなげられたままになっていた。

「そっちじゃなくて、みんなでやる方の。いつも負けてる気がします」

　晴海はボードゲームやカードゲームが苦手だった。ゲームそれ自体は楽しくて好きなのだが、あまり勝つ事が出来ない傾向にあった。これは主にゲームに不慣れである事が原因だった。孝こう太た郎ろう達に出会うまで、あまりゲームをする友人がいなかったのだ。

「………なんだか分かる気がします」

　真希はそう言って小さく苦く笑しようする。実は真希もゲームが苦手だった。真希の場合も事情は同じで、ゲームというもの自体に馴な染じみがなかった。ただし彼女の場合は生まれがフォルサリアである事が主な原因だった。

「それで、桜庭さんは勝ちたいんですか？」

「勝ちたいというよりは………私が負けてばかりでは、一いつ緒しよに遊ぶ人達がつまらないんじゃないかなあと」

「勝ったり負けたりがあった方が、か………そうですね、言われてみれば私もそれはそう思います」

　晴海と真希には勝利に対する執しゆう着ちやくはない。孝太郎やみんなと楽しく遊んでいられればそれで満足なのだ。だが負け続けでは同じ結末が繰くり返かえされる事になるから、他の人達が楽しくないのではないかという危き惧ぐがある。やはり人間同士で遊ぶゲームの場合は、一方的ではつまらないのだ。

「真希さん、ここは練習をしてみましょう」

「練習？」

「問題を発見したら解決する方が前向きだと思うんです！」

「そうですね、やってみましょう！」

　問題は二人がゲームに不慣れである事。ならば練習あるのみ―――発想は安易だが、確かに効果的な解決法と言えるだろう。










　二人が最初に手に取ったのはカードゲームだった。これを選んだのはパッケージの側面に初心者向けと書かれていたからだ。最初から複雑なルールに手を出すほど、二人は冒ぼう険けん家かではなかった。

「アイテムカードの山と、イベントカードの山をそれぞれ作ります」

「作り………ました！」

　真希が説明書を読み、晴海がカードの山を作っていく。二人はそうやって協力しながらゲームの準備を進めていた。

「アイテムカードの山から各プレーヤーに五枚ずつ配り、それを最初の手札とします」

「五枚ずつですね………さん、よん、ご………はい、できました！」

「じゃんけんに勝った人から順にイベントカードを一枚引き、手持ちのアイテムカードを使ってそのイベントを解決して下さい。解決出来たらイベントカードは得点になります。その後で使用したアイテムカードを補ほ充じゆうして下さい」

「そんなに難しくなさそうですね。やってみましょう」

「じゃーんけーん」

「ぽいっ」

　二人が始めようとしているカードゲームはオカルトホラーの作品だ。プレーヤー達は幽ゆう霊れい屋や敷しきに閉じ込められてしまい、次々と起こる事件を解決しながら、脱だつ出しゆつを試みるという内容だった。

「じゃあ私からですね」

「頑張って下さい！」

「はい！　それじゃあ………」

　じゃんけんに勝ったのは真希だった。彼女はイベントカードの山札から一枚カードを取ると、それを表にしてちゃぶ台の上に置いた。そのカードには木製の家具が沢山書き込まれていた。

「ええと………『家具が宙に浮うき、君に襲おそい掛かってくる！』だそうです」

「それを手札のアイテムで解決する訳ですね。使えそうなのはありますか？」

「この大型のレンチが良いんじゃないでしょうか。身を守れそうな感じが」

「そうですね、それなら大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　イベントカードを解決するアイテムカードは明確には決められていない。手持ちのアイテムカードで解決できそうならＯＫという、かなり自由度が高いルールとなっている。要は他のプレーヤーが納得できればいいという事だ。今回は椅い子すが襲ってきたのを大型のレンチで防ぐという自然な流れだったので、晴海は問題なしと判断した。これによってイベントカードは真希の得点になった。

「次は桜庭さんの番ですね」

「分かりました。えいっ」

　晴海は自分に気合を入れる意味もあって、少々元気に掛け声ごえを上げながらイベントカードを引いた。

「地じ震しんみたいです。『建物全体が大きく揺ゆれている！　このままでは階段から滑すべり落おちてしまう！』」

「これは難しいお題ですね」

「いいカードがありません」

「出すだけ出してみるのはどうでしょう？」

「そうですねえ、じゃあ………これを」

　残念ながら晴海の手札には直接身を守れそうなものがなかった。そこで比ひ較かく的てきマシなものを出してみる事にした。

「鍋なべですか」

「鍋です。これでせめて頭を守ろうかと。あはははは」

　晴海が出したアイテムカードは金属製の鍋だった。それもレストランやなんかで見かける大鍋だ。お陰かげで確かに頭は守れそうだった。しかしちょっと強ごう引いんかなとも思うので、晴海は照てれ臭くさそうに笑っていた。

「んー………言うほど悪くないんじゃないですかねぇ？」

　真希はそれほど強引だとは思わなかった。戦士出身の真希なので、戦場では鉄製の兜かぶとが煮に炊たきに使われたという事例を知っている。だから大鍋で頭を守ったと言われても、あるかもしれないなという反応になるのだ。

「そうでしょうかね？」

「はい。これは危険をやり過ごしたでいいんじゃないでしょうか」

「なるほど………こういうゲームなんですね」

「段々分かってきましたね」

　完全な解決策を模も索さくするのではなく、自然な対応に見えればいい。要はアドリブの力を試ためされているのだ。その辺りを理解した二人は、たどたどしいながらも少しずつゲームを進めていった。










　最初こそたどたどしかったものの、何度か手番が回ってくるうちに、二人はスムーズにゲームを進める事が出来るようになっていた。その結果、パッケージに書かれていた想定プレー時間の十五分を少しオーバーしたぐらいで二人は館やかたからの脱出に成功していた。

「そうか………この出口のカードが出た時の為に、開けられそうな道具を最後まで持っておかないといけないんですね」

　脱出に成功したのは真希だった。出口の扉とびらには幽ゆう霊れいが憑りついているので、簡単には開けられない。そこで魔法書やお守りなど、それらしい道具が必要になる。真希はたまたま水すい晶しよう玉だまを持っていたので、無事に館からの脱出に成功したのだった。

「じゃあ、得点の計算をしてみましょう」

　晴海が説明書を覗のぞき込み、得点の計算方法を確かく認にんする。基本ルールでは無事に危険を回かい避ひできたイベントカード一枚につき一点。出口のカードだけは例外で三点。それを合計したものを比ひ較かくして、ゲームの勝敗を決める。要するにイベントで受けた被ひ害がいが少ない方が勝ちというルールだった。

「私の得点はカードの枚数そのままみたいですね。えと………十九点です」

「出口は三点だから………枚数に二点足せばいいのか。惜おしい、十八点です」

　脱出に成功したのは真希だったが、ゲーム全体としては晴海の勝利だった。比較的カードの引きが良かったのだ。

「おめでとうございます、桜庭さん」

「ありがとう。………んー………」

「どうしたんですか？」

「出口のカードの得点が少な過ぎる気がして。二点多いだけじゃ、逆転が起こらないような気が」

「言われてみればそうかもしれませんねえ」

　十九点と十八点なので、出口のボーナスが二点では確かに影えい響きようは小さい。だが実はこの結末、ゲームのデザイナーが二人プレーの場合に想定していた得点よりもかなり高い。二人が相手のアイテムカードを厳しく判定せず、ゆるゆるの判定だった為に、想定の倍以上の得点が入っていたのだ。

「真希さん、このくらいの点数だと、出口は五点ぐらいの方がいいですよね？」

「ルールも分かってきた事ですし、次はそれでやってみましょう」

　晴海と真希はルールの欠点を修正すると、次のプレーの準備を始める。どうやら彼かの女じよ達たちは自分達に欠点があるとは思っていないようだった。










　カードゲームは全部で三回行われた。十分程度で終わるゲームなので、ワンゲームだけでは物足りなかったし、ルールの把は握あくにも不十分だったのだ。そして三回のゲームの結果は、晴海の勝利だった。最初の一回は晴海が勝ったが、続く二回は一勝一敗のイーブン。全体としては二勝一敗で晴海の勝利となったのだった。

「このゲームはやった事がある人が有利ですね」

　晴海はカードを片付けながら真希に笑い掛けた。その真希は押おし入いれのところにいて、中に詰つめ込まれているゲームを物色している。負けた真希が次のゲームを決める事になっていたのだ。

「なんとなくでも、どういうアイテムがあるのかが分かっている方が強いですもんね」

「私達、ちょっとだけ有利になりましたよ」

「ふふふ、この調子でいきましょう」

　真希は押し入れの中を物色しながら晴海との会話を続けた。そして会話が終わった丁度その時に、真希は晴海の方へ振り返った。

「これにします」

　振り返った真希はやはり笑顔だった。その笑顔はいつもより明るい。カードゲームが楽しかったのと、晴海に対していつも以上に親近感を持ち始めた影響だった。またその手には少し大きな箱が抱かかえられている。それが真希が選んだ次のゲームだった。

「どんなゲームなんですか？」

「怪かい盗とうと探たん偵ていに分かれて遊ぶ、対戦ゲームみたいです」

「じゃあ逃にげたり追いかけたりするんですね？」

「そうですね、鬼おにごっこのようなルールみたいです」

　真希が選んだのは怪盗と探偵に分かれて戦うボードゲームだった。姿の見えない怪盗が東京各地の宝物を盗ぬすんでいくのを、探偵達たちがルートを予測して先回りして逮たい捕ほしようとする。一定数以上宝物を盗んだら怪盗の勝ち、その前に捕つかまえれば探偵の勝ち。探偵が警察の協力で非常線を張ったり、怪盗がヘリコプターで逃げたりと、豊富な戦術が存在しており白熱の捜そう査さが楽しめる。古い作品ながらも根強い人気を誇ほこるゲームだった。

「真希さん、怪盗と探偵、どっちがいいですか？」

「うーん………その二つだと怪盗でしょうか」

　元・悪の魔法少女だった事もあり、暗あん躍やくする怪盗は真希にもイメージし易やすかった。逆に探偵は馴染みのない職業なので良く分からない。この二つの比較なら、真希がやり易いのは怪盗の方だった。

「じゃあ私は探偵という事で」

　そうなると自然と探偵は晴海という事になる。晴海の感覚からすると悪事は上手くやれそうになかったので、探偵の方が気は楽だった。

「スタート地点はそれぞれカードを引いて決めます、だそうです」

「私は一枚………えと、桜庭さんは自分と部下三人分、四枚引いて下さい」

「私は四人で真希さんを追いかけるのか。ちょっと多くありませんか？」

「移動は怪盗の方が速いようですから、四人くらいいないと」

「なるほど………それっぽくなってるんですね」

　晴海と真希はルールを確認しながら準備を進めていく。ゲーム盤ばんを広げ、駒こまを配置し、カードを並べる。先さき程ほどのカードゲームに比べると複雑そうな雰ふん囲い気きだが、丁てい寧ねいな説明書が付いているおかげで迷う事はない。二人ともちゃんと説明書を読むタイプだった。

「これでいいかな？」

　一通り駒とカードを並べ終わると、晴海は説明書の図と実際のものを見比べる。幸い両者は一いつ致ちしており、準備は完かん了りようしているようだった。

「私がこれを被かぶると準備完了です」

　真希はゲームに付属していたサンバイザーらしきものを頭に被った。すると二人はほぼ同時に笑い出した。

「あはは、何ですかソレ」

「ふふふ、視線を隠かくす為ためのものらしいです」

「ああ、怪盗が何処を見ているかバレたら、すぐに終わっちゃいますもんね」

　このサンバイザーのような付属品は、怪盗役の視線を隠す為のものだった。怪盗の駒はなく、居場所はメモ帳に記録していく方式になっている。しかし自分の居場所を確認して移動先を決める時に、視線を追われてしまうと居場所がバレてしまう。それを隠す為に必要なのだった。

「私が見ないようにするのでも構いませんけど」

「いえ、面おも白しろいからこのまま被ってます。せっかくのルールですし」

　真希は晴海が盗み見みるとは思っていなかったが、ルールに従ってサンバイザーを被ってプレーする事に決めた。他の人達と遊ぶ時に備えての練習でもあるし、またその方が見た目が面白いと思っていたのだ。

「似合ってますか？　うふふふふっ」

「ノ、ノーコメントで。あははははっ」

　サンバイザーの影響もあって、二人の間に探偵と怪盗にあるまじき穏おだやかな空気が流れる。二人にとってゲームはあくまで遊び。勝敗を競きそうという意識は薄く、一緒に楽しむという意識が強い。この辺りはティアや早さ苗なえとは違う部分だろう。

「じゃあ、早速やってみましょうか」

「逃げ切きるように頑張ります」

「何とか捕まえられるといいんですけど」

　二人はひとしきり笑った後、ゲーム盤に視線を落とした。二人とも勝つ気はともかくやる気は十分で、カードを握る手に思わず力が入る。晴海と真希による第二の戦いはこうして始まったのだった。










　序じよ盤ばんは双そう方ほうがルールを理解していなかったので、マップ上をよちよち歩きという状態が続いた。事態が大きく動いたのは、何番目かの手番で真希がイベントカードを引いた時の事だった。

「ええと『怪盗の仲間が裏切った！　宝物を一つ失い、居場所が通報されてしまう。探偵に位置を教える事』………って、えええっ!?」

　真希が操あやつる怪盗は、晴海からは見えないものの、ゲーム盤ばん上じようを移動している。駒は使わないけれど、位置をメモしてきちんと管理するルールなのだ。晴海に分かっているのは、怪盗が使った移動手段だけ。それとマップの形から真希の位置を大まかに推測して、晴海は指揮下の探偵達を各地に配置していた。

　そんな状況で真希は味方の裏切りに遭い、宝物の一つを失い、居場所を晴海に教えなければならないというトラブルに見舞われた。これは非常にまずい展開だった。

「真希さんはどこにいるんですか？」

「ここです」

　真希は嘘うそが大だい嫌きらい。また、一度従うと決めたルールに反するのも大嫌い。彼かの女じよは非常に残念そうにしながらも、素す直なおに居場所を告白した。

「あら、思っていた場所と全然違う場所にいますね」

「最初に色々相談した時の考え方は避さけたんです」

「あはははっ、それはそうですよね」

　真希の現在位置は晴海が想像していた場所から少し離はなれていた。だから囲まれたりしていないし、短期的には危機的状況にはならないだろう。真希としては不幸中の幸いと言えるだろう。しかしそれでも真希は残念そうに肩かたを落とした。

「ついてませんねぇ………」

「残念でしたね、真希さん」

　対する晴海は同情的だ。本来真希を捕まえる立場なのだが、残念そうな彼女を可哀かわい想そうだと思っていたのだ。晴海は心配そうな顔で彼女を見つめている。宝を取られたのが残念なのか、それとも長期的には危険だと考えているからか。真希を見つめながら、晴海はそんな事を考えていた。

「位置がバレたり宝を失うのは良いんですけど………裏切りで仲間を売る奴やつがどうしても許せなくて」

「分かります。自分だけ良ければいいっていう考えは、受け入れにくくて。泥どろ棒ぼうでも泥棒なりに、友達は大切にすべきです」

　真希が悔くやしがっている理由は、晴海の想像とは違っていた。だがその気持ちは十分に理解できる。もし真希や孝太郎が、個人の欲の為に自分を裏切ったなら―――それを思うと晴海の胸は張はり裂さけそうだった。
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「そうだ真希さん、私は何回か動かずに待ちますので、先に裏切者を捕まえて下さい」

　そこで晴海は先に問題を排はい除じよする事に決めた。明らかな間ま違ちがいを放置しておくのは、彼女には許せなかった。

「え、そういう事で良いんですか？」

　真希は晴海の申し出に目を丸くする。これはゲームのプレーヤーとしては有り得ない選択だった。

「仮にゲームであっても、許してはいけない事があります。その代わり、終わったら今の場所に戻もどって下さいね？」

「桜庭さん………」

「私達は楽しいゲームをやる筈はずだったじゃありませんか。私達が楽しいように進めればいいんです。それに、決着はあくまで私達でつけるべきです！　裏切者などに横よこ槍やりを入れさせてはなりません！」

「ありがとうございます！　それじゃあ、お言葉に甘あまえて！」

　晴海の一本筋が通った健すこやかな捜査方針は、真希の心に深い感かん銘めいを与あたえた。やはりこの人は只ただ者ものではない、真希はそう強く感じていた。ある意味、この時点で晴海の勝ちと言えるかもしれない。だがまだゲームは続く。人を疑わないお人ひと好よしの探偵、晴海。嘘がつけない義ぎ理り堅がたい怪盗、真希。二人のゲームはここから大きく脱だつ線せんを始めたのだった。










　ボードゲームそれ自体は真希の勝利で終わった。やはりイベントカードの内容を幾つか無視してしまっては、晴海は不利だった。真希の方も約束通りきちんと元の位置に戻ったりしたのだが、それでも不利を覆くつがえす事は出来なかった。しかし心情的には晴海が勝ったような状況にある。健やかな正義をこれでもかと見せつけた晴海に、真希は尊敬のまなざしを送っていた。

「………里見君とはまたちょっと違うタイプだけど、素す敵てきな人だわ………」

「はい？　どうしました？」

「い、いえ、ややこしいけれど、楽しいゲームだったなと」

「そうですね、これもややこしい分だけ、練習しておいてよかったかもしれませんね」

「はい」

　二人はゲーム盤の片付けを終え、再び休憩のお茶を楽しんでいた。二人とも沢たく山さん頭を使ったので、お茶とお菓か子しがとてもありがたかった。お茶を飲みながらのんびりとお喋りをしていると、頭の中に溜たまった疲つかれがゆっくりと溶とけ出していくようだった。

「この調子でもうちょっと練習してみましょうか」

「里見君達も帰ってきませんし、是ぜ非ひそうさせて下さい」

　真希は是非やりたいと言わんばかりに首を縦に振ふる。真希はここまでの経けい緯いから、晴海をお手本となる女性だと思うようになっていた。嘘をつかず真っすぐに生きるその姿は、真希の理想にとても近い。もともと真希は晴海が好きではあったのだが、ここまでのゲームを通じてその感覚が強まった格好だった。

「それじゃあ、今度は私がゲームを決めますね」

「はい、お願いします」

　そんな真希の気持ちを知ってか知らずか、晴海は楽しそうに押し入れへ向かう。晴海も晴海で、自分の下手なゲームの練習に文句ひとつ言わずに付き合ってくれる真希を、優やさしい人間だと思っていた。晴海にはそれだけで十分。可能な限りこういう時間が長続きすればいいと思っていた。

「決めました！　これにします！」

「見せて下さい、どんな内容ですか？」

「それはですね―――」

　これで二人の勝負は一勝一敗のイーブン。勝敗の結果こそ分からないものの、もうしばらく二人の楽しい時間が続くようだった。










　晴海が選んだゲームは『地上げファンタジア』というボードゲームだった。既すでに一〇六号室では何度となく遊ばれているタイトルなのだが、出入りするようになったのが遅おそかったせいで晴海と真希は経験が浅い。おかげで状況を把握できない内にゲームが終わっているような事が多く、晴海は以前から問題だと思っていた。そこで真希と二人きりというこの機会を利用して、ルールブックを見ながらゆっくり遊んでみようというのが、晴海がこのゲームを選んだ理由だった。

「このゲーム、本当に地上げしているという訳ではないんですね」

「土地の買かい占しめという言葉から想像される後ろ暗い雰囲気から、そう名付けたような感じですね」

「………よし、私達は真ま面じ目めな企き業ぎようという事で進めましょう」

「確かに、優良企業同士の戦いの方が気分がいいです」

　晴海と真希の性格では、地上げという部分に幾らか抵てい抗こう感があった。しかし実際のゲームの進行には地上げらしい雰囲気はなく、むしろ企業同士の戦いを思わせる構成になっていた。おかげでゲームを止めるほどの抵抗感はなかった。

「大まかにルールは分かっている事ですし、早さつ速そく始めてみましょう」

「桜庭さん、サイコロを」

「ありがとうございます。それじゃあ………えいっ！」

　コロコロッ

　一応何度かやった事があるので、二人にはゲーム進行に対する戸と惑まどいはない。問題は進行中に何が起こっているのかという点だ。そこを改めて確認するのが今回の最大の目的だった。

「………二と三だから、五マス進みます」

「泉野商店街の………これはおもちゃ屋さんですね。権利料は百万円だそうです」

　このボードゲームはすごろく形式のゲームで、ゴールは設定されていない。進んでいくとスタート地点に戻るようになっているのだ。止まるマスは主に商業施し設せつで、お金があれば買う事が出来る。最初の所持金は二千万円なので、今回止まった百万円の施設は何の問題もなく買える額だった。

「せっかくなので買ってみましょう」

「はい、じゃあ権利書と百万円を交こう換かんです」

　晴海は偽にせ物もの感満まん載さいのゲーム用百万円札と引き換かえに、玩がん具ぐ店てんの権利書を表すカードを貰もらった。そこには他のプレーヤーが止まった時に貰える利用料などが、細かく書き記されていた。

「このおもちゃ屋さん、百万円稼かせぐには真希さんが五回ぐらい止まってくれないと駄だ目めみたいです。結構時間がかかりそうな雰囲気ですね」

「ええっ？　以前この場所でゆりかが破産してましたけど」

「そういえば、利用料が高くなるルールがあったような………」

　晴海はカード片手に説明書を確認する。説明書はあまりページ数が多いものではないので、必要なルールはすぐに見付かった。

「あったあった………同じ商店街の店を全部買い占めると、商店街の拡張工事が出来て、それで利用料がどんどん高くなるみたいですね。ゆりかさんはそれで破産したのではないかと」

「ああ、買った土地に小さな建物の駒が置かれるのは、商店街が発展しているという事だったんですね」

　同じ商店街の店を買い占め、オーナーが一人に定まると、その商店街全体の拡張工事が出来るようになる。商店街を拡張すると他のプレーヤーが支し払はらう利用料の額が高くなるので、ゲームは大きく終わりに近付く。いかに早く一つの商店街を全すべて買い占めるか、そこがこのゲームで勝利する為の重要な鍵かぎだった。

「という事は………真希さん、まずは手て当あたり次し第だいに買って、交換しましょう」

「そうしましょう。そういえば、みんなでやった時にも交換してましたね。あれは商店街を独どく占せんする為のものだったんですね」

　説明書を読んだ事で、おぼろげにしか分かっていなかった部分を把握した二人は、交こう互ごにサイコロを振りながら次々と商業施設を買っていった。










　ゲームが動いたのは開始から三十分ほど経たった頃ころ。二人が商業施設を半分ほど買い終えた頃の事だった。

「こうなってくると、買ってない店に止まるのが難しいですね」

　半分が買われた後なので、買われていない商業施設に止まるのは、開始直後に比べて倍ぐらい難しくなっていた。そしてその傾向は今後一層強まっていくだろう。

「最後のお店は至難の業わざでしょうね」

「そうですね。ふふふ………えいっ！」

　真希が掛かけ声と共にサイコロを振る。それはもしここに男性が居たら、それだけで真希を好きになりそうな可愛かわいらしい掛け声だ。晴海と二人きりだからこそ出て来た、油断し切った声だった。

　コロコロコロ………チリン

　真希が振った二つのサイコロはお茶の湯飲みに当たって止まる。サイコロの出目は三。今回は出目の範はん囲いに特に買える店がないので、真希は気軽に駒を進めていった。

「いち、に、さん………と。桜庭さん、イベントカードを下さい」

「じゃあこれをどうぞ」

「ええと………『電車を乗り間違えた。一番近い駅に移動する』だそうです」

「一番近いのは………後ろに下がる事になるみたいですよ。残念ですね」

　真希が止まったマスはイベントが起こるマス。そして起こったイベントは、近くにある駅に移動するというもの。真希の位置から一番近い駅は、今のマスから五マス後ろに戻った位置にある。このゲームは盤上を進み続けてスタート地点に戻ると、買った商業施設の数に応じてお金が貰えるルールになっている。真希はその直前で後ろに戻った事になるので、晴海は眉まゆを寄せて同情していた。

「もっと悪い状じよう況きようです。この駅、桜庭さんがオーナーですよ」

「あれ？　そうでしたっけ？」

「はい。困りました、お金が足りません」

　これは真希にとって大きな誤算だった。スタート地点の近くまで来ていたので、お金を全て使ってしまった後だったのだ。駅で取られる額は少額だが、今の所持金では支払いが出来ない。非常に危険な状況で、真希は大きく肩を落とした。

「大丈夫ですよ、真希さん」

「えっ？」

「私が真希さんのお店を一つ買います。それで、お給料を貰ったらそのお店を買い戻して下さい」

　しかしここで晴海が真希に助け舟ぶねを出した。このゲームではプレーヤー間の売買が認められているので、晴海は真希の店を買ってお金を作ってあげる事にしたのだ。

「………良いんですか？」

「せっかく面白くなってきた事だし、もっと続けましょうよ。ふふふ」

　晴海らしかったのは、お金が出来たら真希に買い戻させようとした事だろう。ゲームのルールからすると、買い戻させる必要などどこにもない。逆に買い戻させない方が有利になるのだから。けれど晴海は無む邪じや気きに笑う。少し心に余よ裕ゆうを持てば、楽しいゲームが続く。晴海にはその方が大切だった。

「………でしたら、お言葉に甘えて………」

「はい、二百万円をどうぞ」

　真希も笑え顔がおになって晴海に商業施設のカードを差し出す。代わりに権利料を受け取り、そのお金で駅の利用料を支払う事が出来た。あとは真希がスタート地点を通過したら、施設を買い戻して万ばん事じ解決だった。

「よーし、じゃあ今度は私の番ですね」

「頑がん張ばって下さい。………おっと、サイコロをどうぞ」

「ありがとう」

　本来なら真希は買い戻せないかもしれないと疑ったりしなければならない。だが真希は買い戻せると確信しているし、晴海もそのつもりでいる。晴海も真希も、もう少し二人でゲームをしていたいと思っていたのだった。










　ゲームの転機は、やはり真希が駅で破産しかけた時だった。あの時から二人はどうも相手を破産させようという気持ちが薄うすれていた。

「真希さん、ここは少しお金が溜まるまで商店街の開発をせず、マップをぐるぐるしてみましょうか？」

「なるほど、その方が進行も楽かもしれませんね」

　二人はあえて商店街の開発をせず、お互たがいの資し金きん繰ぐりが安定するまで待った。もちろんイベントによるアクシデントはあったが、適てき宜ぎ売買を利用した融ゆう資しで乗り切り、双方の資産は順調に伸のびていった。

「桜庭さん、銀行用の五千万円札がなくなりそうです」

「そろそろ頃ころ合あいかもしれませんね。私達も商店街を開発しましょう」

　やがて二人は有り余る資金を元に、商店街の開発を始めた。しかしそこでも二人は慎しん重ちようだった。過か剰じような工事で資金繰りが悪化する事がないよう、慎重な経営を心こころ掛がけた。また時には長期的な展望から相手に融資をし、お互いに大規模な開発が可能なようにする事もあった。おかげで双方の商店街はめきめき発展。ゲーム盤上のほぼ全ての商業施設が、最高段階まで開発されるという極きわめて稀まれな状況が発生していた。そしてその事が、二人に予想外の状況を迎むかえさせる事となった。

「真希さん、大変です」

「どうしました？」

「銀行のお金が無くなりました」

「ゼロですか？」

「ゼロです。もうスタートに戻ってもお金が貰えません」

　それはゲームの箱に入っていた全てのお金が、晴海と真希に分配されるという恐おそるべき状況だった。その為晴海はスタート地点に戻って来たものの、指定されていた数字の二割ほどしか受け取れなかった。この時点での二人の総資産は、ゲームのデザイナーの想定を遥はるかに上回っていたのだ。

「これは、どういう事なんでしょうね？」

「つまり………私と真希さんが、商業主義という悪あく魔まに打ち勝ったという事ではないでしょうか？」

「あ、なんかそれ素敵です。私達の勝ちですね！」

「はい。二人で頑張りましたね！」

　このゲームは本来、他人を破産させ、蹴け落おとす事でゲームが終しゆう了りようする。にもかかわらず二人は相手を蹴落とす事を拒きよ否ひし、共存共栄を図はかってしまった。その結果、二人は共に繁はん栄えいを続け、ゲームのシステムを上回った。これはある意味においては、確かに二人の勝利だった。

「なんだか平和で素敵なゲームでしたね」

「デザインした人が、平和的な人なんじゃないですか？」

「そうかもしれませんね………もっと、こういうお互いに協力し合うゲームがあるといいんですけれど」

「あっ、桜庭さん、こっちにそれっぽいのがありましたよ！」

　二人の『地上げファンタジア』は、システムが破は綻たんして引き分けで終わった。これで二人の勝負は一勝一敗一引き分けと、完全な五分と五分。こうして二人によるゲーム対決の結末は、次以降に持もち越こされる事となったのだった。










　二人が四番目に選んだのは、ファンタジー世界を題材にしたボードゲームだった。プレーヤーは戦士や魔ま法ほう使つかいになり、薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中を探検する。洞窟の中には怪かい物ぶつ達たちが住んでおり、罠わなも沢たく山さん仕し掛かけられている。そうした数々の障害を乗のり越え、洞窟から宝物を持ち帰るというのがこのゲームの目的だ。そして宝物には得点が定められており、その得点が一番高かった人物の勝利となるルールだった。

「………これにしようかな？　強そうだし………」

　真希は箱に入っていた沢山の小さなフィギュアの中から、露ろ出しゆつ度どが高い女性のキャラクターを選び出した。ゲームではこのフィギュアを駒として使う事になっていた。

「ふふふ、真希さんっぽいですね？」

「私こんなに露出度高くないですよ」

「そういう意味じゃなくて………もしこのフィギュアに色が塗ぬってあったら、真希さんの色になるんじゃないかと思って」

「ああ、確かにそうかもしれませんね」

　真希が選んだフィギュアは女忍にん者じやだった。それは金属製の小さなフィギュアなので色は塗られておらず、金属そのままの色をしている。しかしもしこれに色を塗るとしたら、青や黒といった忍者らしい色になるだろう。もちろん真希のパーソナルカラー、藍あい色いろも有力な候補だった。

「私はどうしようかな………これなんか可愛いな」

　晴海も真希と同じ様にフィギュアを一つ選んだ。晴海はそのフィギュアに何が出来るのかという事よりも、その見た目で選んだ。それはワンピースを着て手に錫しやく杖じようを持った女性のフィギュアで、真希の女忍者に比べると比ひ較かく的てきしっかりした服装をしている。だがそれでいて上う手まい具合に女性らしさは失っていない。そのフィギュアは晴海の感覚にぴったりとはまるデザインに作られていた。

「それは女僧そう侶りよらしいですよ」

「なるほど、それでこういうきっちりとした服装なんですね」

「あはは、桜庭さんらしいです」

「なんとなくそういう気はしています。うふふふっ」

　真希が選んだキャラクターは女忍者で、戦せん闘とうと忍にん術じゆつが得意な武ぶ闘とう派はだ。そして晴海が選んだ女僧侶は、回復と防ぼう御ぎよに長たけ、さらには幽霊やゾンビを追おい払はらう力を持つ。どちらも自分らしいキャラクターを選んだと言えるだろう。これで本来はゲームを始められる筈なのだが、彼女達は引き続きもう一つフィギュアを選び始めた。
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「真希さん、もう一人選ぶとしたら、どんなのがいいと思いますか？」

「そうですねえ………もう偵てい察さつ兵へいと衛生兵が居る訳ですから、ここは戦いの専門家が良いと思います」

「じゃあ、この辺のごっつい人達ですね」

　このボードゲームは最大で六人まで同時に遊ぶ事が出来る。二人でも遊ぶ事は出来るのだが、説明書によると二人だと難易度が高くなるという。そこで三人目のキャラクターを用意し、この三人目に関しては二人で相談しながら進める事に決めたのだった。










　晴海と真希が選んだ三人目のキャラクターは、大きな剣けんと重じゆう厚こうな鎧よろいで身を固めた男性の戦士だった。それを選んだ理由は、二人のキャラクターが比較的軽装であった事と、パッケージに書いてあるキャラは強いだろうという裏読みからだった。

「やっつけましたよ、真希さん!!」

「やっぱりパッケージの真ん中にいる人を選んだのは正解でしたね」

「うふふふっ、そうですねっ！」

　この戦士が先せん陣じんを切って道を切り開いてくれるので、二人はその支し援えんをしながら後に続くという手法でゲームは進められていた。本来はそれぞれ独自に行動しつつ、強過ぎる敵が現れた時にだけ一時的に協力して進むというのがこのゲームの醍だい醐ご味みだ。しかし二人は三人目の行動を相談して決めているので、意図せず全ての行動が完全な協力体制で進められている。おかげで拾った宝物は平等に分配され、二人の得点には全く差がない。このままでは冒ぼう険けんに成功しても引き分けに終わりそうなのだが、二人はその辺にはあまり頓とん着ちやくしていない。とことん正義と愛に溢あふれる冒険者達たちは、洞窟に潜ひそむ邪じや悪あくを成敗すれば良いぐらいにしか考えていないのだった。

「わっ、凄すごいですよ桜庭さん。今のドラゴン、宝物カードを五枚持ってました！」

「という事は、三人で五枚を分ける感じですね」

「向き不向きがあるかもしれないので、まずは順番に見てみましょうか」

「そうしましょう」

　たった今戦士が退治したドラゴンは、五つの宝物を隠し持っていた。それは宝物カードという形で表現され、三人のキャラクターに五枚のカードを分配していく事になる。宝物は単なる宝石や金貨だけでなく、キャラクターを強化する魔ま法ほうの道具や武器などが含ふくまれている。キャラクターによっては不要なものが出てくる事もあるので、協力して敵を倒たおした時には誰だれがどれを貰うのかは相談して決めていい事になっていた。そしてこの五つの宝物が、晴海と真希の得点に大きな変動をもたらす事となった。

「回復薬………これは真希さんが持っていけばいいんじゃありませんか？」

「いいんですか？」

「私は回復魔法がありますし、戦士さんは打たれ強いから私の魔法で援えん護ごすれば大だい丈じよう夫ぶだと思うんです」

「分かりました、これは貰っておきます」

「じゃあ次は………」

　ぺらっ

　二枚目の宝物カード。それを表に返した瞬しゆん間かん、晴海の動きがぴたりと止まった。不ふ審しんに思った真希が心配そうに晴海の顔を覗のぞき込む。

「桜庭さん？」

「………」

　返事はない。そこで真希は晴海の視線を追ってみる。すると晴海の視線はちゃぶ台の上に置かれている宝物カードに釘くぎ付づけになっている事が分かった。

「あっ………」

　その瞬間、真希も動きが止まる。晴海が何な故ぜ動きを止めたのか、何を思っているのか、真希にもよく分かった。

「よろい………ですね………」

　真希が心ここにあらずという調子で小声で呟つぶやく。すると晴海も同じような調子で返答した。

「はい………あおくてとってもきれいな、よろいです………」

　二人が見み詰つめているカードには、美しい装そう飾しよくが施ほどこされた青い鎧が描えがかれていた。だが二人の視線はそのカードを突つき抜ぬけて、別の何かを見ている。そしてその何かへのこだわりが、二人のプレーの方向性を決定付ける事になった。

「この鎧は………私達の騎き士し様に着て頂きましょう」

「そうですよね、鎧は騎士が着てこそですよね」

　いつの間にか、戦士の呼こ称しようが騎士に変わっていた。そして二人は迷わずそのカードを戦士―――騎士のものにする事に決めた。普ふ通つうに考えると軽装の真希や晴海のキャラクターに持たせた方が全体の生存率が上がるだろう。だが二人にとってはそんな事はどうでもいいようだった。

「桜庭さん、このパワーアップの宝ほう珠しゆはどうしましょうか」

「騎士様の剣をパワーアップさせる方向で」

「じゃあ、この身代わりのお守りは？」

「私は要いらないです」

「私も使いませんから、騎士様にお渡わたししておきますね」

「この際、私達が要らないものは全部騎士様に渡してしまいましょう」

「そうですね、それが良いですね」

　ここが晴海と真希の冒険の転機だった。青い鎧の入手を境にして、戦士の呼び名は騎士へと変わり、そして彼かれの装備は優先的に強化されるようになった。結果として三人分の装備を独ひとり占じめする事になったこの騎士は、ゲーム終しゆう盤ばんには圧あつ倒とう的てきな強さになっていた。だがその分だけ二人が自分で担当するキャラクターは苦戦していたのだが、二人ともそんな事はどうでも良いようだった。










　充じゆう実じつした装備のおかげでかなりの強さになった騎士は、晴海と真希の支援を受けながら洞窟の最深部に到とう達たつ。しかし二人とも初めてやったゲームだったせいで効率的な探たん索さくが出来ず、時間切れとなった。残念ながら洞窟のボスとは戦えず終じまいだった。

「………納なつ得とくがいきません、もう一回やりましょう、桜庭さん」

「もちろんです。すぐに始めましょう！」

　二人はこの結果に納得していなかった。ゲームが終わるとすぐに、もう一度同じゲームをやる事に決めた。この二人にしては珍めずらしい事に、やたらと勝利にこだわっていた。

「私達の騎士様が負けるなんてありえないです」

　真希はそう言いながらゲーム盤上の洞窟の最深部にあたる部分をじっと見つめる。その頭の中ではどうやったら騎士を勝たせられるのか、そのシミュレーションが何度となく繰くり返かえされていた。

「どんな手を使ってでも、絶対に悪の大魔導士を倒しましょう！」

　それは晴海も同じだった。ただ彼女の場合は自分が多少不ふ甲が斐いなかったという思いがあるので、反省点の洗い直しの方に余念がなかった。

「前回よりも私達二人が無む茶ちやをして、リスクを背負った方が良いかもしれません」

「そうやって私と真希さんで効率よく里見君を守ればきっと！」

　二人は性格も考え方も違ちがうが、目標は完全に共有されている。二人は自分達のゲームの勝敗よりも、ひたすらに騎士が悪の大魔導士に勝つかどうかにこだわっていた。今の二人にとって、重要なのはそれだけだった。

「桜庭さん、職業はどうしましょうか？」

「さっきと同じでいいんじゃないでしょうか。すごく惜おしかったですし」

「でも僧侶二人の方が、里見君を守りやすいんじゃありませんか？」

「では、今回はさっきと同じにして、駄目だったら僧侶二人を試ためしましょう」

「勝つまでやるんですね？」

「違うんですか？」

「いえ、その通りです、桜庭さん。是非そうしましょう」

　こうして四番目のゲームは、時間がかかるにもかかわらず、何度か繰り返される事となった。ゲームに不慣れな二人なので、彼かの女じよ達たちが目的を遂とげるまでには三回のゲームが必要だった。そしてそれだけの回数を繰り返したおかげで、ここまで晴海と真希がやってきたゲーム対決の成績は大きく変動。何故か、ゲームには参加していない孝太郎が三勝で一位となり、二人とも大満足で対決を終えたのだった。







Episode3

カブトンガー暁に死す!?







　夏休みが明けて、しばらく経たった頃。静しず香かはある重大な決断を迫せまられていた。それはアルバイトに関するもので、彼女はしばらく前に一時的に働いたアルバイト先から、再び働いてくれないかと誘さそいを受けたのだ。

「笠かさ置ぎさん、何とかまた引き受けては貰えないだろうか!?」

「でも………また皆みなさんにご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんし………」

　静しず香かは両親が遺のこしたころな荘そうがあるので、基本的に収入で困ってはいない。手入れが行き届いたころな荘は古くても入居者が途と絶だえた事がなかった。例外は幽ゆう霊れいが出るという噂うわさの一〇六号室だけ。そんな訳で、彼女にはアルバイトをしなければならない理由は存在していなかった。

「もちろんそのリスクは承知の上だ！　むしろそれをショーの一部として組み込む努力をしようと思っている！」

「そこまでして貰うのは気が引けるというか………申し訳ないというか………」

「これは我々の総意だ！　やっぱり君以上にあの役を上手くこなせる人間はいない！　この一年ばかりの間にそれが良く分かった！　君ならもう少し派手なアクションに出来た筈はずだ、という思いが常にどこかにあった！」

　静香が求められていたのは、市内のテーマパークで時折行われるヒーローショーへの出演だった。静香も自身の身体能力と格かく闘とう技ぎの技術を高く評価されれば悪い気はしない。また町内会経由の紹しよう介かいでもあるので、断りにくいという事情もあった。加えて言うなら、夏休み中にお小こ遣づかいを使い過ぎたという事情もあったりする。ころな荘は両親の形見なので、その収入はなるべく遊びの浪ろう費ひの補ほ填てんには使いたくないのが本音なのだ。つまり静香がアルバイトを断る理由もまた存在していなかった。

「カブトンガーは君しかいない！　笠置さんっ、君の力が必要なんだ！」

「え、ええと………」

　静香は厳密には、ヒーローショーのスーツアクター―――着ぐるみの中の人をやって欲ほしいと求められている。それは主役であるカブトンガーのスーツアクターなので、異例の大だい抜ばつ擢てきだろう。そこには物語の設定上の事情が絡からんでいる。カブトンガーはライバルが一回り身体が大きいという設定なので、女の子がスーツを着るとサイズ感がピッタリ合う。しかしただの女の子に着せてもアクションは出来ない。そこで目に留まったのが静香だった。格闘技をやっていて、しかも高校生レベルではあるが演劇に出演した事がある。静香はヒーローショーのスタッフが求めている、演技とアクションの双そう方ほうをこなせる理想的な人材だったのだ。

「………分かりました。お引き受けします」

「本当かい!?　ありがとう、笠置さんっ！　こうしちゃいられないっ、早くみんなに知らせないと!!」

　結局、静香はヒーローショーのスタッフの熱意に負け、首を縦に振ってしまった。心配な事はあったが、必要とされている事が良く伝わってきたので、断り切れなかったのだ。これには彼かの女じよの困っている人を放っておけない性格が、少なからず影えい響きようしていた。










　静香が心配していたのは、一〇六号室に出入りしている人間の中に、カブトムシに対して否定的な感情を持つ人間が存在しているという事だった。その感情は非常に強く、静香はなるべく刺し激げきしたくないと思っている。だからこのアルバイトの事は、知られずに済ませたいと考えていた。だから帰宅して早さ苗なえに相談した時、彼女が口にした言葉は静香にとって意外過ぎるものだった。

「んー、今ならバレても大だい丈じよう夫ぶかもしれないよ？」

「えっ、そうなの？」

「うん。テレビにカブトムシが映ったりしてもね、ちょっとだけはぁとが乱れるような事はあるんだけど、突き抜けたりとか、長続きはしないよ」

　霊れい能のう力りよくを操あやつる早苗だから、他人の感情は常に感じている。ルースの感情に関しても一番詳くわしいのは早苗だった。

「言われてみれば、今年は騒さわぎが起こってないわね」

　普通に生活しているとテレビや新聞、インターネットなどで、どうしても確率論的にカブトムシの情報に触ふれてしまう事がある。夏場は特にそうだろう。にもかかわらず今年は一〇六号室でルースが大きく心を乱した例はなかった。そうした事からすると、静香にも早苗が言っている事は間ま違ちがっていないように感じられていた。

「でしょ？　だから一気に行かずに、小出しにすれば大丈夫かもーって思うんだ」

「なるほど………そうしてみるわね。ありがとう、早苗ちゃん」

「んっ、そうするがよい」

　隠かくしていて後々バレるよりは、正直に話す方がリスクは少ない。また静香がアルバイトに行く度に、他の者達たちがルースに嘘うそをつき続けるのも良い事ではない。ルースのカブトムシに対する感情が薄らいでいるなら、伝え方を工く夫ふうして正直に話す方がいいだろう、静香はそのように考え始めていた。

「………それにしても、何で大丈夫になったんだろうねぇ？」

　早苗は口元に指を当てながら軽く首を傾かしげる。早苗の霊能力は他人のリアルタイムの感情は良く分かるのだが、どうしてそのように変化したのかという事までは分からない。静香にルースの事を話してやりながら、そこが早苗には不思議だった。

「孝こう太た郎ろうと関係ないカブトムシだからかなぁ？」

「それもあるだろうけど………主な理由は里さと見み君の気持ちがある程度確かく認にん出来たからじゃないかしら。それにルースさんの気持ちも固まってきただろうし」

　静香の方はおぼろげに想像がついていた。ルースは孝太郎の気持ちが分からないからこそ、寝ね惚ぼけた孝太郎にカブトムシが沢山いる木と勘かん違ちがいされて抱だき着つかれた事に腹を立てた。だが今はそうではなく、孝太郎がルースに向けている感情をある程度理解している。またルースの方はどれだけ困難があろうと孝太郎と生きると決めた。この状態ではカブトムシに敵意を維い持じするのは難しいだろう。

「らぶいずおーるって事か」

「そうなるかしら。もっとも、カブトムシ嫌ぎらいの原因すらラブではあったんだけど」

「あははははっ、それもそうだねぇ」

「ふふふふふっ」

　静香は早苗と一いつ緒しよに笑い合う。一時はどうなる事かと心配していた静香だが、幸い取とり越し苦ぐ労ろうで済みそうだ。その安あん堵どの分だけ、静香の笑顔は明るかった。










　早苗の助言を参考にして、静香はまずヒーローショーに出るという事だけをルースに伝えた。町内会の人を経由して頼たのまれた。彼らの熱意に打たれた。そしてそうやって事情を先に伝えた後で、言葉では何も言わずに、ヒーローショーのチラシをルースに見せた。

「………」

　問題のチラシを見た瞬間、ルースの眉まゆ毛げがピクリと動いた。だがそれ以上の反応は起こらず、ルースはこれまでと同じ調子で話し続けた。

「ヒーローショーという事は、頑張らないといけませんね。子供達の夢を壊こわさないようにしないといけませんから」

「う、うん、そうなの。だから時々遅おそくなるかもしれないから、前もってルースさんには伝えておこうかと思って」

「左様でしたか。御ご配はい慮りよをありがとうございます」

　むしろ様子がおかしかったのは静香の方だ。大丈夫と分かっていても、緊きん張ちようは隠せなかった。だが実際に話してみると拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に済んだ。見たところルースの様子におかしなところはないし、同席している早苗もちゃぶ台の陰かげで指先をくっつけて丸のサインを送ってきていた。

　―――ルースさんは本当にカブトムシ嫌いが治りつつあるのね。良かった………。

　静香は大きく安堵しながら、その事を実感する。多くがそうであったように、ルースも成長している。冷静に考えてみれば彼女だけ成長していないと考えるのは奇き妙みような話だ。静香は自分がそう考えていた事がおかしくてならなかった。

「晩ばん御ご飯はんの問題もあるし、出来るだけスケジュールは伝えるようにするから」

「はい、宜よろしくお願いします」

「静香の分をあたしが食べれば問題ないよ」

「サナエ様、ピーマンも二倍になりますが、大丈夫ですか？」

「それはゆりかに任せるから大丈夫」

「全然大丈夫じゃないじゃない」

　早苗を交え、静香とルースのおしゃべりは和なごやかに進んでいく。お茶を飲みながらのとりとめのないおしゃべり。それはいつも通りの調子で、夕食の準備が始まる時まで続いていく筈はずだった。

「ただいまぁ～」

「只ただ今いま帰りました」

　そこへゆりかと真ま希きが帰宅する。真希はきちんと靴くつを揃そろえて入ってくるが、ゆりかは靴を脱ぬぎ散ちらかしてまっしぐらに六畳間へ向かう。彼女は経験上、お菓か子しがそこにある事を知っているのだ。真希はゆりかの靴も揃えてやると、自身も六畳間へ入っていった。

「いっただっきまぁ～～すぅ！」

　真希が六畳間に入った時、ゆりかは既すでにお茶菓子の温泉まんじゅうに噛かぶり付つこうとしていた。真希はそれをはしたないと思うが、反面その素す直なおさが羨うらやましくもあるので、ゆりかの様子を目で追いながら自身もちゃぶ台の傍そばに腰こしを下ろした。

「ゆりか、もっと行ぎよう儀ぎよく食べなさい」

　それでもダイナミックにまんじゅうを齧かじるゆりかの姿が余りにはしたなかったので、結局真希は彼女に注意してしまう。対するゆりかはそれに懲こりた風もなく、まんじゅうを口の中に入れたまま呑のん気きに答えた。

「おはねがらいからおひうがすくなかったんれすよぅ」

「は？」

　ゆりかの言葉は不ふ明めい瞭りようで、真希には聞き取れない。そんな真希の為ために通訳をしてくれたのが早苗だった。

「ゆりかは夏場にお金を使い過ぎちゃったの。それで最近お昼が少なくなってるの。毎週毎週、加減がないんだから」

　早苗はそう言いながら真希に向けて肩かたを竦すくめる。夏に行動を共にしている事が多かったので、早苗はゆりかの暴飲暴食をよく知っていた。

「毎週毎週？」

　早苗が何気なく口にしたその言葉に、ルースが注目する。ルースには、早苗とゆりかが夏休みに毎週どこかへ出で掛かけていたような記き憶おくはなかったのだ。

「それはですねぇ、夏休みに毎週ぅ、カブトムシを獲とりに行っていたんですよぉ。里見さんがどうしてもって言うからぁ。子供ですよねぇ～？」

「カブトムシ？　おやかたさまと？」

　ピシッ

　その瞬間、六畳間の空気が凍こおり付いた。

「はっ!?　しまったっ!?」

　同時にゆりかは自身の失言に気付いたが、後の祭りだった。

「ばかぁっ、ゆりかのばかぁぁぁっ!!」

「………わ、わたくしを連れて行かず、しかも秘密で………夏の間中カブトムシを獲りに行っていた………？」

　ルースの声は静かだった。しかしその声は微かすかに震ふるえており、彼女の言葉に凄みを与あたえている。ルースが怒いかりに打うち震えている事は誰の目にも明らかだった。

「ちょっとゆりかちゃんっ!?　話がまとまりかけていたのにぃっ!!」

「静香さんまで怒おこらないでくださぁいっ！　私もぉ、わざとやった訳じゃないんですよぉうぅっ!!」

「………や、やはり、カブトムシは全すべて殲せん滅めつしなくては………無関係な個体もいると、情けをかけたのが間違いだったっ………」

　孝太郎がルースに内ない緒しよで、カブトムシを捕つかまえに行っていた。しかもゆりか達を連れて行っていた。自分だけ除のけ者もので、つまりルースよりもカブトムシを選んだという事。ルースにとって許容できるような話ではなかった。

　グシャリッ

　ルースの手の中で、ヒーローショーのチラシが無残に握にぎり潰つぶされる。やはりカブトムシは全て敵。ルースはその思いを新たにしていた。

「………手始めにこいつから………ふ、ふふふ、うふふふふふふっ………」

『ひぃぃぃっ』

　ルースの凄みのある笑いを前にして、静香は真希と、ゆりかは早苗と、抱き合あって震え上あがる。物理的な意味では、ルースは怖こわくない。むしろどうとでもなる相手だった。だが内包する強力な怨おん念ねんは、そんな事実を払ふつ拭しよくして余りある。もし溢れ出だす意志の力で他人を攻こう撃げきする事が出来たなら、ルースの前にいる四人は間違いなく粉々になった事だろう。










　ルースはしばらく前から剣けん術じゆつの訓練をしている。当初は体力作り程度の意識だったのだが、騎き士しの名家の出身である事に加え、クランから先祖が使っていた『光の剣』を受け取った事で、やる気に拍はく車しやがかかった。また孝太郎が青騎士だと判明して以降は、騎士団の格を下げない為に強くなる必要があった。
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「でぇいっ！　たぁぁっ！　とりゃああぁあぁぁぁっ!!」

　しかし今はそれが別の目的にすり替かわっている。打だ倒とう、カブトンガー。孝太郎を誘ゆう惑わくする憎にくき敵、カブトムシ。その首領格にあたるカブトンガーを倒す。ルースの剣術訓練は明確な敵を得た事でその激しさを増していた。

　―――あの強きよう靭じんな甲こう殻かくを砕くだくには、より速い一いち撃げきが必要になる！

　ヒュッ、ザシュッ

　生き真ま面じ目めなルースだけに、その斬撃は日に日に鋭するどさを増していた。元々ルースは騎士の家の出なので、身体的な才能には恵めぐまれている。それが彼女の精神的な部分の影響で十分に発はつ揮きされずに来た。それが今回の事件をきっかけに開花しつつある。才能を持った者が生真面目に訓練を積んでいるのだから、そうなるのも当然だろう。

「ルースさん、そこからコンビネーション！」

　そんなルースの訓練の相手を務めているのは孝太郎だった。一〇六号室の関係者の中でフォルトーゼ式の剣術を習得しているのは孝太郎とティアだけ。二千年前のパルドムシーハであるフレアラーンの戦いぶりを知っている者に限れば孝太郎ただ一人。成り行きではあるのだが、ルースに剣を教えるなら孝太郎が適任だった。

「ハァァッ、たぁっ、てぇいっ!!」

　孝太郎の一撃をガードした所から、下段への攻撃で視線を下げさせ、一度フェイントを挟はさみ、そこから本命の一撃という三連撃。それがかつての彼女からは想像もつかないようなスピードで繰り出されてくる。驚おどろくべき上達ぶりだった。

　―――あのルースさんが………しかしやはりフレアさんによく似ている………。

　その攻撃を何とか受け止めながらも、孝太郎の気持ちは複雑だった。孝太郎の行動の結果、争いを好まないルースが不自然なほど強くなっている。それを良くない事だと感じながらも、彼女の姿が日に日にフレアラーンに似てくる事が嬉うれしくもあった。孝太郎にとってはどちらも重要な事なので、どちらが良いと断じる事が出来ず、求められるままにルースの訓練に付き合い続けていた。

「ルースさん、三段目で肘ひじが上がり過ぎています。目に付きやすいのと、動きが遠回りになるので、少し下げて！」

「は、はいっ！」

　そんな孝太郎の悩なやみを知らず、ルースはひたむきに剣術訓練に励はげんでいる。真面目に剣術訓練をしていれば孝太郎がルースの方を向くので、実は孝太郎が思う程ほどにはルースは攻こう撃げき的てきになっていない。孝太郎がそこに気付かないでいる事が、この状じよう況きようをなおの事ややこしくしているのだった。










　そうやってルースがめきめきと上達していく事に一番気を揉もんでいるのが静香だった。ルースが倒そうとしているカブトンガーの中に入るのは静香。だから物もの陰かげからルースの訓練を眺ながめている静香の胸の中で、嫌いやな予感が大きく渦うずを巻き始めていた。

「中の人が私だという事がバレていないのが救いだけど………何だかまずい感じになってきたわね………」

　ルースが剣の訓練を本格化したのは今年に入ってからなので、戦闘の技量という観点では静香には遠く及およばない。しかし武器を持たずに戦う静香は、剣を使うルースよりもかなり不利である事は確かだ。それでも高確率で静香が勝つだろうが、ショーにルースが乱入して来た場合、子供の夢を壊さずに勝つという条件においては非常に危険な領域に到達しつつあった。

「どうしてくれるのよ里見君！　あんなに強くしちゃって！」

　そんな訳で静香が孝太郎に向ける言葉は自然と厳しくなってしまう。子供の夢を守るのはヒーローの鉄則だった。

「いやでも、剣を教えてくれと言われて、手は抜けないじゃないですか」

　ルースに自主練を命じて静香と相談しにやって来ていた孝太郎は、申し訳なさそうに詫わびる。孝太郎にも自分が悪いという自覚はあった。

「大家さんだって空手を教えてと言われたら、ちゃんと教えるんじゃありませんか？」

「うっ、それは、そうだけど………でもルースさんのあの集中力を生み出してるのは、明らかに里見君のせいでしょう？」

「そこを言われると辛つらいです」

　発ほつ端たんは孝太郎がルースの女性としてのプライドを傷付けた事にあった。それがカブトムシへの敵対心と、剣術訓練に対する集中力を生み出している。剣術を教えるという直接的なもの以外にも、心理的な面で孝太郎はルースを強くしてしまっていた。

「それが分かっておるなら話は簡単じゃ」

　静香と一緒に様子を見にやって来ていたティアには、既に問題の解決法が見えていた。原因ははっきりしているので、取り除くのは簡単だった。

「コータローや、さっさとルースから剣を取り上げて、キスの一つもして参れ。そうすれば全て解決じゃ」

　今のルースを衝つき動かしているのは、自分がカブトムシに劣おとるという誤った認にん識しきだ。それを解消するには、ルースに対してカブトムシ以上であるという明確な証しよう拠こを示す必要があるだろう。その証拠としては、キスという直接的な行動は手て頃ごろで確実だった。孝太郎も流石さすがにカブトムシにはキスをしない。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、そんな無責任な事が出来るか！」

　しかしこれに孝太郎は猛もう反はん発ぱつ。ティアが驚いて目を白黒させるほど、はっきりとした拒きよ絶ぜつの意思を示した。

「何故じゃ？　ルースの事が嫌いな訳ではあるまい？」

「当たり前だろ！　だからこそだ！　ルースさんはパルドムシーハの跡あと取とりだぞ？　異星人の俺おれが相手でパルドムシーハは大丈夫なのか？」

　孝太郎は恋こい人びとでもない相手にキスをするつもりはない。裏を返せば、キスをするという事は恋人にするという事でもある。特にルースは仲の良い相手であるから、なおの事いい加減な事は出来なかった。

「許す。わらわが言うのだから間違いないぞ、青騎士閣下」

　ティアはルースの直接の主人。その行動を決定する権利があった。そしてルースの感情をもっとも良く知る幼おさな馴な染じみでもある。ティアは自信満々だった。

「………お前、権力を笠かさに着て無む茶ちや苦く茶ちや言うなよ。それにな、俺の気持ちがちゃんとしていないのに、ルースさんの気持ちに甘あまえるのは間違いだ」

　孝太郎が一番気に入らないのは、問題を解決する手段としてルースの感情を利用する点だった。好きなら好き、ただそれだけの為にキスするべき―――孝太郎にも孝太郎なりの人付き合いのルールがあるのだった。

「細かい事を気にする奴やつじゃのう………」

　ティアは腰に手を当て、小さく嘆たん息そくする。孝太郎は一番簡単で、すぐ終わる解決法を放ほう棄きしてしまった。結果的に問題は解決しないまま先送りとなったので、何でもすぐに終わりにしたいせっかちなティアには残念な展開だった。

「細かくない。俺が後で後こう悔かいするんだよ。嫌だろ、そういう生き方」

「………分からんではないな」

　だがティアも孝太郎の気持ちは分からなくもない。どんな物事も堂々と正道を行く、それが真の王者たる者、あるいは真の騎士。そちらの視点に立てば、孝太郎の答えは嬉しいものだ。ティアとしては複雑な心境だった。

「しかしそうなってくると他の手が必要になるのじゃが………キリハよ、何か上う手まい手はないかのう？」

　困ったティアは、やはり一緒に様子を見に来ていたキリハに助けを乞こう。人心に通じたキリハなら、良い考えを持っているのではないかと期待しての事だった。そのキリハはこれまでと同様に、どこか楽しそうに柔やわらかな笑えみを浮うかべながら、少しも迷う事無く答えた。

「直接的な解決を避さけるなら、一番効果的なのは本ほん懐かいを遂とげさせる事だろう」

「本懐を遂げさせる？　どういう事？」

　静香は遠回しな表現に首を傾げ、身を乗り出すようにしてキリハにその真意を問う。当事者は静香なので、曖あい昧まいに聞き流せなかった。

「ルースがやりたい事は、自分にはカブトムシよりも価値があると証明する事だ。そこで現状では最も強いカブトムシ―――カブトンガーを倒そうとしている。ならばそれを成なし遂げさせてやろうというのだ」

　直接的な解決を避ける以上、ルースに目的を遂げさせるのが一番効果的である、というのがキリハの考え方だった。要するにルースにカブトンガー、つまり静香を倒させればいいという事になる。

　―――今にして思えば、ルースだけは汐しお里りの登場以前から我ら以外の存在に対して危機感を持っていたのだ。今なら、その気持ちは分からなくもない。そうなるとやはり問題の解決法もそこに、という事なのだ………。

　キリハは口には出さなかったものの、それで問題が解決するという確信があった。既にその前例があったから。

「ちょっとキリハさんっ！　倒されちゃまずいんだって！　子供達の為のショーなんだからぁっ！」

　だがもちろん静香はこれに反対だった。ルースがショーに乱入してきてカブトンガーが負けてしまったら、子供達は何を思うだろう？　それを考えると、キリハが提示したこの作戦は到とう底てい受け入れられるようなものではなかった。

「案ずる事はない。幸いカブトンガーにはこの状況に適したエピソードがある」

「へっ、そうなの？」

「『カブトンガー、暁あかつきに死す』だ」

　テレビアニメ『甲こう虫ちゆう王者カブトンガー』には、一度だけカブトンガーが敵に倒されるエピソードがある。カブトンガーが宿敵スカラベキングの姦かん計けいに嵌はまり倒たおされてしまう。だが仲間達の協力と子供達の祈いのりが奇き跡せきを起こし、パワーアップして復活。スカラベキングを倒すというエピソードだった。キリハは静香に、その事を順を追って説明していった。

「ルースはカブトンガーを倒し、本懐を遂げて舞ぶ台たいを退場。だがショーはそのまま滞とどこおりなく進み、カブトンガーは復活してスカラベキングを倒す。これなら子供達の夢を壊す心配はないだろう」

「なるほど、そういうエピソードを次のショーにすれば安全って事か」

　静香にもようやく事情が呑のみ込めてくる。本当にキリハが言うようなエピソードがあるなら、確かにそういう風に脚きやく本ほんを組めば丸く収まる。静香にも納得の作戦だった。

「どうしても実現性が乏とぼしいようなら、若じやつ干かん効果は薄うすくなるだろうが、衣装を借りてきて特訓中のルースを襲おそって返り討うちに合うという手もある。どちらにするかは、汝なんじの腕うでとショーの運営側の考え方によるだろう」

「分かった、ちょっと向こうと相談してみるわね！」

　キリハの作戦には安全重視のＢプランも用意されていた。至いたれり尽つくせりの作戦に、静香はこれなら何とかなりそうだという気がし始めていた。そしてそういう気持ちになっていたから、静香はある事に気付いた。

「でも残念だわ、里見君」

　静香はそれまでとは打って変わって、明るい表情で孝太郎に笑い掛かけた。そして孝太郎に一歩二歩と近付き、上うわ目め遣づかいに見上げる。

「何すか？」

「もしルースさんが里見君にキスして貰もらえるようなら、私もゴネまくったらキスして貰えるんじゃないかなって思ったの」

　それから静香はそのほっそりとした右手の人差し指を孝太郎の唇くちびるに押おし当あてた。おかげで直後の孝太郎の言葉はくぐもってしまう。

「しませんよ」

「ん、分かってる。だから残念だなぁって」

　静香は軽く左目をつぶると、孝太郎の唇に押し当てていた人差し指を今度は自分の唇にそっと触れさせた。孝太郎はそんな静香に何かを言わなければならなかったのだが、何を言えばいいのか咄とつ嗟さには思い付かず、彼女の女の子らしい思わせぶりな仕草に圧あつ倒とうされただけで終わった。










　ルースにその手紙が届いたのは、日課の特訓に出掛けようとした、その時の事だった。彼女が靴くつ紐ひもを結んでいる時に、その手紙が郵便受けを抜ぬけてぽとりと目の前に落ちた。チラシか何かだろうと思ったので、ルースは特に気にせず靴紐を結び続けた。

　―――特訓しているとおやかたさまがわたくしだけを見て下さるので、とても嬉しいのですけれど………時々とても懐なつかしそうに、寂さびしそうにわたくしを見ておられる………あれはやはり、フレアラーン様の事を思い出しておられるのでしょうね………。

　ルースにもルースなりに気になる事があったので、周囲に気が回らなかったという事もあった。だから彼女が届いたものがチラシではないと気付いたのは、靴紐を結び終えて立ち上がろうとした時の事だった。

「なんでしょう………」

　ルースは裏返しになっていた手紙を手に取ると、ひっくり返して表側を確かく認にんする。すると奇妙な事に、そこには郵便番号も住所もなく、ただ宛あて名なだけが記されていた。

『ルースカニア殿どの』

「わたくし？」

　丁てい寧ねいな毛筆で記された、ルースの名前。そこにただならぬ気配を感じたルースは、その場で手紙を開かい封ふうする。少し不安を感じていたので、その手つきが普ふ段だんよりも荒あらい。いつもはペーパーナイフを使って丁寧に開けるのに、手紙の上部を剥はがしての開封だった。

「便せんと………写真？」

　中に入っていたのは便せんと写真。そしてルースはその写真を見た瞬しゆん間かんに表情が凍り付いた。同時に常に温和な彼女から、猛もう烈れつな殺気が放たれ始める。

「おっ、おのれぇぇぇぇっ、カブトンガァァァッ!!　わたくしにっ、このようなものをよくもっ、よくもぉぉぉぉっ!!」

　グシャリッ

　ルースはすぐさま写真を握り潰した。問題の写真には、満面の笑みを浮かべている孝太郎と肩を組んでいる、カブトンガーが写っていた。










果たし状




ルースカニア殿




　貴き殿でんが我らカブトムシ一族に対し、戦いを挑いどまんとしている事は聞きき及んでいる。しかし我らも不用意に多くの犠ぎ牲せいを払はらう事は望んでいない。そこで一族を代表し、この私カブトンガー一号が貴殿との決けつ闘とうに臨のぞみたく思う。一対一の決闘にて雌し雄ゆうを決し、もし私が敗北した場合には、一族郎ろう党とうが貴殿の前に現れない事を誓ちかう。逆に私が勝利した暁には、一族の行動の自由を保障して頂く。決闘の場所と時間は別紙を参照の事。貴殿が決闘に応じる事を強く望む。





カブトンガー一号　












　ルースとカブトンガー一号の決闘は、ショーの一部として執とり行おこなわれる事となった。これには実験的な演出の試行や、トラブル対応の訓練の意味合いもあるので、意外にすんなりと決まった。もちろん舞台上で決闘を行うのは危険だったので、商店街の格かく闘とうジムの全面協力の下、テーマパーク内に臨時のリングが設営された。要はリングとその花道を使ってヒーローショーをやりながら、ルースの乱入を待つのだ。そしてルースが来ないなら、そのままリングを使って、カブトンガーはゲストの格かく闘とう家か怪かい人じんと戦う。どちらにしろ普段以上の派手なアクションを見せようというのが運営側の考え方だった。またキリハの交こう渉しよう術じゆつの影響も大きく、話はトントン拍びよう子しに進行していた。しかしそれでも、静香には一つだけ気がかりな事があった。

「………果たし状なんか出しちゃって大だい丈じよう夫ぶだったのかしら………」

　静香は控ひかえ室しつでカブトンガーのスーツを身に着けながら溜ため息いきをついた。静香が心配していたのは、ルースに送った手紙―――果たし状の事だった。ただでさえ気持ちが荒あれているルースを、あんな手紙で煽あおってしまったらどうなるのか。静香はそこが不安でならなかった。

「静香、大丈夫かどうか以前に、どうしても必要なプロセスなのだ」

　そんな静香の着き替がえを手伝いながら、キリハは苦く笑しようした。作戦を立てたキリハもリスクは承知している。ルースの気持ちが必要以上に高まってしまえば、気持ちが収まるまでに長い時間が必要になるかもしれないのだ。だがあえてそれをしなくてはならない事情があった。

「どうしてなの？」

「ああする事で、ルースの敵対的な感情をカブトンガー一人に背負わせる事が出来る」

「だからそれがまずいんじゃないかって！」

「逆だ。ルースの敵対的な感情がカブトンガーに集中していない場合、カブトンガーを倒した後も他のカブトムシを探しに行くだろう。それではまずいのだ」

「………なるほど………」

「汝なんじは苦労する事になるだろうが、カブトンガーこそが諸悪の元げん凶きよう、ルースにそのように思わせない事にはこの問題は解決しないのだ」

「はぁ………厄やつ介かいねえ………」

　キリハの説明は単純明快、静香にも理解し易やすく、同意できる内容だった。しかし理解出来るだけに、問題の複雑さもよく分かる。つまるところ分散していたルースの怨念を静香一人で晴らさねばならない訳なので、戦いの困難さは始まる前から想像がつく。だが残念な事に、静香のその想像は一回り大きい形で具現化した。










　ルースが姿を現したのは、果たし状に書き込まれた時間通りだった。我を失っていてもそこは几き帳ちよう面めんなルース。早くも遅くもない、ぴったり真昼の十二時だった。

　ぼしゅぅぅぅぅぅっ

　大量の水蒸気と共に、一段高くなっている入場口にルースの姿が現れる。この日の彼女が身に着けている服は私服だったのだが、それが何な故ぜか露ろ出しゆつ度どの高いトゲトゲしい悪役の服装に変わっている。本来のルースなら恥はずかしくて死にたくなるような代しろ物ものだが、今の彼女は自分の姿に気が回るような精神状態ではない。これはクランがこっそり取り付けた立体映像の投とう影えい装置によるもので、着替えさせる事無く見た目を変えられる便利な道具だった。おかげでルースが手にしている練習用の剣けんも本物のように輝かがやいている。そしてルースはその剣をカブトンガー―――静香に向けて大きな声で叫さけんだ。

「居ましたねぇっ、カブトンガァァァァァッ!!」

　剣の刀身とルースの瞳ひとみがギラリと輝く。ルースは普段の彼女からは想像もつかないほど強い殺気を放っている。また剣を静香に向けた時の動きにはキレがあり、几帳面なルースが十分なウォーミングアップを行ってから来た事は明らかだった。

　―――あああ、どうしようっ、ルースさんまずい感じになってる！

　身体的には達人級で、実戦も経験している静香なので、普ふ通つうはどんな敵にも怯ひるまない。しかしルースは良く知っている友達で、普段とのギャップが余りにも大きい。おかげで静香は思わず怯おびえて立たち尽くしてしまっていた。

『俺は逃にげも隠れもしない！　何故なら俺はカブトンガー一号だからだ！　自由と平和を守る為、お前を倒す！』

　しかし怯える静香とは裏腹に、カブトンガー一号の声は力強く会場全体に響ひびく。アクションは静香担当だが、声は別に用意されているのだ。そしてその声のおかげで静香は我に返り、小さな身体が大きく見えるカブトンガー特有の動きで身構えた。それは弱気になっている静香とは裏腹に、来るなら来い、そういう風にしか見えない美しくも力強いポーズだった。

『かかってこい、今日こそ決着を付けてやる!!』

「ここで逢あったが百年目ぇぇぇぇぇっ!!」

　興奮したルースは剣を構えたまま一気に花道を駆かけ抜けると、リングの手前で大きく跳ちよう躍やく。そのままリングを囲うロープを飛とび越こえて、静香に斬きりかかっていった。

「たあぁあぁあぁぁぁぁっ!!」

『させるかぁぁぁっ!!』

　ガシィィッ

　ルースの一撃を静香は左ひだり腕うでの外側で受ける。そこには樹じゆ脂しで作られた腕わん甲こうが取り付けられていたので大事には至らなかったが、やはり剣を大きく振ふり回まわした上に体重を乗せた一撃は重く、静香は息が詰つまった。

「やはり固い!?」

『今度はこちらの番だぁっ！』

「そのくらいぃっ!!」

　ブンッ

　静香は得意のハイキックを放つが、不幸にしてその一撃は空を切った。息が詰まって動きが一いつ瞬しゆん止まったせいで、攻撃がワンテンポ遅おくれてしまったのだ。ルースは剣を使っていて間合いが広めなので、そのワンテンポの遅れで十分に蹴けりの間合いの外まで逃げ出す事が出来た。

『やるなっ、女の身で！』

「このわたくしを簡単に倒せると思ったら大おお間ま違ちがいですよ、カブトンガー！」

　間合いが離はなれたので、二人は距きよ離りを保ったまま互たがいの隙すきを窺うかがう。その瞬間、会場のボルテージは一気に上がった。

　ウオォォォォォォォッ

「すごーい！　きょうのカブトンガーはいつもとちがうー！」

「わるものもなんかスゴーイ！　コワーイ！」

　観客はいきなり大おお技わざが飛び交かう展開に大興奮。特に子供は敏びん感かんにルースの殺気を感じ取り、激しい戦いを予感して目を輝かせている。その眼まな差ざしは、カブトンガーが勝つのだと信じて疑わない、強い信しん頼らいから生まれ出る期待に満みち溢あふれていた。

　―――じょっ、冗じよう談だんじゃないわこれぇっ、一体どうなってるのよぉっ!?

　だがそのカブトンガー本人―――静香は期待や信頼どころではなかった。静香は格かく闘とう技ぎの高い技術を持つので、今の一瞬の交こう錯さくで理解した。現在のルースの実力は、当初の予想を大きく超こえていると。

　―――お互い武器なしなら間ま違ちがいなく勝てるけど、ルースさんは剣を持ってるし、目的は勝つ事じゃない！　やれるの!?　今のルースさんを相手に!?

　目的は勝つ事ではなく、接戦を繰くり広ひろげた後にルースが満足する形で倒される事だ。それは一瞬の隙を突ついて勝てばいい実戦とは全く違ちがう勝利条件で、実現するには大きな実力差を必要とする。単純な実力なら間違いなく静香の方が上だろう。だがルースが剣を手にしている事で、実力差はかなり縮まっていた。またルースの執しゆう念ねんが身体能力を底上げしているようにも感じられる。静香の勘かんでは、自身とルースにはそれほど大きな差は存在していなかった。

「今日こそっ、今日こそぉぉっ、お前達たちカブトムシに正義の鉄てつ槌ついをっ！」

「………あああっ、もうどうにでもなれぇぇぇぇっ!!」

　だが今の静香には悠ゆう長ちように悩んでいる暇ひまはない。

　剣を振りかざしたルースは、再び目の前に迫せまっていた。










　キリハの原案を元にスタッフが書いた脚本では、カブトンガー役の静香はルースの猛もう攻こうを受けて劣れつ勢せいになり、一いつ旦たん敗北する。そしてそこから復活して大逆転勝利という筋書きになっていた。実際の戦いもその脚本通りに進んでいたのだが、一つだけ予定外の事があった。それは本当に静香が劣勢に立たされているという事だった。

「はぁああぁぁぁぁっ！　たあっ、とぉっ、おりゃああぁぁぁぁっ!!」

　ガンッ、ゴンッ

　ルースには筋書きなど関係ないので、強い感情に駆られて最初から全力で攻撃して来ている。戦士としてペース配分に気を使ったりもしない。ルースに剣の技術は備わったものの、戦い方は素しろ人うとの全力駄だ々だっ子こ攻こう撃げき。一刻も早くカブトンガーを倒す、ルースはその一心で戦い続けていた。

「きゃあきゃあっ、きゃあぁぁぁぁっ!!」

　バチンッ、ビスビスッ

　そしてやはり厄介なのがルースが使っている練習用の剣だった。明らかに攻撃のリーチが二倍以上になり、剣そのものの質量に振り回した勢いがプラスされて攻撃が重い。攻撃のスピードだけは素す手での静香の方が速いものの、一度守勢に回ればリーチと攻撃の重さに阻はばまれて拳こぶしや蹴りを出す暇がない。ルースは最初から猛攻で来たので、静香は防戦一方の戦いを強しいられていた。

『シズカ、手伝おうか？』

「おじさまは黙だまってて！　これは私とルースさんの戦いよ！」

『気持ちは分からんではないが、これは非常事態だろう？』

「今急にギアを変えると危ないのよ！　それに体重も増えるし！」

　静香にはアルゥナイアの力を借りるという奥おくの手てがある。それを使う事が出来れば早々に問題は解決するだろう。だが格かく闘とう家かとしてのプライドや、忙いそがしく戦っている最中に急にパワーアップをすると身体のコントロールが一瞬あやふやになる等、色々と不都合も存在している。また、アルゥナイアの魔ま力りよくを使うと静香の体重のコントロールが緩ゆるむ。女の子としても不都合は存在していた。

『そうは言っても、そろそろ見せ場の一つもないとまずいぞ』

「きゃあきゃあきゃあっ!!　忙しいから、おっ、おじさまちょっと黙ってて!!」

『………お前がそれでいいならいいんだが』

　心の中での会話とはいえ、話をしながら戦うと気が散る。アルゥナイアは邪じや魔まをしないように早々に口をつぐんだ。もし彼かれが静香の身体を操あやつっていたなら、肩を竦すくめたに違いないだろう。

「たああぁぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ビッ

　アルゥナイアが口をつぐんだ直後だから、彼のせいだったのかどうかは微び妙みような所だ。静香はほんの僅わずかに行動が遅れ、ルースの剣に足を払われてしまった。

「しまったっ!?」

　練習用の剣が防具の上から叩たたいたので、静香の足が傷付くような事はない。だがその衝しよう撃げきは大きく、静香の身体が大きく傾かたむいた。

　ダンッ

　静香の身体がリングへ叩き付つけられる。剣の一撃が鋭過ぎたおかげで、静香の感覚ではむしろこちらの衝撃の方が大きく感じられていた。

「貰ったぁぁっ!!」

「いたたぁ………はっ!?」

　そこへルースが獲え物ものを襲う猛もう獣じゆうのような勢いで飛び掛かってくる。静香が尻しり餅もちをついているこの千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに、止とどめを刺さそうというのだ。

「はあぁぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　ルースは剣を上段に構え、落下に合わせて全力で振り下おろしてくる。その姿にはこの一撃で必ず仕留めてみせるという明快な意志が溢れていた。

「まずいっ、これを喰くらう訳には―――」

　慌あわてて身体を回転させ、静香はその一撃から逃のがれようとする。

　ビッ

　幸いルースの一撃はヘルメットに掠かすっただけで終わった。だが掠っただけなのに相当な衝撃があった。そしてその衝撃が、静香にある事を気付かせた。

「ルースさん殺す気だぁぁっ!!　殺す気でやってるぅぅぅぅぅぅっ!!」

『………単に経験不足で加減が分からないだけかもしれないぞ』

「どっちだって私には同じよぉぉぉぉぉっ!!」

　今のルースはヤバい。気を抜けば本当にマズい事になる。

　静香の背中に冷たいものが走る。何とかしてルースを倒さなければ、子供達の夢だけでなく、静香の身体まで打うち砕かれてしまいかねない―――今はそんな状況だった。










　普段のルースからは想像もつかない激しい戦いぶりを、一〇六号室の関係者は観客席から見守っていた。事情を知らない観客達の盛り上がりとは裏腹に、誰だれもが落ち着かない様子で祈るようにしていた。

「そこだっ、頑がん張ばれ静香っ、大和やまと撫なで子しこ魂だましいっ!!」

「ああぁっ、ルースさんっ、先っぽは駄だ目めですぅ、先っぽはぁっ!!」

「まずいな………ルースの勢いが予想以上なので、負けたフリが出来なくなった。下手に倒れると止めを刺されかねない」

「………もはや解決は望めぬか。せめて無事に終わればよいが………」

　ルースが殺す気でやっているのか、加減が分からないだけなのかはハッキリとしないものの、静香が下手に倒れれば止めを刺しに来るのは明らかだった。だから静香の目標は既すでにルースを傷付けずに勝つという方向に切きり替わっていた。しかし今のルースを無事に倒すのは難しい。ショーの体てい裁さいを守りつつ、しかも武器なしで成し遂とげるのは、極きわめて困難だと言わざるを得ない。それが分かるから、少女達は心配をせずにはいられなかった。
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「カブトンガーだいじょうぶかなぁ………」

「あのおんなのわるもの、つよすぎじゃない？」

「がんばれー、カブトンガー！」

「まけないでー!!」

　そしてカブトンガー―――静香の劣勢は子供達も敏感に感じ取っていた。子供達にもはっきりと分かる程、追い込まれていたのだ。だから子供達は懸けん命めいになってカブトンガーを応おう援えんする。自分達のヒーローが負けるなど、あってはならない事。子供達は祈るような思いでカブトンガーの勝利を願っていた。

「………大家さんにはハンデがあるとはいえ、よくぞここまで………」

　そんな空気の会場の中で、ただ一人、全く違う反応を示している者がいた。それは騒そう動どうの元凶であり、しかもルースに剣を教えた孝太郎だった。この戦いを見守る者達の中で、ただ一人孝太郎だけは懐かしそうにリングを見つめており、しかもその瞳にはうっすらと涙なみだが滲にじんでいた。

「………フレアさんだ………あれは完全に、フレアさんの動きだ………」

　ルースがカブトンガー―――静香を追い込んでいく動きは、孝太郎が教え込んだもの。それは二千年前のフォルトーゼで見た、当時のパルドムシーハの正騎き士しフレアラーンの動きを参考にしている。そしてルースは生来の勤勉さと、打だ倒とうカブトンガーの執念により、その動きをマスターした。今の彼かの女じよはフレアそのものの動きで静香と戦っている。もちろん技量自体はまだまだ開きがあるが、立ち方や剣の動かし方の一つ一つが、孝太郎が遠い過去に置き去りにしてきた想おもい出でを呼び覚ます。見ていると涙ぐんでしまうほどに。だから今のルースが勝ってしまうとまずいという事を重々承知していながら、孝太郎は思わず叫んでしまった。

「そこだぁっ、ルースさーんっ!!　コンビネーショーンッ!!」

　孝太郎が今日までずっとルースに練習をさせてきた、三段のコンビネーション。まず下段を攻こう撃げきして静香にガードをさせ、ガードが下がったところに一度フェイントを入れ、最後に本命の一いち撃げきを叩き込む。それはフレアラーンの得とく意い技わざだった。

　―――今なら押し切れる！　このタイミングならぁっ!!

　ルースがコンビネーションを仕し掛かけようとしたのと、孝太郎が声を上げたのは、ほぼ同時だった。二人とも静香の動きから同時にそう判断したのだ。それが同時であった事からも、ルースの特訓は実を結んだと考えていいだろう。

「………おやかたさま？」

　しかしそこで誰もが予想しなかった事が起こった。ルースの視線が静香から外れ、動きが止まったのだ。それはほんの一瞬の出来事。すぐにルースは攻撃を再開したのだが、その一瞬の遅ち延えんは静香にとって千載一遇のチャンスだった。

「こぉこだあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ほんの一瞬の動きの空白。直後に動き出したが、その一瞬のおかげでルースの剣よりも先に静香の拳がルースに届いた。

『フルボルテージ・カブトンガー・パーンチッ!!』

「きゃうぅっ!?」

　技ぎ巧こう派はのカブトンガー一号は、鍛きたえ抜かれたその拳を必ひつ殺さつ技わざとする。特訓によりあらゆる技を身に着けたカブトンガーが、それでなお敢あえて選んだ真っ向勝負の突き。その一撃は天地を貫つらぬき、悪を滅ほろぼす正義の雷いかずち。一度破られはしたものの、最終話でスカラベキングに止めを刺したのはやはりこの技だった。

『砕くだけ散ちれ、邪じや悪あくなる者よ！』

　どーん

　静香の拳がルースの鳩みぞ尾おちに叩き込まれたのと同時に水蒸気がリングに立ち込め、照明とレーザー光がそれを美しく彩いろどる。また大型のスピーカーからは、カブトンガーの勝利を確信した観客達の大だい歓かん声せいを掻かき消けさんばかりの、重じゆう厚こうな爆ばく発はつ音おんが飛び出した。










　もしあの時に孝太郎が声をかけなければ、あるいはルースが勝利していたのかもしれない―――静香はそんな風に思っている。あの一言はキス以外では唯ゆい一いつ、ルースの願望を満たせる言葉だったと思うからだ。

　ルースがカブトムシの殲せん滅めつを決めたのは、孝太郎にとってカブトムシよりも自分が特別だと証明する為ためだ。だからあの瞬間、ルースは戦う理由を失った。決戦の最終局面において、孝太郎はカブトンガーよりもルースの勝利を望んだ。しかも毎日鍛え続けた技を使って。流石さすがの孝太郎も、カブトンガーにはそこまでの事は望まない。それはルースとの関係が深いものであるからこそ、溢れ出た言葉だった。

　あの一瞬でルースがそこまでの事を考えていたのかは分からない。だが動きを止めた以上は、なにがしかの影えい響きようはあった筈はずだ。だから静香は気絶したルースの身体の事は心配していたものの、心の方はあまり心配していなかった。そしてその事は、ルースが目を覚ました時に証明された。

「………あら？」

「おはよう、ルースさん。ようやく目を覚ましたのね」

「はい、シズカ様」

　病院のベッドで目を覚ましたルースは、何度も瞬まばたきをしながら辺りを不思議そうに見回していた。その様子からは数時間前までの鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きは感じられない。ルースの様子はいつものそれに戻もどっていた。

「ところでシズカ様、ここは何ど処こなのですか？」

「病院よ。ルースさんはちょっとした事故があって、病院に担かつぎ込まれたの」

「そうだったのですか。言われてみれば身体の節々が痛むような………」

「しばらくじっとしていた方がいいと思うわ」

「はい。ところで事故というのは？」

「覚えてないの？」

「はい。なんだかここしばらくの記き憶おくが曖昧で………」

　ルースが軽く首を傾かしげながら自分の記憶を辿たどっていくと、しばらく前から―――厳密にはゆりかの失言の辺りから―――あやふやなものになっていた。激しく昂たかぶった感情に駆られて行動していた期間なので酒に泥でい酔すいした時と同じようになっているのだが、その辺りの事はルース本人には知る由もない事だった。

「ふぅん。ええと………それはね、みんなでテーマパークに―――」

　不思議そうにしているルースに、静香は事情を説明していった。ただし伝えるのは大まかな事実だけに絞しぼり、細部には触ふれない。みんなでテーマパークに行き、ショーに参加。その時にルースが予期せぬアクシデントに巻き込まれて気を失ったのだ、と。

「―――という訳なの」

「そうだったのですか………」

「気分が悪かったり、頭が痛かったりしない？」

「それは大丈夫です。むしろ妙みようにすっきりしているというか………どうしてなんでしょうね？」

「ルースさん………」

　ルースは自身の言葉通り、清すが々すがしい表情で微ほほ笑えんでいた。本人には理由が分からなかったものの、見つめる静香にはその理由が薄うっすらと分かった。ルースは恐おそらく、コンプレックスから解放されたのだろう。

「………よかったぁ………」

　ルースの身体の無事と心の平へい穏おん、双そう方ほうを確認した静香は胸の奥から大きく安あん堵どの息を吐はき出だした。理由はどうあれルースを殴なぐって気絶させた訳なので、静香は大きな責任を感じていたのだ。これにより静香の方も重圧から解き放たれ、清々しい笑え顔がおを浮かべた。

「御ご迷めい惑わくと、御ご心しん配ぱいをおかけして大変申し訳ありませんでした」

　ルースは申し訳なさそうに眉まゆを寄せ、軽く頭を下げた。賢かしこい彼女は、自分のせいで多くの人間に迷めい惑わくをかけたらしい事をおぼろげながらに理解していたのだ。そして今も静香はルースの事を案じてくれている。気配りのできる彼女だから、この状じよう況きようはとても心苦しいものだった。

「いいのよそんな事。ルースさんのせいじゃないし」

「そう言って頂けると助かります」

「どちらかと言うと里見君のせいなのよ」

「おやかたさまの？」

　ルースは目を丸くする。

「そっ。子供っぽくショーに参加したいなんて言うから」

　確かにルースが暴れたのは事実だが、実際のところは孝太郎が根本的な原因であり、それをゆりかの失言が騒動に発展させただけだ。加えてキスすれば騒動は簡単に解決するというのに、孝太郎は体てい裁さいにこだわって何もしなかった。非難されるべきは孝太郎、それが女の子の論理。そして静香は女の子だった。

「………わたくしはおやかたさまが望まれる事でしたら、どんな事であっても、それがわたくしの望みです」

「ルースさん、そんなに献けん身しん的てきだと悪い男に騙だまされるわよ？」

「シズカ様、おやかたさまは悪い男ですか？」

「ん………問題なさそうね？」

「はい」

　しかしルースにとって孝太郎は絶対だ。どんな願いでも叶かなえるし、死ねと言われれば死ぬだろう。だからこそ、カブトムシ以下が我が慢まんならなかった。表し方が違うが、ルースもまた別の意味で女の子なのだった。

「でもルースさん、里見君がちょっとだけ悪い男であってくれた方が、みんなで幸せになれそうな気がしない？」

「そうですね………うふふふっ」

「あはははっ」

　幸いな事に、ルースは記憶が曖昧になっている事以外はすっかり元通りだった。内在したコンプレックスも解消したようで、その笑顔はとても明るい。そんなルースの笑顔に笑い返しながら、静香は改めて安堵する。

　―――よかった、ルースさんが無事で。気持ちも晴れたようだし………。でも結局、しばらくカブトンガーは休業ね………ふふふふっ………。

　そして我らのヒーローカブトンガーは、無事に勝利を迎むかえたにもかかわらず、しばらくの間活動を休止する事となった。実はスーツの破損が思ったよりも大きかったのだ。修復にはしばらく時間を要するという事だった。だが復活はそう遠くはないだろう。何故なら仲間達と子供達が、彼の復活を心待ちにしているのだから。







Episode Harumi

マフラーの長さに思う事







　孝こう太た郎ろうが遺い跡せきから連れ帰った少女は、四月六日の午前零れい時じをもって全能神から人間へ変わる予定となっている。またそれに付ふ随ずいして孝太郎達たちの記憶も一部が修正され、何かのトラブルが起こって必要になるまで、彼女が全能神であった記憶は消きえ失うせる。これについては彼女自身も同様で、記憶と能力の殆ほとんどを失い、代わりに新たな記憶と身分を得て、彼女は平へい凡ぼんな人間の少女になる。それが彼女と少女達と孝太郎の望みだった。だから夕食のすき焼きを食べている時点では、彼女はまだ全知全能の力を有していた。

「虹にじっ子、どっちが美お味いしかった？」

「どちらも初めての体験で味の甲こう乙おつは付け難がたいのですが、孝太郎にくっついているとなんだか幸せな気持ちになれるので、全体としてはくっついて食べる方が良いです」

「でしょ!?　でも嫌きらいな食べ物の時は逃げるんだよ！　あたしがくっついてると率そつ先せんして食べようとするから！」

「嫌いな食べ物………例えば？」

「ピーマンとか、今日のすき焼きだったらネギとか」

「ピーマンとネギの時は孝太郎から逃げる………ふむふむ」

「こら早さ苗なえ、何も知らない子に好き嫌いから教えるんじゃない！」

「だってさー、虹っ子にピーマン嫌いになって貰もらえたら、この世から消してくれるかもしれないじゃない？」

「馬ば鹿か野や郎ろう、そんな事で世界を作つくり替かえられてたまるか！」

　ぺちっ

「えへへへ～～～。―――という風に、こうやってたまに余計な冗談を言うと、孝太郎とすきんしっぷが発生します」

「………ピーマンは消さなくていいんですか？」

「うん。孝太郎が追っかけて来てくれなくなるから。なんて言ったっけ………そうそう、ひつよーあく」

「ふむふむ………ピーマンはひつよーあく………」

「早苗、それを教えるのはもっと悪いぞ！　この子に色々と教えるのは明日以降にしろ、明日以降に！」

「え～～～」

「え～～～、じゃないのっ！」

　全知全能の力を持つ少女をいたく気に入った早苗は、先ほどからしきりに人間の心得を教えている。だが早苗が考えた心得なので内容には大きな偏かたよりがあり、孝太郎は世の中に余計な変化を起こしてしまわないか気が気でなかった。

「心配する必要はありませんよ、里さと見み君」

　右往左往している孝太郎に晴はる海みが笑いかける。晴海は孝太郎とは違い、いつも通りの顔で笑っていた。

「その方が安易に世界を変えるような方なら、里見君を五十六億七千万回も待ったりしませんよ」

「人のように過ごすのが初めてなだけで、とても思し慮りよ深ぶかい方だ。そのあたりは安心して見ていて良い」

　キリハが晴海と同じように笑いながら補足する。キリハも晴海と同じ意見だった。それを聞いた孝太郎は、なるほどそうかと思った。

　―――考えてみれば、この子はここにいる九人の集まりなんだもんな。多少の事で、そうそう偏ったりはしないだろうし………むしろ待ってばかりで損を………。

　彼女を構成しているのが早苗やゆりかだけなら問題だったかもしれないが、真ま面じ目めな晴海やキリハ、真ま希きもその一部である以上、そうそうおかしな事は起こるまい―――孝太郎はそう結論すると早苗を好きにさせる事に決めた。またそうした方が、待ってばかりの彼女には良いかもしれないとも思うのだ。だが、それで終わりではない。今の孝太郎にはそれだけでは足りないという事が良く分かっていた。

「そういう事ならこうだ！」

「きゃっ!?」

　孝太郎は少女の手を取ると、すき焼きを食べ始める。食べているのはもちろんネギ。孝太郎の感覚を伝え、ネギが別段不ま味ずくない事を教える為だった。

「あれ？　ネギって不味くないですね？」

　少女は目を丸くして瞬まばたきを繰り返かえす。彼女は孝太郎の心を無む理り矢や理りに読む事は出来ないのだが、伝えたいと思っている事まで読めない訳ではない。孝太郎はネギが嫌いではないので、伝わってくる感覚は早苗の話とは違っていた。

「しまった、食くわず嫌いにする前に、孝太郎に先手を打たれた!?」

「フハハハハ、愚おろかなり早苗！　良いものとして先に教えてしまえば良いのだ！」

　ぱくっ

「………美味しい………」

　少女は自分でもネギを食べてみる。孝太郎の感覚経由の味とは微妙に違っているが、決して嫌いな味ではなかった。

「他の野菜や豆とう腐ふもどんどん食べろ。人間は色々食べないといけないんだ」

「はいっ」

　孝太郎に促うながされ、少女は他の具材にも手を伸のばす。全すべてが初体験なので、観察が挟はさまる分だけ食べるスピードは遅おそい。しかし少女は終始楽しそうにしていた。孝太郎はその様子を見守っている。少女同様に楽しそうだった。

「………今の里見君は何だか機き嫌げんが良いですね。やっぱりここ数日の出来事の反動でしょうか？」

　ずっと孝太郎の様子を見ていた真希が、近くにいた晴海に話しかける。孝太郎達の邪魔をしてしまわないように、この時の真希の声は小さく抑おさえられていた。

「そうですね、それが大きいんじゃないでしょうか」

　晴海は頷うなずくと真希に笑いかけた。ここ数日、六畳間の少女達が次々と姿を消し、解決法も分からず、孝太郎は非常に厄介な状況に追い込まれていた。それがついさきほど無事に解決したので、今は呑のん気きにすき焼きを食べていられる。機嫌が良くなって当然だろう、晴海も真希同様にそう考えていた。

「やっぱりそうですよね」

「それと付け加えるなら………お母さんが元気でやっている世界もあるって分かった事も大きいんじゃないでしょうか」

　晴海は更さらに踏ふみ込み、孝太郎の母親の事も機嫌に影響していると思っていた。遺跡で少女が言っていたのだ。世界は無限に存在しているので、そこには孝太郎の母親が元気でやっている世界も数多く存在していると。それが少なからず孝太郎の慰なぐさめになっているのではないか、晴海はそう考えていたのだ。

「母さんの話は勘かん弁べんして下さいよ、桜さくら庭ば先せん輩ぱい。同世代の人間に母さんの話をするのは、年とし頃ごろの男の子としては色々と問題があったりなかったり」

　晴海達の話に気付き、孝太郎は苦く笑しようする。確かに晴海の言う通りではあった。先日、別の世界の柏かしわ木ぎ汐しお里りと出会った事によって、孝太郎には別の世界で生きる人々の存在に実感がある。だから母親が無事な世界もあると知った時、孝太郎は少しだけ救われたような気がしたのだ。だが多くの経験を積んでも、孝太郎はまだ十代の少年である。みんなが見ている前で、母親の肯こう定てい的てきな話をするのは気き恥はずかしかった。それに孝太郎はあえて口にしなかったが、真希の事もある。真希は家族に売られた経験があるので、この手の話は真希の前では避さけたかったのだ。

「でも、気になりませんか？　お母さんがどうしているかって。会ってみたいとか、思いませんか？」

　その真希が孝太郎にそう尋たずねる。この時の真希の瞳はとても優やさしかった。彼女は心を操る藍あい色いろの魔ま法ほう使つかい。魔法を使わずとも、孝太郎が自分を気にかけてくれている事には気付いている。それが彼女に感じさせてくれる。今の真希には、家族以上に大切な人が沢たく山さんいるのだと。だから彼女は平然と家族の話が出来るのだった。

「………気になるは気になるけど………」

　真希に言われては白旗を揚あげるしかない。孝太郎は照てれ臭くさそうに頭を掻きながら、渋しぶ々しぶ自らの思いを明かした。

「………それでも俺おれは………彼女がどんな願いでも叶えるって言った時に、母さんの事じゃなくて、別の事を望んだ。この上、母さんの事まで望むのは、望み過ぎだろう」

　孝太郎は―――照れくさくて今は明言を避けたが―――失われた母親ではなく、失われた九人の少女達を望んだ。それが今の孝太郎にとって一番大切な事だったから。だから孝太郎は、これ以上は望み過ぎだと思うのだ。また自分達で決めた強い力を使う時の、目の前の事件の解決にだけ使う、というルールを破る事にもなる。

「おやかたさま、直接会ったり歴史を変えたり………世界に介かい入にゆうしてしまうのはともかくとして、覗のぞいてみるぐらいなら宜よろしいのではありませんか？」

　ルースも基本的には孝太郎の考えに賛成だった。だが、元気にやっている姿をモニター越ごしに見るぐらいなら、別に良いのではないか―――ルースはそう考えていたのだ。

「覗いてみますか？」

　遺跡の少女はすき焼きを食べる手を休め、じっと孝太郎を見つめる。彼女の力をもってすれば、別の世界を覗き見みる事ぐらい造作もない事だった。

「いや、それは………」

　孝太郎も、母親の事が気にならないと言えば嘘うそになる。だがそれでも生来の真面目な性格がブレーキをかけた。公平ではない、そんな思いが心に引っかかっていた。

「覗くぐらい良いと思うけどなぁ。里見君は真面目過ぎるのよ」

　静しず香かが苦笑いした。静香は真面目だし早くに両親を亡なくしているので、覗きたい気持ちと、自分だけ覗いてはいけないという気持ちの両方がよく理解できる。だがそれでも覗くくらい良いじゃないかと思っている。彼女は孝太郎ほど頭が固くないのだ。

「ちなみに私は、あの遺跡であなたと五十六億七千万回会ってしまっていますから、一度覗くぐらいは誤差の範はん囲いではないかと考えています」

「ホラ、虹っ子もこう言ってる事だし、軽い気持ちでドーンとやってみなさいって」

「しかしなあ………」

「覗いて納なつ得とくする事で、里見君が今の人生にしっかりと向き合うようになったら、きっと私達はより幸せになれる筈です」

「桜庭先輩………」

　ずっともやもやと気にしているよりは、思い切ってやってしまって、今後の変化のきっかけにしてしまえ―――そんな晴海の考えは孝太郎の迷いを弱めてくれた。孝太郎とて望んでいない訳ではなかったから。

「いや、それでも………だがしかし………」

「良い事を教えよう、里見孝太郎。今なら並行世界を覗いても、その記憶は消える」

「えっ？」

「忘れたのか？　彼女は今夜人間になる。その時に我らから彼女の能力に関する記憶も消されるだろう。そうなれば今、仮に並行世界を見たとしても、明日の汝なんじは覚えていないだろう。文字通り、夢でも見ていたかのようにな」

「………」

　そしてとどめはキリハだった。仮に自分で決めたルールに違い反はんしたとしても、それは数時間後に正しい状態に戻される。だとしたら意地を張る必要はないのではないか。それはキリハらしい、とても甘かん美びな誘ゆう惑わくだった。

　―――母さんが生きている並行世界を見て、それから何時間かみんなと馬ば鹿かやって、明日には元に戻るなら………それでもいいのかな？

「………よし、頼たのめるか？」

　晴海の説得とキリハの誘惑を受けてから、しばらくああでもないこうでもないと考え込んだ後、孝太郎は遂ついに折れた。その葛かつ藤とうを少女達は真面目過ぎるなあと笑いながら見守っていた。しかしそこが孝太郎の魅み力りよくでもある。絶対に自分達を裏切らないと信じられるのは、孝太郎にこういう部分があればこそなのだ。

「はい。お食事が済んだらすぐにでも」

　遺跡の少女は大きく頷いて請うけ負おった。願っていた通りの展開になったので、彼女は満足そうに微笑んでいる。この辺りの考え方は、やはり九人の少女達と同じだった。










　別の並行世界を覗く―――体験するにあたり、孝太郎の夢を利用する事になった。完全に感覚や記憶を共有すると混乱やトラブルの元なので、夢を緩かん衝しよう材ざい代わりに使う事にしたのだ。言いい換かえると、別の世界の夢を見る、という事になるだろう。

「じゃあ、要は寝ねろって事か」

「はい」

　孝太郎はちゃぶ台を片付けた六畳間に横になっていた。その傍そばには遺跡の少女が座すわっている。残りの九人は、その様子を興きよう味み津しん々しんといった様子で見つめていた。

「みんなにじっと見られてると寝ね難にくいんだが」

「そこはお手伝いします」

　困り顔の孝太郎の額に、軽く微笑んだ少女の手が置かれる。彼女に触れた事は何度もない筈だが、孝太郎には不思議とよく知っている体温のように感じられた。それは九人の体温を知っているからだろう―――孝太郎がその結論に至るか至らないかのタイミングで、孝太郎は眠ねむりに落ちて行った。

「おーいコータロー、寝たのかー？」

「寝ているようですわね。というか、大きな声を出すとベルトリオンが起き―――たりする人ではありませんでしたわね。でも夢の邪魔にはなるかもしれませんわ」

「それもそうか、済まぬ」

「でもでもぉ、真希ちゃぁん、なんだか里見さん、しかめっ面つらしてますよぉ？」

「似て非なる世界だから、多少の戸と惑まどいもあるんだと思うわ。でも、だんだん慣れてくるんじゃないかしら」

「そうみたい。孝太郎の霊れい波はがだんだん安定して来てる」

　孝太郎は遺跡の少女に導かれ、並行世界と同調した夢の中へ入った。当初は少なからず戸惑ったようで、その寝ね顔がおには見て分かる変化があった。しかし数分が経過した頃ころには、孝太郎はいつもの寝顔と寝ね息いきで眠り始めた。

「キリハ様、おやかたさまに限らず、人間はこんなに早く別の世界に慣れるものなのでしょうか？」

「夢の世界で一時間過ごしても、現実では数分しか経っていないという事もあるようだ。孝太郎の主観では、慣れるまで一時間以上かかっているのかもしれないな」

「ほらみんな、里見君がちょっと楽しそうな寝顔になって来ましたよ」

『おー』

　晴海の一言で全員が孝太郎の顔を覗き込む。晴海が言う通り、孝太郎の寝顔は普ふ段だんのそれよりも幾いくらか口元が綻ほころんでいるように見える。良い夢を見ている証しよう拠こだろう。

「よかったよかった―――って、キリハ、あんた何難しい顔してんの？」

　孝太郎の夢が平和に進行しているらしいと分かり、少女達たちは明るい表情を見せていた。だがその中で一人、キリハだけが何な故ぜか難しい顔をしていた。

「ちょっと、並行世界について考え事をな」

「危ない話？」

「そうではない。ただ、我にも見てみたい並行世界があってな」

　キリハが難しい顔をしていたのはトラブルなどではなく、ただ自分が見てみたい並行世界の事を考えていたからだった。それは彼女にとって、とても大事な事だったから。

「どーゆー世界？」

「………我と孝太郎が結ばれる世界だ」

　ざわっ

　孝太郎と結ばれる世界―――キリハがそれを口にした瞬しゆん間かん、六畳間に大きな動どう揺ようが走った。そして沈ちん黙もく。この言葉の意味は重い。少女達の誰もが、一度は心の中で思おもい描えがいてみた事。いずれはと思っている事。それを今、見てみたい。無言の六畳間で次にキリハが何を言うのか、八人の少女達の視線は彼女に集まっていた。

「この世界もそうであると言えなくもないが、孝太郎はようやく我らを受け入れる覚かく悟ごを決めたところだ。この世界では、今少し時間がかかるだろう。また、今夜の記憶の消去に絡からんで多少後退する可能性も考えられる。だとしたら今のうちに、それが実現している世界を覗いてみたいと思ったのだ。それをしても今日の深夜に記憶は消える。今後に影響を残す心配はないだろうからな」

　キリハが真意を明かした瞬間、六畳間は沸ふつ騰とうした。そして全員がキリハに駆かけ寄より、口々に訴うつたえ始めた。

「それじゃっ!!　わらわも未来の先取りをしてみたいっ!!」

「キリハ、あんたやっぱり天才だわっ!!」

「賛成ですぅ！　私もぉ、いずれこうなるっていう希望が欲ほしいですぅ！」

「えー、わたくしとしては消極的に賛成という事にさせて頂きますわ。あくまでも消極的に、ですわよ？」

「里見君と私のラブラブ生活かぁ………上の二〇六号室から、一〇六号室に引ひっ越こしてきてるのかなぁ………うふふふ、大家と恋こい人びと、両立してるかなぁ………」

「悪の手先だった私にも、人並みの幸せがあるのか………知りたいな………」

「げ、現実では………まだですが………おやかたさまがわたくしに、あ、愛………きゃああああああぁぁぁっ、そんなっ、そんな事がぁっ!?」

「わ、私………ちゃんと里見君の彼女役やれてるかな………あぁ、あうぅぅ………」

　全員が目をキラキラと輝かがやかせ、諸もろ手てを挙げて賛成した。こうして六畳間の少女達は、自分達が孝太郎と結ばれる世界を―――孝太郎が寝ている間にこっそりと―――一足先に覗いてみる事にしたのだった。




　晴海は至し極ごく真ま面じ目めな性格をしているので、自分が孝太郎と恋人になっている世界を覗くのは全知全能の力の濫らん用ようなのではないかと思わなくもなかった。それは孝太郎のように失われた家族との現在を覗き見するのとは、性質を異にしていると思うからだ。その彼女がそれでも覗いてみたいと思ったのは、自分は孝太郎の恋人としてやっていけるのか、という不安が原因だった。晴海はこの世界においてもいずれは孝太郎とそういう関係になるだろうと思っているし、それを望んでいる。だが実際そうなった時に、自分はそれらしく振ふる舞まえるのか、晴海はそこを心配していた。果たして自分は恋人らしく出来るのか、そしてより踏み込んで孝太郎の心を癒いやす手伝いができるのか―――これは晴海に限らず、また程度の差はあるものの、多くの少女達に共通している不安だった。逆に少しも心配していないのは楽天家の早苗と、この問題の存在を忘れているゆりかぐらいのものだろう。それだけに全員本気。最初に誰がやるのかを決める議論は難航していた。

『じゃ～～～んけ～～～んぽ～～～いっ!!　あ～～～いこ～～～でしょぉぉっ!!』

　だが事が事だけに議論は平行線を辿り、最後は潔いさぎよく公平にじゃんけんで決めようという結論に落ち着いた。

『あ～～～いこ～～～でしょっ!!　あ～～～いこ～～～でしょっ!!』

　それからじゃんけんは、実に二十二回に及およぶ壮そう絶ぜつなあいこの末に、一人がパー、残る八人がグーという形で決着した。

「ハルミじゃ！　ハルミが勝ちよった！」

「わ、私っ、勝ったんですかっ!?」

「はい、桜庭さんの勝ちです」

「私が………」

　晴海は自分の勝ちを願っていたものの、実際に勝つ事までは期待していなかった。晴海は身体が弱かった事もあって、昔から受け身でいる事が多かった。そのため自然と自分は後回しになるだろうなと考えていたのだ。だからティアと真希に勝ったと言われても、思わず自分の手と他の者達の手を見比べるという事を繰くり返していた。

「良かったですわね、ハルミ。貴女あなたが一番なら文句は有りませんわ」

「とゆーか、一番誰だれからも文句が出なさそうな人が勝ったよね」

「私も桜庭先輩なら文句ないですぅ」

　クランと早苗、ゆりかは笑顔で晴海の勝利を祝福する。これは他の者達も同じで、自身が勝てなかった事を悔くやしがりこそすれ、晴海の勝利には文句は言わなかった。そうなったのはやはり晴海の人徳だろう。年長で心こころ優やさしく、思慮深い。早苗の言葉ではないが、晴海なら誰もが納得だった。

「ではハルミ、こちらで横になって下さい」

　これまで少女達の様子を黙だまって見守っていた遺跡の少女が晴海を呼ぶ。彼女は晴海に孝太郎の隣となりで横になるように求めていた。

「はっ、はいっ」

　晴海はこの頃ころになってようやく自分が勝ったのだという事を実感していた。だからこそ晴海は眠り続ける孝太郎から目が離はなせなかった。

　―――私はこれから、この人と恋人になる世界へ………行くんだ………。

　晴海自身が並行世界へ行く訳ではないし、彼女の感情が並行世界に影響を与あたえたりする事もない。遺跡の少女の力で、そういう世界の夢を見るというだけの話だ。しかし今の時点では孝太郎と恋人になる自分というものが上う手まく想像できず、奇き妙みように昂った感情が胸の中で空回りをしていた。不安が半分、期待が半分。どうか自分にも出来る方法で孝太郎と結ばれて欲しい、晴海はそれを強く願いながら孝太郎の隣に身を横たえた。

「それでは始めますよ」

　遺跡の少女は孝太郎にしたのと同じように、晴海の額に手を置いた。そして同じように微笑んでいる。彼かの女じよは九人の少女達の隠かくされた一面。だから彼女も別の世界を覗いて未来を先取りする事には反対しなかった。

　―――こうして別の世界を覗いても、結局………。

　問題ないと考えている理由は基本的に九人の少女達と同じだが、彼女の場合は更にもう一歩踏み込んだ考えがあった。だから彼女は本当に、一時間ほど友達と別行動する時のような気楽な口調と微笑みを晴海に向けていた。対する晴海は、そんな彼女に真しん剣けんな眼まな差ざしと言葉で応こたえた。

「はいっ！　お願いします！」

　やはり晴海にとっては一大事。自分はどうすれば孝太郎の恋人に相応ふさわしい女の子になれるのか、そのノウハウを吸収してこようと強い決意で臨のぞんでいた。

「ハルミ様、良い夢を」

「ありがとう、ルースさん」

「桜庭先輩、後で詳くわしい話を聞かせて下さいね？」

「笠かさ置ぎさんにお話し出来るような内容なら良いんですけれど………」

　その晴海を残る八人の少女達が期待に満ち満ちた視線で見つめている。まず、晴海がやって様子を見る。その結果次し第だいで、残る八人がどうするのかを決めるという手て筈はずになっていたのだ。だから自然と、晴海に向ける視線は熱くなる。だが晴海がその視線を感じていたのはほんの十数秒間の事だった。少女が額に手を置いてから幾らもしないうちに、晴海は夢の世界へと旅立っていった。







　並行世界を覗き見るとはいえ、夢を見るプロセスは普段のそれと変わらない。眠っていると唐とう突とつに夢が始まるのだ。普段と違ちがっていたのは、それが脈みやく絡らくのないシーンの連続ではないという事、そして晴海自身が明めい晰せきな意識を保っているという事だった。

　―――ここは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの校門のあたり………でも、今じゃない………。

　晴海はすぐに、そこが少し前の吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうである事に気が付いた。今の吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうは拡張工事の真っ最中で、そこかしこで作業用の足場が組まれている。それが一つも見当たらなかったので、晴海はそこが少し前の吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうだと気付いたのだった。

　―――私は何処にいるんだろう？　それと、そのぉ………さとみくん、は………？

　晴海の意識が本来の目的に向いた、その時だった。

「や、やめて下さいっ、放してっ！」

　不意にそんな声が晴海の耳に飛び込んできた。切せつ羽ぱ詰つまった、助けを求める女性の声。それだけでも一大事だったのだが、晴海はこの時それ以上に驚おどろいていた。問題はその声の主だった。

「良いじゃない。君は部員が欲しい。僕ぼくは君と付き合いたい。どっちにとっても損はないと思うけど？」

「この研究会はそんな事をする為ためのものではないんです！」

　晴海は慌あわてて声の方へ振ふり返る。するとそこには誰とも分からない男子生徒と、その男子生徒に手を捕つかまれている一人の女子生徒の姿があった。

　―――あれは、二年前の私!?

　晴海は目の前の状況に覚えがあった。それは晴海が編み物研究会の会長として、入試の合格発表の日に部活動の勧かん誘ゆう合戦に参加した時の事。新入部員を上手く勧誘する事が出来ないでいると、晴海の外見だけを見て寄ってきた男子生徒に絡まれたのだ。そしてその事を強く認にん識しきした瞬間、晴海の視点は絡まれている方の晴海と一体化した。これにより二年前の晴海の感情が、現在の晴海に伝わってくるようになった。

　―――そうだったそうだった、私は訳も分からず必死で………。

　二年前の晴海は、思いがけない事になった驚きと恐きよう怖ふで胸がいっぱいになり、この状況から逃にげ出そうと必死だった。

「部員、足りないんだろう？　堅かたい事言ってないで現実を見ろよ」

「やぁっ、放してくださいっ！」

　続いて二年前の晴海の五感も伝わってくるようになる。身体を退き、腕うでを動かして、男子生徒の手から逃のがれようともがいていた。それは晴海の記き憶おく通り。気持ちは良く分かる。我わが事なのだから当然だろう。そしてだからこそ、その状況を追体験している現在の晴海は落ち着いていた。彼女には分かっているのだ。この後すぐに、晴海の騎き士し様が助けに来てくれるのだと。

「いたっ!?」

　―――いたっ!?

　晴海の右手首に鋭するどい痛みが走る。男子生徒に右手を掴つかまれている状態でもがいた為に、手首を痛めてしまったのだ。それは現在の晴海にとって思いがけない出来事だった。だから二人の晴海は同時に悲鳴を上げていた。

　―――あ、あれっ？　私、あの時手首に怪け我がなんてしたっけ??

　そして戸惑った。全く記憶にない出来事。現在の晴海には男子生徒に手を掴まれた時に怪我をした覚えはない。晴海は恐怖と驚きが強くて、この時の事はあまりよく覚えていないのだが、それでも後になって手首が痛かったという記憶はない。確かに、怪我はしていない筈はずだった。

「いらっしゃぁ～い。あらぁ、お兄さんいい男ねえ～」

　しかし記憶との違いは手首に怪我をしたという事だけだった。

　―――里見君!!　やっぱり来てくれた!!

　その先で起こった出来事はやはり晴海の記憶の通り。通りすがりの孝太郎が、怪あやしい女性口調で問題の男子生徒に絡み、追おっ払ぱらってくれた。だが、この時の晴海は混乱するばかりで、何が起こっているのかが良く分かっていなかった。問題の男子生徒が視界から消えてようやく、晴海は孝太郎が助けてくれたのだという事に気付いたのだった。

「ふぅ～～。まったく、春先になると馬鹿が多くて困る………。あんなのがクラスメイトにならないと良いけどなぁ………」

　この時の孝太郎は怒おこっていた。自分勝手で理り不ふ尽じんな人間が嫌いだったから。

　―――里見君らしいなぁ………ふふふ………。

　今の晴海にはわかる。これは晴海を助けようとしたというよりも、問題の男子生徒の振ふる舞まいを正したかったのだ。だからこの後に面おも白しろい事が起こる。

「あ、あの、ありがとうございました」

「は、はいっ？！」

　晴海に礼を言われた孝太郎は驚いていた。晴海の存在を忘れていたのだ。

　―――やはり他人には何も期待していないんですよね、この頃の里見君って………。

　自分の行いが正しければいい。自分だけが約束を守っていればいい。他人には何も期待しない。本質的に他人を遠ざけている。この場合は男子生徒の悪事を止めさせればそれで良く、晴海が礼を言うかどうかなど最初から意識していなかったのだ。

「あ、すみませんっ、驚かせてしまって！」

「あ、いやっ、こちらこそ驚いたりして申し訳なかったです。そうでしたよね、先輩も居たんですよね」

　晴海の存在を思い出し、頭を掻かいて詫わびる孝太郎。その姿を見て晴海は微ほほ笑えむ。

　―――そうでした、そうでした………この時に里見君がこう言ってくれなければ、私は里見君の事にさえ怯おびえていたのかも………だから何というか、この出会いは私と里見君の悪い部分が、上手く噛かみ合あってくれたんですね………。

　晴海は二年前の出来事を追体験した事で、この出会いがどれだけ綱つな渡わたりであったのかを理解する事が出来た。ほんの少しボタンの掛かけ違いがあれば、晴海と孝太郎は今の関係には至っていなかったかもしれないのだ。

　―――運命の出で逢あい………アライア様の事を考えると、間ま違ちがいなく………でもこんなに綱渡りだったのね………。

　晴海は自分と孝太郎の関係が今の形に落ち着いた事を、本当に良かったと思っていた。もう一度同じ事をやれと言われても、同じようにする自信はない。違う結果になってしまうのではないだろうか―――二年前の自分達の姿を眺ながめながら、晴海はそんな事を思っていた。

「つっ!?」

　そしてそんな晴海の思いを映すかのように、それは起こった。研究会への入会を決めた孝太郎を、晴海が案内しようと右手で入会届が用意してある机を指し示した時、再び手首に痛みが走ったのだ。

「どうかしましたか？」

「………ちょっと、手首を捻ひねってしまったみたいです」

　二年前の晴海は、現在の晴海が知らない言葉を口にしていた。彼女がそれを口にした理由は、ほんの些さ細さいな違いが原因だ。晴海が男子生徒から逃れようとした時に力が入り過ぎた、あるいは男子生徒の方の力が強かったのだ。それをきっかけに、晴海の知らない物語が動き始めていた。晴海がほんの少し前に口にした、もう一度やれと言われても同じようにする自信はない、その言葉通りに。










　新入部員の勧誘は、入学試験の合格発表の日に行われる。つまりまだ春休みの真っ最中という事になる。だから孝太郎と晴海が保健室へやって来た時、そこには養護教きよう諭ゆの姿はなかった。

「そこにいて下さい、先輩」

「あなたは？」

「俺は中学で野球をやっていたから生傷が絶えなくて、保健室には入いり浸びたりでした。だからちょっとした怪我の手当てなら俺でも何とかなりますから、任せて下さい」

「そうなんですか、お願いします」

　孝太郎は晴海を椅い子すに座らせると、保健室の棚たなを漁あさり始めた。もちろん特別な薬品や道具が入っているような棚には鍵かぎがかかっていたが、孝太郎はそこまでのものは求めていない。包帯や湿しつ布ぷ薬やくなど、言葉通りちょっとした怪我の手当てをする為のもので構わなかった。

　―――私の時にはこんな風にならなかった………それに、私はこの時点ではまだ里見君が野球をやっていた事を知らなかった筈だし………体育会系というくらいは聞いてたんだったかな？

　現在の晴海は二年前の晴海の目を通して、そんな孝太郎の様子を眺めていた。この世界における晴海と孝太郎の関係は、出会いの時点から違っている。キリハやクランなら量子論的な世界のゆらぎとでも表現するだろう、ほんの僅わずかに生じた二つの世界の違い。晴海が手を痛めたというその小さな違いが、現在の晴海の記憶とは違った別の過去を描き始めている。それはもはや晴海の過去とは呼べないだろう。目の前で展開しているのは、別の世界の出来事。晴海はその光景に圧あつ倒とうされながら、しかし胸を高鳴らせてその様子を見つめている。少し違う人生を生きる自分の姿から目を離せなくなっていた。

「お待たせしました」

「ご迷めい惑わくをおかけします」

　晴海のもとへ戻もどってきた孝太郎は、養護教諭の机に手当ての為の道具を置くと、自分も椅子に腰こしかけた。そして晴海と向かい合う。

「迷惑だなんて。これから俺の方がお世話になるんですから」

「このお礼と言ってはなんですが、しっかりお世話したいと思います」

「ははは、お願いします」

　そして軽く笑え顔がおを交かわしてから、孝太郎は晴海の手を取った。

　―――怪け我がの功名ってこういう事を言うのかな………お喋しやべりも沢山しているようだし、私の時よりも距きよ離り感がやや近いような………。

　見守っている方の晴海が二年前に孝太郎と出逢った時には、晴海と孝太郎はこんなに長くは話さなかった。だが晴海の手首の怪我がそれを可能にした。怪我人を放っておくのは良くないという真面目な考えが、心の深い所では他人を拒きよ絶ぜつしている孝太郎の足を止めてくれたのだ。すると自然と対話が増え、二人の距離は近くなる。晴海の想おもい出でとは違った状じよう況きようが生まれていた。

　―――でもこんなに急展開で大だい丈じよう夫ぶかしら、この世界の私………。

　二人の関係の進展を喜ぶ反面、多少の心配もあった。自身の内気さと人見知りを良く知っているだけに、早過ぎる関係の進展についていけるのかと心配していたのだ。そうやって複数の想いに胸を高鳴らせた晴海が見守る中、別の世界の孝太郎は晴海の怪我の具合を調べ始めた。

「ちょっと触さわりますね」

「お、お願いします」

　孝太郎は細心の注意を払はらいながら、晴海の手首に触ふれた。最初は触れるか触れないか。それから軽くつつくようにして触れる。するとその手のぬくもりが晴海に伝わってきた。そのぬくもりは別の世界の晴海を動揺させていた。そして二年後の晴海はそれを感じて微笑ましい気持ちになった。

　―――やっぱりそうだよね、初めて苦手じゃない男の子に触れてるんだもんね。そりゃあ動揺するよね。やたら急だし………良く分かるよ。頑がん張ばって、私………。

　二年後の晴海が同じものを経験したのはもう少し先の事だ。その分だけこの世界の晴海の動揺が深い事は理解できる。二年後の晴海にとってはちょっとした触れ合いなのだが、内気で引っ込み思案だった当時の晴海にはたとえ手当であっても刺し激げきが強い筈だ。晴海はそれを微笑ましく思うと同時に、もう一人の自分の健けん闘とうを祈いのった。だが同時に羨うらやましくもあった。やはりこの世界の晴海は、見守っている方の晴海よりも孝太郎との歩みが早い。自分もこうだったらよかったのにと、思わずにはいられなかった。

「痛みますか？」

「触られたぐらいなら、痛いというほどでは」

「動かすと痛む？」

「そんな感じです」

「じゃあ、少ししっかり目に固定します」

　孝太郎は晴海の手首に湿布薬を張ると、締しめ付つけ具ぐ合あいを確かく認にんしながら晴海の手首に包帯を巻いていく。やり方としてはテーピングに近い考え方で、晴海の手首が動かないように工く夫ふうされていた。

　―――この顔を初日に見ちゃうんだ………いいなぁ、この世界の私………。

　今の孝太郎の様子は編み物をやっている時のそれに近い。晴海が心惹ひかれた、一心に編み物をやっている時の顔をしていたのだ。本来それは新学期に入ってから見る筈のもの。この世界の晴海は合格発表の怪我をきっかけに、一足飛びでそこへ至っている。それが二年後の晴海には羨ましかった。

「はい、出来ましたよ」

「あ、あの、ありがとう、ございます」

　礼を言う晴海の頬ほおは赤らんでいた。孝太郎はそれを男相手に酷ひどい目にあったばかりだから緊きん張ちようしたんだろうと解かい釈しやくしたが、実際は違う。一心に手当てをしてくれる孝太郎の姿に見み惚とれていた自分が恥はずかしかったのだ。

　―――仕方ないですよね。あの顔を見ちゃったら、気になりますよね………。

　別の世界の晴海は恥ずかしさで動揺しており、酷く乱れた感情が二年後の晴海の方に伝わってきていた。他ほかならぬ自分自身の感情なので、二年後の晴海にはその意味が良く分かる。この後から、晴海は無意識のうちに孝太郎の姿を探す様になる。つまりこの瞬間に、晴海が恋こいの入り口に立ったという事なのだった。

「でもこれで済ませたりせず、すぐにちゃんと病院へ行って下さいね？」

「でも、まだ勧誘が途と中ちゆうで………」

「すぐですよ、すぐ」

「で、でも………その………」

「絶対にすぐですよ。俺の手当てなんてその場しのぎなんですから、ちゃんと誰かに診みてもらわないと」

「え、えと………わかりました………」

　晴海はこの後も新入生の勧誘を続けたいようだったが、孝太郎から強く言われると引き下がった。さっきと同じ顔と瞳ひとみで言われてしまうと、晴海には抵てい抗こう出来なかった。晴海が持って生まれた性格で、しかも恋れん愛あい最初期という状況では、仕方ないところだろう。

「じゃあ、せめてあなたの名前だけでも名めい簿ぼに書いて―――あっ、名前！　そういえば私っ、ちゃんと名乗ってませんでしたよねっ!?」

「言われてみれば確かに」

　そして怪我の治ち療りようが終わった事で、ようやく二年後の晴海にも覚えのある状況に戻ってきた。二人は向かい合うと、改めて自己紹しよう介かいを始めた。

「俺、里見孝太郎って言います。これからよろしくお願いします」

「晴海です。桜庭晴海。編み物研究会の会長をさせて頂いています」

　だが二年後の晴海に覚えがあるのは、この時点の孝太郎と晴海の見た目と言葉だけだ。それらの裏では既すでに、少しだけ違う感情が流れている。だからこの先で二人の晴海が歩む道は、その少し違う感情に導かれ、別のものになっていくのだった。










　合格発表の日の次に、晴海が孝太郎と会うのは四月五日の日曜日。孝太郎が吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへ入学してくる前日の事だった。晴海はその日の事をよく覚えている。新学期を翌日に控ひかえ、晴海は病院で検査を受けていた。それは二年生としての新学期の為であり、同時に会長としての編み物研究会の活動の為でもあった。特に研究会に関しては期待の新入会員が入ってくれたので、晴海は明日からどうしようかと色々と考えていた。だが孝太郎はその前の日に、突とつ然ぜん目の前に現れた。内気で引っ込み思案の気がある晴海にとっては、この不意打ちは効いた。晴海は動揺を顔に出さないよう必死だったのを、今でもはっきりと覚えていた。

　―――このあたりの出来事は私の時と変わらないのね………それにしても動揺してる動揺してる。出会って間もない里見君だから気付いていないようだけれど、今ならすぐにバレちゃうだろうな………ふふふ………。

　そして今は別の世界の孝太郎が、内心の動揺を必死に隠している同じく別の世界の晴海に、背を向けて後頭部を見せているところだった。

「俺おれは病気じゃなくて怪我です。ホラ、これこれ」

「あの、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　孝太郎の後頭部には大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられており、晴海はそれを心配そうに見つめている。その下には遺い跡せき発はつ掘くつのアルバイト中に、頭を打って出来たコブがあった。そして孝太郎の怪我を知った事で、晴海の動揺は収まったようだった。

　―――あっ、そっか！　里見君が遺い跡せきであの方に会ったのってこの日なんだ！

　孝太郎の説明とこの日の日付けを照らし合わせ、二年後からやってきた方の晴海は内心で目を見張った。この日が全すべての始まりの日。目の前の孝太郎も晴海もその事には全く気付いていない。もちろんこの時点では二年後の晴海自身も気付いていなかった。この日は孝太郎と晴海達の大きな分ぶん岐き点てんだった。

「痛く、ないですか？」

「まだちょっと痛むんですけど、桜庭先せん輩ぱいが触っても痛みが増したりしない程度です」

「そうですか、良かった………」

　別の世界の晴海はそっと手を伸のばし、孝太郎の絆創膏のあたりを優やさしく撫なでる。それはその下にあるコブと小さな傷を思いやっての行動だった。

　―――あれっ!?　私こんな大だい胆たんな事しましたっけっ!?

　だがこの行動はもう一人の晴海にとっては予想外のものだった。自分の時には孝太郎の後頭部を撫でた記憶はない。自分の行動なのに、どうして違うのかが分からない。晴海はその事に大きく驚かされ、遺跡とそこにいる少女の事は頭の中から吹ふっ飛とんでしまっていた。

「桜庭先輩の方はどうですか？」

「ああ、もう大丈夫です」

　だが二人の晴海の行動が違っている理由はすぐ明らかになった。別の世界の晴海は後頭部を撫でていた右手をそのまま孝太郎に差し出した。すると今度は孝太郎の方が、晴海の手首に巻かれている包帯の辺りをそっと撫でた。

「痛くないですか？」

「動かしても全然痛くありません」

「良かったですね、変な後こう遺い症しようが残ったりしなくて」

「はいっ、里見君の適切な処置のおかげです」

　右手を差し出している晴海は笑顔を見せており、痛そうな様子は全くない。そしてどこか照てれ臭くさそうにしながらも、嬉うれしそうだった。

　―――そっか、右手の怪我！　あれのおかげで怪我に関しては踏ふみ込めるんだ！

　様子を見守っていた晴海にも事情が呑のみ込めてきた。孝太郎に怪我の手当てをして貰もらったので、その分だけこちらの晴海は孝太郎の怪我に対する気持ちが強くなっていたのだ。手当てをしてくれた人の怪我を同じように労わるのは、晴海としては当然の行こう為いだ。これは二年後から来た晴海にも良く理解できる行動だった。

「あー！　こないだの彼かれ氏しがまた来てるー！」

「ほんとだー、ラブラブだー！」

　その時、孝太郎の登場に気付いた子供達が晴海の所へ駆け寄ってきた。晴海は入院中の子供達に本を読んでやることがしばしばある。彼女らは晴海の大事な友達だった。

　―――あれっ、今あの子『また』って言ってましたよね？

　そしてその子供達がもう一つ新たな情報を与えてくれる。この世界では、以前にも孝太郎は晴海とこの場所にやってきていたのだ。

「この間は手首の怪我を心配して一いつ緒しよに病院に来てくださっただけです！」

「桜庭先輩はな、怪我をしたくせに内ない緒しよで新入部員の―――あー、いや、自分の仕事を続けようとしたんで、強ごう引いんに連れて来たんだ」

　あの日、保健室で孝太郎と別れた晴海は、病院へ行くという孝太郎との約束を後回しにして、勧誘の続きをしようとした。しかし別れた後に野球部の様子を見学していた孝太郎が帰りがけに彼女を発見、そのまま病院へ連行したのだった。

「そーゆーのは彼氏のする事だよね」

「やっぱり彼氏なんじゃない？」

「まだ違いますっ!!」

「まだなの？」

「そう、まだです！」

「まだって事は、彼氏にする予定はあるんだね」

「きゃあきゃあきゃあきゃあぁっ!!　違いますっ、違いますからね里見君っ!?」

「………大変光栄です」

「やったね、お姉ちゃん！」

「里見君までぇっ、もおぉぉっ!!」

　晴海の運命という湖に投げ込まれた、右手の怪我というとても小さな石。だがそれは幾つもの波は紋もんを生み出し、互たがいに重なり合って高め合い、これまでとは全く違う模様を湖面に描き始めている。それが最終的にどんな結末を描き出だすのか、波紋を見つめ続けている晴海には想像もつかない。はっきりしているのは、晴海と孝太郎が結ばれるという事だけ。だから晴海は動き始めた運命を感じながら、その時をじっと待ち続けている。この世界の晴海と同じように、その胸を高鳴らせながら。










　展開が異なっていたのは、孝太郎とのやり取りだけではなかった。晴海の記憶では孝太郎は彼女と話した後に賢けん治じに呼ばれて居なくなってしまう筈なのだが、この世界においてはそういう風にはならなかった。逆に孝太郎は賢治を呼び寄せ、晴海に紹介した。孝太郎の方も、晴海に対する考え方に少しだけ違いが出て来ていた。

「桜庭先輩、こいつはマッケンジー。松まつ平だいら賢治を縮めてマッケンジーです」

「初めまして、松平です。コウがお世話になったようで」

「とんでもありません、お世話していただいたのは私の方です」

　晴海は軽く首を左右に振ると、視線を自身の右手首に落とす。賢治にはその行動の意味は測りかねたが、それが特別な意味を持っているらしい事は容易に想像がついた。右手首を見る時の晴海の視線は優しく、頬が僅かに赤らんでいたのだ。

「マッケンジー、この人は桜庭晴海先輩だ。俺が入った―――というか正確には明日入る事になる、編み物研究会の会長さんだ」

「………編み物研究会？」

　賢治はそう呟つぶやくと再び視線を晴海の顔へ向けた。賢治は孝太郎が編み物研究会へ入った理由に心当たりがある。孝太郎の母親の形見である編みかけのセーターの存在は、賢治も知っていたのだ。

　―――コウはこの人に習って、セーターを完成させるつもりなのか？　あのコウにそれを決意させたとなると………どうやら相当な人物のようだな………。

　賢治は黙ったまま、胸の中で晴海の評価を変へん更こうした。賢治による晴海の第一印象は弱々しい伏ふし目めがちな女の子、というものだった。だが孝太郎の性格から逆算すると、それだけの筈はない。母親の形見を晴海の指導で完成させるという事は、その可能性を検討するだけであっても、孝太郎には重い決断となる筈なのだ。

「はい。今年から会長を務めさせていただいています」

「そうでしたか。くれぐれもコウをよろしくお願い致いたします」

　賢治はここで深々と頭を下げた。そこには多くの意味と感情が込められている。だがこの晴海はまだ賢治の一礼に込められたものには気付いていない。気付いていたのはその様子を眺めている、もう一人の晴海だった。

　―――ここの私は、もう松平さんと話してる………私の時は夏休みの後だった………それにあんな大おお真ま面じ目めな松平さんはなかなか見られない………まさか怪我一つでここまで変わってくるなんて………。

　二年後から来た晴海は、当然孝太郎の母親の事や、孝太郎と賢治の関係を詳しく知っている。だから今のこの賢治の考えている事がおおよそ想像出来た。そこにはこの世界の晴海が気付いていないのがもどかしくなるぐらい、重大な意味が含ふくまれていた。そしてそれを引き起こしたのは、この世界の晴海が負った小さな怪我。既に治ってしまったほど軽けい微びなその怪我が、晴海と孝太郎を中心とした人物関係に大きな波紋を起こしている。驚くべき状況だった。

「一緒に頑張りましょうね、里見君」

「はい。不器用なのでお手間をかけると思いますが、全力を尽つくしたいと思います」

　もう一人の晴海の驚きをよそに、この世界の晴海と孝太郎は和なごやかに言葉を交わしていた。その関係は明らかに、二年後から来た晴海の時よりも進展が早い。入学式を迎むかえる前であるにもかかわらず、既に先輩と後こう輩はいの繋つながりがしっかりと出来上がっていた。

「あー、イケメンも会いに来たー！」

「お姉ちゃん、こっちのイケメンに乗のり換かえんの？」

「乗り換えませんっ！」

「って事は本命はやっぱりこっちの人で間違いないんだ」

「お姉ちゃんは見た目では選ばないんだね。良い女の鑑かがみだね！」

「ちがいますよっ、さとみくぅんっ!!　絶対にそういう邪よこしまな気持ちはありませんからぁっ!!」

「残念です」

「脈ありだぁぁぁぁあぁぁぁぁっ！」

「やったねお姉ちゃぁんっ!!」

「さとみくぅんっ、そういう真顔の冗じよう談だんはやめてくださいぃっ!!」

　また、個人的な人間同士の繋がりも出来上がりつつある。そして何より、そうした様々な繋がりが濃のう密みつな感情のやり取りを生み出し、恋愛対象としての新たな繋がりを生み出していくに違いないだろう。この二人の関係は、二年後から来た晴海が経験したものよりも少なくとも数週間は先へ進んでいる。これならば、そう遠くないうちに二人は恋こい人びと同士になるのではないか―――見守る晴海の目には、二人の姿はそのように映っていた。










　編み物研究会の活動は、入学式の翌日、つまり四月七日の火曜日から始まった。孝太郎は放課後に初めて研究会の部室を訪おとずれ、そこで晴海から編み物の基き礎そを習うのだ。だがこの日の様子も、二年後から来た晴海の記憶とは少し違う展開になっていた。

「病院ではごめんなさい、里見君。あの子達たちにはきつく言っておきますから」

「という事は、やはり俺には脈無しですか？」

「さとみくぅん！　もぉぉ、編み物教えてあげませんよっ!?」

「ははは、すみません」

　病院での出来事を下した敷じきにして、二人は編み物に関係ない事を話していた。二年後の晴海の記憶では、この時は編み物の話しかしなかった。編み棒や糸の持ち方や、それらの動かし方など、本当に編み物の為の話が殆ほとんどだったのだ。こんな風に関係ない話はした覚えがない。この時の晴海は内気で人見知りだったから、編み物以外の話を切り出す勇気もなかったのだ。

「桜庭先輩、これ端はしまで来たらどうするんですか？」

「そんな事を言って誤ご魔ま化かしてもダメですからね」

「そんなこと言わないで教えて下さいよ」

「ちゃんと反省したら教えます」

「反省しました。教えて下さい」

「ふふふ、よろしい」

　だが目の前にいる別の世界の晴海は、孝太郎に対して冗談を言う余よ裕ゆうさえあった。二年後から来た晴海の場合は、それが出来るようになったのはもっと後の事だった。手首の怪我とそれにまつわるちょっとした騒そう動どうのおかげで、この世界の晴海は極きわめて早い時期に自分の悪い部分や恥ずかしい部分を孝太郎に見せる事が出来た。それが晴海に心の余裕を与えているようだった。

　―――やっぱり悪い部分もちゃんと見せていると、男の子に対してこういう風に出来るようになるんだな………。

　二年後の晴海が改めて自分の二年間を思い返してみると、孝太郎に対してちゃんとした先輩であろうと頑張り過ぎた様に感じられた。結果的に孝太郎との関係は停てい滞たいし、一方的な感情を悶もん々もんと抱かかえているだけに終わったのだ。その停滞を打ち破ったのは演劇だ。演劇の時にうまく演技が出来なくて練習に付き合って貰った事が、孝太郎との関係を先へ進めてくれたのだ。結局晴海に本当に必要だったのは、孝太郎にちゃんとした先輩の姿を見せる事ではなく、どういう人間なのかをきちんと知って貰う事だった。晴海はそれを今、強く感じていた。

「………えっと、少し訊きいても良いですか？」

　そんな晴海の結論を待っていたかのように、この世界の晴海は孝太郎に質問した。これまでは和やかに、楽しそうに話をしていた晴海。だがこの時の彼女は真剣だった。

「良いですよ、何でも訊いて下さい」

「で、でしたら………」

　そして晴海は一度こくりと唾つばを飲み込むと、意を決したように話し始めた。

「里見君は、どうして、あの、編み物を始めようと思ったんですか？」

　それは二年後から来た晴海にも覚えがある質問だった。それに対する孝太郎の答えも覚えている。だから晴海は我知らず、胸の内で孝太郎の返答を一緒に呟いていた。

「編み物を？　やっぱり似合いませんかね、あはははははっ」

『編み物を？　やっぱり似合いませんかね、あはははははっ』

　孝太郎の返答は晴海の記憶通りだった。懐なつかしくなった晴海は胸が熱くなる。それは眠ねむっている身体が涙なみだを流しているかもしれない、そんな風に思えるくらいだった。

「そ、そんな事はないです！　ただ、男の子には退たい屈くつなんじゃないかなって、それが気になって………」

「先輩は口が堅そうだから教えますけど」

「里見君………？」

「実は、俺の家には編みかけのセーターがあるんです」

「セーター………、あっ………」

　続きも晴海の記憶の通りだった。孝太郎は晴海を信用して、編みかけのセーターの存在を明かしてくれた。孝太郎が編んだものではないのは明らかなので、誰だれかが途中まで編んでそれっきりになっている、特別な品だという事はこの時の晴海にも想像がついた。だから晴海はより一層の協力を決めたのだ。

「それは十年前に死んだ母さんの形見で………親おや父じはまだ母さんが死んだ気持ちの整理がつかないでいるみたいだから、だから………」

「えっ………」

　続く孝太郎の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、二人の晴海は驚きで心臓が止まりそうになった。この世界の晴海は単に母親の形見である事に驚いたのだが、二年後から来た晴海の方は孝太郎がその事を口にした事に驚いていた。

　―――私の時は編みかけのセーターがあるってところまでだった………でも、こっちの私はもうこんな事まで話して貰っている！

　セーターに関する孝太郎の話は全部で三段階ある。一段目が編みかけのセーターがある事、二段目が死んだ母親の形見である事、そして最後の三段目が自分自身の気持ちの整理の為でもあるという事だった。この時点でこの世界の晴海は第二段階に到とう達たつしていた。編み物を教えて貰う上での礼れい儀ぎだから本音を多めに明かしたという事を差し引いても、これは驚くべき状況だった。

　―――もしかしたら本当に、この世界の私は里見君の恋人になれるのかも!!

　晴海は遺跡の少女の言葉を疑っていた訳ではない。孝太郎の恋人になる世界はきっとあるだろうとも思う。だが真の意味での恋人になれているのだろうか、という疑問は常にあった。孝太郎と晴海がきちんと向かい合い、互いに支え合っている状態でなければ真の恋人とは呼べないだろう。それが実現していない、形の上で付き合っている不完全な恋人で終わっていたらどうしよう、そういう心配をしていたのだ。要するに自分自身をあまり信用していなかったのだ。

　―――そうしたら私もいつか、きっと！

　しかし眼前で展開されているこの世界の晴海と孝太郎の関係の進展を見ているうちに、晴海は希望を持った。この世界の晴海は、きちんと段階を踏みつつ、しかもかなりのハイペースで孝太郎との関係を築いている。これなら晴海の理想通りの恋人同士になれるのかもしれない。そしてもしそうなったら、この世界の晴海の行動を参考にすれば、晴海自身も孝太郎との関係を進める事が出来るだろう。だからこの状況は晴海にとって、大きな希望となった。

「いつかそれを俺の手で完成させたいんです。ハハハ、不器用な俺じゃ、いつになるか分かったもんじゃないんですけれど」

「わ、分かりました、さとみくん………わ、私が、わたしが絶対に、さとみくんがセーターを編めるように、編めるようにして差し上げますからぁっ！」

　孝太郎の事情を知らされたこの世界の晴海は、ぽろぽろと涙を零こぼし始めた。だがそれで泣なき崩くずれてしまうような事は無く、強く瞳を輝かがやかせて孝太郎を見つめている。その言葉もいつになく強い。母親の形見を完成させたいという孝太郎の動機は驚おどろくべきものであったが、しかし晴海には十分過ぎるほど納なつ得とく出来る動機だった。そして晴海は思った。この助力に全力を尽くさねば、絶対に後こう悔かいすると。

　―――そうよ、そう！　それは何が何でも最後までやり通すの！　里見君とあなた自身の為ために！

　見守る晴海も全くの同感だった。これをいい加減にやり過ごすようなら、たとえ孝太郎と恋人同士になれても何も嬉しくはない。これをやり遂とげる事は、二人の晴海にとって、先へ進む為にどうしても必要な事なのだった。

「ほ、本当ですかっ!?」

「はいっ、ぜったいですっ！」

　だがその反面、多少の心配もあった。この時の晴海を見つめる孝太郎の瞳には、強い信しん頼らいの感情が宿っていた。だがそれは一人の女の子へ向ける感情というよりは、どちらかと言うと先生や師し匠しように向ける感情だ。涙を流している晴海は気付いていない。気付いていたのは二人を見守っている晴海だけだった。

「一緒にっ、がん、頑張りましょうねぇっ、さとみくんっ………」

「はいっ！　よろしくお願いします、桜庭先輩！」

　恐おそらく、その言葉が全てだった。この時の孝太郎は、事情を理解し快く協力を申し出てくれた晴海に、素す直なおに感謝と尊敬の気持ちを向けたのだろう。

　―――里見君、私達が欲ほしいのはその感情じゃないのよ………。

　それは単独で見れば良い事なのだが、実は女の子としては困った問題だった。一人の女の子への感情が、尊敬と感謝を上回らない限り、孝太郎は晴海を恋人にしようとは思わない。一人の女の子への感情と、尊敬や感謝が追おい抜ぬき合いながら関係が構築されていくのとは違ちがう。この場合は二人の関係の構築が早まった分だけ、いきなり尊敬と感謝の高い壁かべがそそり立ってしまったと言えるだろう。二人を見守っている晴海は、そこが心配でならなかった。










　障害物マラソンは概おおむね晴海の記き憶おくの通りに進行した。晴海と同じくこの世界の晴海も、この一連の出来事で孝太郎を男性として認にん識しきし始め、またゆりかとの出会いや友達になるきっかけにもなった。

　―――なるほど、話には聞いていましたが、裏ではこういうことが起こっていたんですね………。

　そして晴海はこのレースの裏で行われていた、孝太郎と四人の侵しん略りやく者しやの戦いを知る事となった。これまでもお喋りで度たび々たび話題に上がっていた事ではあったが、それを間近で見る事が出来た。特に最後のティアとキリハのクロスカウンターは圧巻だった。そうやって仲間達の過去を知る事が出来た事は、晴海にとっては予想外の嬉しい出来事だった。実は晴海は一年程ほど蚊か帳やの外に居た事を気にしていたのだ。

「いやー、桜庭先輩とゆりかの奴やつが優勝するとは、予想外でした」

「それは私もです」

　晴海の記憶と違っていたのは、むしろ障害物マラソンが終しゆう了りようした後の事だった。この世界の晴海と孝太郎は一緒に編み物研究会の部室へ向かっていた。これは晴海の記憶にはない行動だった。

「桜庭先輩は日ひ頃ごろの行いが報むくわれたんですよ」

「私は別にそんな大した事は………運も良かったし………」

「それと一番重要なのは、参加すると決めた時からの地道な努力。あれが無ければ、幾いくら運やチャンスが回ってきても勝てはしなかった。それは間違いなく桜庭先輩が掴つかみ取とった勝利ですよ」

　この世界の晴海の両りよう腕うでには、少し前に渡わたされたばかりの優勝カップが抱えられている。重そうなので孝太郎が持ってあげようとしたのだが、晴海は自分で運ぶと断った。それだけ嬉しかったのだ。そして今は孝太郎と二人で、その優勝カップを部室へ運んでいるところだった。

「ドアを開けます」

「里見君、部室のカギは私の胸のポケットにありますから、取って下さい」

「はい―――って、さ、桜庭先輩、それは流石さすがに色々とまずいんじゃないかと………」

「どうして―――あっ………そ、そっ、そうでしたねっ!!」

　部室の前にやってくると、晴海は一度優勝カップを孝太郎に渡し、胸のポケットからカギを出してドアを開ける。そして再び優勝カップを受け取ると、部室の中へと入っていった。

「………」

「………」

　二人の空気が重い。晴海の顔は真っ赤だった。彼かの女じよはそれを優勝カップで隠かくすようにして歩いている。胸のポケットに手を入れろと言ってしまったのは大失敗だった、彼女の頭の中はそんな後悔でいっぱいだった。

　ごとん

　おかげで部室の奥おくにある棚たなに優勝カップが置かれた時の音がやけに大きく聞こえた。そして沈ちん黙もく。この世界の晴海には、自分の心臓の音しか聞こえていなかった。

「と、ともかく！」

　そんな重苦しい沈黙を打ち破るように、孝太郎は努めて元気な声で晴海に話しかけた。孝太郎はこの沈黙が続く事には耐たえられなかった。

「優勝おめでとうございます」

「………ありがとうございます。里見君の協力のおかげです」

　晴海も同じように答える。晴海もやはりこの沈黙が続くのは避さけたかったので、素直に孝太郎の意図に乗った。これにより二人の間の空気がふわりと緩ゆるんだ。

「俺は知っている事を伝えただけですよ。実際に頑張ったのは桜庭先輩です」

「里見君………」

「流石桜庭先輩。凄すごい人だと思った俺の目に狂くるいはありませんでした」

　優勝カップを見ていた孝太郎の視線が晴海の方へ向く。その瞳には少し前までの動どう揺ようはない。代わりに尊敬の色が浮うかんでいる。そんな孝太郎を見た瞬間、二人の晴海の声が重なった。

「………私は凄い人だと思って貰いたい訳じゃ………」

　―――私は凄い人だと思って貰いたい訳じゃ―――

　この世界の晴海も、二年後から来た晴海も、共に孝太郎にそういう瞳を向けられる事は望んでいなかった。この世界の晴海は孝太郎を意識し始めた事で、女の子として見られたいと思うようになっていた。二年後の晴海は、二年後の孝太郎の瞳との違いに気付き満足が出来ない。そんな二つの気持ちがこのタイミングで一いつ致ちし始めていた。

「はい？」

「いっ、いえっ、なんでもありませんっ！」

　この世界の晴海は大おお慌あわてで誤魔化す。だが胸の中の気持ちははっきりしていた。尊敬されたいのではない、可愛かわいいと思われたい、愛されたいのだと。

　―――そう、そうなのよ！　私達は、それじゃあ駄だ目めなのよ！　今感じた壁を、打ち破らなくては！

　二人を見守っている晴海は、この世界の晴海に共感し始めていた。これまでは出来事の違いに戸と惑まどいが大きかったが、それには徐じよ々じよに慣れつつある。またもう一人の自分の感じ方や行動には違い和わ感かんはなかった。その辺はやはり自分なのだ。だから二年後から来た晴海は、この世界の出来事をもう一つの人生として受け入れ始めている。そして祈っている。この世界の晴海と孝太郎が、上う手まくいきますようにと。










　二年後から来た晴海が危き惧ぐしていた通り、この世界の晴海と孝太郎の関係はやや停滞気味になっていた。出で逢あってすぐの頃ころの関係の構築が上手くいき過ぎた為に、先輩と後輩という強固な関係から抜け出せなくなっていたのだ。孝太郎に強く尊敬された事が他の感情の障害となってしまい、裏目に出た格好だった。また二人の周囲で起こる出来事も、結果的にその感情を強める働きをしてしまった。夏休みに孝太郎と海で出逢った時もそうだった。

「私と里見君は、部活動の先輩と後輩ですよね？」

「はい。いつもお世話になっている大事な先輩です」

　この時の孝太郎は、友達と喧けん嘩かをしてしまい、その友達を捜さがしていた。だがその友達が傷付いた原因が分からず、見つけても仲直り出来ないのではないかと悩なやんでいた。晴海が孝太郎と出逢ったのはそんな時の事だった。

「でも、こういう言い方も出来るんです。………同じ部活に所属しているだけの、何の関係も無い赤の他人だって」

「それは………」

「事実ですよね、それも」

　晴海は孝太郎から話を聞き、孝太郎の友達が何に傷付いたのかを教えた。晴海としてはそうしない訳にはいかなかった。物事の道理の上でも、孝太郎の先輩としても。そして一人の女の子としても。

「出会ってすぐなら、そう言われてもそんなものかと思ったのかもしれません。でも今の私は、そういう言い方をされたら悲しくなります。里見君に何の関係も無い赤の他人だって言われたら、たとえそれが事実でも、悲しくなります」

「………」

「里見君はどうですか？」

「………俺もそう思います。今、桜庭先輩に何の関係も無い人だって言われたら、ショックです」

「きっと、その方にとってもそうだったんじゃないでしょうか。事実なのは重々分かっている。最初は本気でそう思っていた。でも、時の流れが少しずつ気持ちを変えた。それだけでは嫌いやだと思うようになった。もっと他に、何かあるんじゃないか。あって欲しい。その方は、そう思っているのではないでしょうか」

「あいつが………」

「なのに里見君、あなたはその方に向かって純然たる事実を言ってしまった。それは私に向かって、赤の他人だと言うのと同じ事だと思います」

「あっ………」

「きっとその方は、とても残念に思ったことでしょう。私だって里見君に、友達だって思って欲しいんですから。赤の他人だなどとは、言われたく無いのですから………」

「そういう、事だったのか………！」

　晴海は笑え顔がおで孝太郎に語り掛かけ、そして必要な時には厳しい顔で諭さとした。出来るだけの助言を与あたえた。だからだろう、答えを見つけた孝太郎は晴海に強い尊敬と感謝の視線を向けていた。晴海の真の願いに気付かぬままに。

「里見君………」

　だから走り去る孝太郎を見送る晴海の視線は悲しげだった。そして孝太郎の姿が見えなくなると、晴海は目を伏せて大きく溜ため息いきをついた。

「………友達だって思って欲しい、か………」

　出逢ったばかりの頃には、それは紛まぎれもない事実だった。晴海自身も本当にそう思っていた。

「でも………」

　でも今はそれだけではない。もっと他に、何かあるんじゃないか。あって欲しい。いつしか晴海はそんな風に思うようになっていたのだ。

「私………臆おく病びようで………嘘うそつきだ………」

　孝太郎に助言した事を自分では出来ていない。本当は晴海の方こそ、それをやる必要があったというのに。この世界の晴海はそれを自覚して落ち込んでいた。

　―――そうだよ、本当にそうなの。私が壁を乗り越こえないといけないの。私にはあなたが必要ですって、里見君に伝えなくては………。

　この世界の晴海の気持ちは、二年後の晴海にも良く分かった。自分でも経験した事なのだ。しかも距きよ離りが近い分だけ、その気持ちは強くなっている筈はずだろう。だがこの時の辛つらい気持ちが、その後の行動を後あと押おししたのもまた事実。この世界の晴海が同じように壁を乗り越えますようにと、晴海は願わずにはいられなかった。










　夏休みに孝太郎と出逢った日の翌日から、この世界の晴海には、外見にちょっとした変化が起こった。それは右の手首に巻かれた白いリボン。孝太郎がそれに気付いたのは、夏休みが明けて最初の研究会の活動日の事だった。

「あれ、桜庭先輩また手首に怪け我がをしたんですか？」

「違いますよ。これは包帯じゃなくてリボンです」

「これは失敬。以前包帯があった場所だからつい」

「ふふ、里見君の場合は仕方がないかもしれませんね」

　晴海はそう言って笑ったが、実は孝太郎の勘かん違ちがいは当たらずとも遠からずといったところだった。このリボンは単なるファッションというよりも晴海が自分自身への約束として着けているものであり、手首の怪我をきっかけに始まった孝太郎との関係を、より積極的に推おし進すすめるのだという決意を表しているものだった。

「俺もファッションで後頭部に四角い布を付けようかな」

「だめですよ、それじゃあ完全に絆創膏に見えてしまいますから」

「なら先輩の真ま似ねでリボンにしますかね」

「凄く可愛い感じになってしまいそうですけど」

「それは困るなあ」

「私も困ります」

「どうしてですか？」

「そ、それは………そうだ、編み物を習って里見君が女の子っぽくなってしまったと責任を感じたりします」

「体育会系で売ってきたのに、ここで大きなイメージチェンジを」

「やめて下さい、もう………」

　もちろん晴海は可愛いリボンを厳選したので、女の子的な要素として今回のように孝太郎が目を留めてくれるのは歓かん迎げいだ。実際、リボンをきっかけに孝太郎との会話が弾はずんでいる。どちらの意味にしても、リボンは期待通りの成果を挙げていた。

　―――私にはこの積極性は無かったな………見習わなくちゃ………。

　二年後から来た晴海は、この二つの機能を持ったリボンを高く評価していた。今後はラッキーカラー等と併あわせて色を変えていけば、話題の提供には事欠かない。また、これが晴海の習慣になれば孝太郎が晴海の手首を見るのも同じく習慣になるかもしれない。ちょっとした事だが、怪我と同じように大きな流れの変化をもたらしてくれる可能性はある。この夢から目覚めたら自分もやってみようと心に決める晴海だった。










　それからしばらく時間が流れ、晴海の右手首のリボンは、朝の情報番組で終了間ま際ぎわに流れる占うらないのラッキーカラーに合わせて色が変更されるようになった。二年後の晴海のアイデアと同じだが、そこはやはり同一人物というところだろう。この日のラッキーカラーは青。しかし青単独だといまいち見み栄ばえが悪いので、青をベースに縁ふちに白いレースをあしらったリボンを使っている。ここでも晴海の女の子らしさが出た格好だった。
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「あなたっ、お姫ひめ様さまになってみないっ!?」

「へっ？」

　演劇部の部長の口から飛び出したその言葉に、晴海は茫ぼう然ぜんとした表情でそう答えた。これでは折せつ角かくリボンで高まった可愛らしさが台無しだった。だがろくに事情の説明もないまま、お姫様にならないかと言われれば、この反応は当然だった。

「部長さん、桜庭先せん輩ぱいならいけますよ！　絶対バッチリです！」

「私もそう思う！　私のイメージに上手く嵌はまりそうな気がするの！」

　孝太郎も演劇部の部長も興奮するばかりで、事情の説明をしてはくれない。そこで困った晴海は思い切って訊たずねてみる事にした。

「あのう、話が全然見えないんですけれど………」

　晴海がそう言うと、虚こ空くうを見つめていた演劇部の部長の視線が晴海に戻もどってくる。そして大きな身み振ぶり手て振ぶりを交えて晴海に事情を説明していった。

「私達がティアさんの台本で演劇をやる事は知ってるわよね？」

「はい。それが分かっているから、お手伝いでもしようかと来た訳ですが………」

「なら話が早いわ。手伝って頂ちよう戴だい」

「構いませんけど。何をやれば良いんですか？」

「ヒロインの白銀の姫ひめよ」

「はっ？」

　晴海の目が点になり、再び困こん惑わくする。何な故ぜそこに飛ひ躍やくするのか、意味が分からない。演劇の手伝いとヒロインとしての出演が、頭の中でうまく繋がらなかった。

　―――気持ちは凄く良く分かるわ。私もそうだったもの………。でもここは前向きにならないと………チャンスを逃のがすわ………頑がん張ばって………。

　もう一人の晴海は苦く笑しようしながら成り行きを見守っていた。彼女も全く同じ経験をしているので、誰よりもその気持ちは分かる。だがこれこそが晴海と孝太郎の運命を大きく左右する出来事なのだ。だから晴海は苦笑しつつも、もう一人の自分にエールを送った。

「だからぁ、あなたにヒロインの白銀の姫をやって貰もらいたいのっ！」

「ヒロインなんて重要な役は、演劇部のエースがやる事なのではありませんかっ？　それが無理なら、原作者のティアミリスさんがやるとか………」

「私はあなたなら、誰よりも良い白銀の姫になれると確信しているの！　お願いよ、桜庭さん！」

「………私には到とう底ていそうは思えません」

　晴海にも事情が分かってきた。脚きやく本ほんを読み込んだ演劇部の部長は頭の中に白銀の姫のイメージが出来上がっており、どうやらそれが晴海に近いものだった、という事のようだ。しかしそう言われてはいそうですかと引き受けられる筈もない。晴海が持って生まれた内気さと人見知りが、頑がん強きように抵てい抗こうしていた。

「俺おれも桜庭先輩のお姫様見てみたいです。確かに部長さんが言うように、役やく柄がらがぴったり合っている気がするんですよ」

「里見君………」

　ここまでの展開は、この様子を見守っているもう一人の晴海の記憶と同じだった。だからこの先の予想もつく。これから晴海は演劇部の部長に説得される。そして熱心な説得に根負けする形で引き受ける事になるのだ。もちろんそれには孝太郎の後押しも大きく影えい響きようを及およぼす。やはり晴海は孝太郎にお願いされると弱かったのだ。

　―――こうなると、もはや時間の問題ですね………って、あれっ？

　この時、二年後から来た晴海は、この世界の晴海が自分の時とは違う行動をしている事に気が付いた。彼女はこの時、じっと自分の右手首を見つめていたのだ。そして何事かを決心して、顔を上げた。

「あの、も、もし里見君が、私の練習を手伝ってくれるっていうのなら………私、や、やります！」

「当然です。推すい薦せんした俺にはその義務があります」

「良く言った里見君っ!!　お願いねっ、桜庭さんっ!!」

　内気で人見知りの晴海が、この決断に至ったのは簡単な事ではない。だが夏の海での出来事と、それに伴ともない気付き始めた自分の願望とが、晴海を動かした。また受け身でいては蚊か帳やの外になる。手首のリボンの存在を勇気に変えて、晴海は決断を下したのだった。

　―――まさか………この世界の私は、自分からっ!?

　それは二年後から来た晴海には驚きの展開だった。この段階の自分がここまで大だい胆たんな決断を下すとは思わなかった。自分の時と同じく、演劇部の部長に押おし切きられると思っていたのだ。その上で孝太郎が自分から助力を申し出てくれて、結果として関係が進むきっかけとなる筈なのだ。だがこの世界の晴海は、その運命を自分で引き寄せた。そのきっかけは手首のリボン、大本を辿たどれば勧かん誘ゆうの時の怪我。そのほんの小さな違いが、二人の晴海の歩ほ幅はばを大きく変えていた。運命とは何がきっかけで変わるか分からない。この状じよう況きようを目まの当あたりにして、晴海はそれを強く感じていた。










　晴海が自ら進んで役を引き受けたところまでは良かったが、それでもやはり演技が上手く出来ないという問題はあった。こればかりはどうしても、二人の晴海は同じように苦戦してしまっていた。

「先輩、別にマッケンジーが苦手って訳じゃないんでしょう？」

「それは………はい。他の人よりずっと話し易やすい方です」

「そうですよね、いつも結構喋しやべってるし………」

　孝太郎は台本を片手に、この問題に頭を悩ませていた。孝太郎と晴海は、編み物研究室の部室を使って演技の練習の真っ最中だ。今のように孝太郎と練習している時は、晴海の演技は素す晴ばらしい。しかし何故か舞ぶ台たいへ上がると上手くいかなくなってしまう。だがその理由が賢治にあるとも思えない。賢治は孝太郎の友達なので、晴海ともよく話していたからだった。

　―――こうなると、はっきりと分かってしまうな………私は里見君じゃないと駄目なんだって………。

　二年後の晴海と賢治の関係が始まったのは、この演劇の時からだ。だがこの世界では怪我のせいで賢治との関係も早くに構築され、この時の晴海は既すでに、賢治相手なら人見知りが発はつ症しようしない状態にあった。にもかかわらず、何故か演技となると賢治相手では上手く出来ないのだった。

　―――心情面では、演技なんて殆どしていなかったものね………。

　技術面はともかく、感情面においては孝太郎相手なら自分の気持ちを素直に出すだけで良かった。しかし賢治相手では自分の気持ちを出すと感情と技術が捻じれてしまう。だから上手くいかない。実のところ、多くの人間が考えている晴海の人見知りと内気さは、この問題にはあまり影響を与えていないのだった。

「………さとみくんが、あおきしなら………よかったのにな………」

　そしてその事が、この世界の晴海にも気付かせてくれた。賢治が駄目なのではなく、孝太郎が良いのだと。つまり孝太郎こそが、自分の特別な人であるのだと。今までも気になっていたし、自分は孝太郎が好きなんだろうなと思ったりもしていた。だが彼女が間ま違ちがいないと確信に至ったのは、まさにこの瞬間であった。

「やっぱりひたすら練習するしかないのかなぁ………」

　晴海の気持ちを知らず、孝太郎は台本を片手にああでもないこうでもないと考えを巡めぐらせている。その必死な姿こそが晴海の心を惹ひきつけた訳なのだが、今の晴海にはそれが恨うらめしくもあった。

「………さとみくんのばか………」

「ふ～ん、苦労してるみたいね、桜庭さん」

　まるで晴海の小さな呟つぶやきに答えるかのように、三人目の人物の声が編み物研究会の部室に現れた。晴海が反射的にそちらを見ると、目の前に演劇部の部長の姿があった。

「ぶっ、部長さんっ!?　どうしてここにっ!?」

「どうしてって………そりゃあ桜庭さんの様子を見によ」

　そう言った演劇部の部長は、晴海に向かってにこにことやけに明るい顔で笑いかけていた。その様子から、晴海は自分の呟きを彼女に聞かれていたらしい事に気が付いた。

「どうやら随ずい分ぶんと複雑な悩みを抱えていらっしゃるようで」

　演劇部の部長はほんの一いつ瞬しゆんだけ孝太郎を見る。そして再び視線を晴海に戻し、意味ありげに微ほほ笑えむ。彼女が何を言いたいのかを悟さとった晴海は、カッと頬ほおを赤らめた。

「べっ、べつにそんなっ、大した事ではっ！　ただ、私の演技が下手で、困って………こまって………」

「ふ～ん、そうなんだ～」

　晴海の必死の言い訳も部長の表情を変えられない。部長はとても楽しそうだった。

「どうしたんですか、桜庭先輩も部長さんも」

　孝太郎は二人の間にある奇き妙みような空気には気付いたものの、それが何故起こっているのかという所までは気付いていない。不思議そうに二人を見つめていた。

「何でもないんですっ、何でもぉっ!!」

「そうそう、何でもないのよ。ただ二人で、青騎き士し役を賢けんちゃんから里見君に変えてみようかなって相談していただけで」

「ぶっ、部長さん何をっ!?」

「おっ、俺が青騎士をっ!?」

　晴海と孝太郎の悲鳴が綺き麗れいに揃そろう。演劇部の部長は、二人にとって爆ばく弾だんのような言葉をあっさりと言ってのけた。当然、ハイそうですかという事にはならなかった。

「部長さん、無む茶ちや言わないで下さいよ！　俺は兵士Ａでもいっぱいいっぱいなのに！　それに顔だってマッケンジーほど良くはないし！」

「里見君なりの青騎士でいいのよ、そこは。むしろ真ま面じ目めさや誠実さは賢ちゃんよりも出ると思うから。それにあなた相手なら、桜庭さんの演技も決まるしね」

「だからって乱暴過ぎます！　私一人の為に配役を変えるなんて！」

「あなたのあの演技を見た後で、あなたを変える気にはなれないわ。多分、他の出演者もね。つまるところ、優先度の問題だわ」

「それならこれから猛もう練れん習しゆうして―――」

「ストップ。ちょっと来て、桜庭さん」

　なおも言いい募つのろうとした晴海に待ったをかけ、演劇部の部長は部屋の隅すみに移動する。そして彼女はそこから晴海を手招きしていた。

「なんでしょうか？」

　不思議に思いながらも、晴海は一人でそこへ向かう。すると演劇部の部長は晴海の耳に口を寄せ、孝太郎に聞こえないように小声で囁ささやいた。

「………里見君が演技を覚えるのと、あなたが賢ちゃんを里見君以上に愛するようになるのと、どっちが可能性が高いと思う？」

　晴海のあの演技は、気持ちを偽いつわっていないからこそできる事。演劇部の部長は今日ここへ来た事で、問題の本質に気付いた。これは二年後の晴海の経験よりも数日早い出来事だった。

「そっ………」

　晴海は絶句する。同時にその顔が紅潮し、部屋の反対側にいる孝太郎からもはっきりとそれと分かるほどに真っ赤になっていた。

「………どっち？」

　その一言だけは、孝太郎の耳にも届いた。その声は優やさしげではあったが、同時に明めい瞭りように決断を迫せまる強さも備えていた。

「………ぜったい、えんぎを、おぼえて、もらうほうが、はや、い、です………」

「だったら、やるべき事があると思うんだけど？」

　演劇部の部長は晴海の肩かたに手を置くと、くるりと晴海の身体を半回転させる。

「………頑張って、桜庭さん………」

　部長は晴海の耳元でそう小声で囁いてから、彼女の背中を押す。すると晴海は数歩前へ歩き、孝太郎と間近で向かい合って止まる。相変わらず、晴海の顔は真っ赤だった。

「桜庭………先輩………？」

　孝太郎は晴海の様子がおかしい事には気付いていた。そしてその姿を見ていると、不思議と孝太郎の胸は高鳴る。普ふ段だんの晴海とは何かが決定的に違っている。それが何なのかは分からないが、吸い込まれるような感覚がして目が離はなせなかった。

「さ、さとみくんに、お、おねがいが………あるんですけれど………」

　顔を赤らめ軽く目を伏ふせた晴海は、絞しぼり出だすようにそう言った。言うべきか、言うべきでないか、頭では今も迷っている。しかし胸の奥で赤々と色いろ鮮あざやかに燃える何かが、言うべきでないという選せん択たく肢しを焼き尽つくした。だから晴海はここで顔を上げ、孝太郎を真まっ直すぐに見つめた。

「………なんで、しょう………？」

　孝太郎はその瞳ひとみに魅み入いられた様に立たち尽くしていた。今の晴海の姿、そしてその視線にはそれだけの強さがあった。そして同時に、孝太郎を全すべて包み込むような、あたたかな何かも。

「あの………わたしといっしょに、舞台へ上がってくれませんか？」

　晴海の声には強い意思の力が戻ってきていた。それはまるで台本の中にいるお姫様のように。この時、後方で様子を見ていた演劇部の部長は、自分の目に狂いはなかったと満足げに頷うなずいていた。

「里見君が青騎士をやってくれるなら………私、ちゃんと出来ると思うんです！」

　―――そう、そうなのよ！　よく頑張った私！

　そしてそれは二年後からやってきた晴海の気持ちとも重なるものだった。待っているばかりではいけない。時には踏ふみ出さねばならない。晴海が常々思っていた事を、別の世界の晴海もちゃんと理解していた。別の世界の別の運命にも慣れ始め、違和感が消えつつある今、二人の晴海の心はまるで一人の人間のようにシンクロし始めていた。

「………はい、俺で良ければ………」

　孝太郎にも思うところはある。演劇が向いていないのはもちろん、賢治の役を奪うばって主役の青騎士を務める事へも抵抗はあった。だがこの時の晴海の姿を見て、その声を聞いた瞬しゆん間かん、否定の言葉は何ど処こかへと消え去ってしまっていた。否定してはいけないと思ったのだ。それだけの強い想おもいが、目には見えない尊い何かが、そこにあるように感じられたから。そしてそれこそが恐らく、白銀の姫に必要なものであったからだった。










　孝太郎が青騎士役を務める事で、晴海の演技問題は一挙に解決した。だがその反面、晴海には一つ大きな問題が生じた。そして晴海はその問題に振ふり回まわされていた。

「………あぁ、私一体何やってるんだろう………」

　晴海は物もの陰かげから舞台上の孝太郎の姿を覗のぞいていた。この日は文化祭の前日。公演を翌日に控ひかえ、孝太郎はティアが持ち込んだ青騎士の鎧よろいを身に着けて、演技の最終調整を行っていた。今はティアの指導で剣けん術じゆつの型の練習の真っ最中。ティアの故郷の伝統的な剣術なので孝太郎にとっては馴な染じみのないものだが、今日まで繰くり返かえして来た練習のおかげで様になっていた。

「………これじゃあ子供と一いつ緒しよじゃない………ばかみたい………」

　堂々と近くで見ればいいのだろうが、今の晴海にはそれが出来ない。孝太郎への気持ちがはっきりしてしまったので、近くにいると胸が高鳴って落ち着かないのだ。むしろ演劇の時の方が、演技をする分だけ自分との違いが感じられて落ち着ける。今の晴海の胸の中では、白銀の姫にはあまり備わっていなかった、十代の普ふ通つうの少女の感情が出で鱈たら目めに騒さわいでいたのだ。

　晴海の奇き行こうは遠くから覗くだけに留とどまらない。晴海は常に孝太郎の姿を探しているし、孝太郎と話している時は頭が真っ白になってしばしば上の空になる。近くにいると落ち着かないが、姿が見えなくても頭の中は孝太郎でいっぱい。最近は勉強が手に付かなかったりと非常に困った事になっていた。

　―――自分の気持ちに気付くのが戦いの時じゃなかったら、私ってこういう感じになるのね………。

　そしてそれは二年後の晴海が経験しなかった事だった。二年後の晴海の場合は、大きな戦いに巻き込まれた事でこの辺りの事を一気に飛とび越してしまった。今目の前にあるのはまさにその飛び越してしまった部分。自分の気持ちははっきりしたのに、孝太郎の気持ちが自分に向いていると確信出来ないから、孝太郎の行動に一いつ喜き一いち憂ゆうし、近くにいると落ち着かなくなる。それはごく当たり前の、女の子の事情だった。

「そんなところで何をやっておるのじゃ、ハルミ？」

「ひゃいっ!?」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、晴海は素すっ頓とん狂きような声を上げる。孝太郎の演技を離れた場所から確かく認にんする為ために舞台を降りたティアが、晴海の存在に気付いたのだ。

「あっ、あのっ、もうすぐ前夜祭が始まるから、里見君を探しに来たんですけどっ、まだ練習中みたいだったから邪じや魔ましたらいけないなぁって！」

　実は晴海がここにいるのは、孝太郎を文化祭の前夜祭に誘さそう為だった。女の子の事情により、一緒に前夜祭に参加したかったのだ。しかしいざ孝太郎を目の前にすると勇気が出ず、隠れて様子を窺うかがっていたのだった。

「そなたも当事者なのじゃから一緒に見ればよかろう。何を遠えん慮りよしておるのじゃ」

「いっ、いいですっ、いいですからぁっ！」

　この世界の晴海はまるで悪事がバレたゆりかのように抵抗したが、力ではティアにはまるで敵かなわない。晴海はおたおたしながら、孝太郎の前まで引ひき摺ずり出されていった。

「………あれ、桜庭先輩来てらしたんですか？」

「どうやらそなたを前夜祭に誘いに来たようじゃぞ」

「いっ、いいですいいですっ、まだ練習みたいだったから、帰ろうかなって、思ってたところですからぁっ！」

　本当は出たくても出られなかっただけで、今も正直いっぱいいっぱいだった。頭の中がカッカして考えも上手く纏まとまらない。自分の感情に振り回されているだけでも大変なのに、急に孝太郎のところまで連れ出されてしまった事でそこに拍はく車しやがかかっている。今の晴海はいかにこの場から逃にげようかと必死だった。

「という事らしいから、練習はここまでじゃ。ハルミの相手をしてやるがよい」

「良いのか？」

「代わりに明日は朝練じゃ」

「厳しいなあ………」

「当り前じゃ！　原作者じゃぞ！　………さてと、わらわも前夜祭へ行こうかのう」

「ああっ、ティアミリスさんっ!?」

「それじゃあ本番でのう、ハルミ」

「ま、待ってくださいっ、ここに一人で残されても困りますぅっ!!」

　晴海の言葉を聞き流し、ティアは軽く手を振って体育館を出ていく。外からは既に前夜祭の音楽が聞こえてきている。生徒達たちの興奮した声も。ティアは晴海を一人後に残し、自らも雑然とした前夜祭に飛び込んでいった。

「………あ、ああ………死んでしまう………私きっと、ここで心臓が爆ばく発はつして、死んでしまいます………」

　ティアを追うように伸のばした手が空むなしい。晴海は今すぐにでもここから逃げ出したかった。だが、同時に絶対に逃げ出したくなかった。どうしたらいいか分からないが、孝太郎から逃げるのだけは駄目だと分かっていたのだ。

　―――分かります、とてもよく分かります………この時点で心底好きになってしまっていたら、仕方がないですよね………。

　二年後から来た晴海は未知の状況に胸を高鳴らせながらも、当事者ではない分だけ幾いくらか落ち着いていた。そして自分もこうだったら同じだったろうなと夢想する。この事を感じられただけでも、晴海はここへ来て本当に良かったと感じていた。

　―――でも………。

　晴海には少しばかり気になっている事があった。この世界の晴海と孝太郎の関係が進むにつれて、それが僅わずかずつ目に付くようになってきていた。

「あれ？　ティアはどうしたんですか？」

「先に、ぜ、前夜祭へ行くとおっしゃって………」

「本当だ、もう音楽が鳴っていますね」

「ダンス………ミュージック、ですね………」

「折角ですから踊おどりますか、桜庭先輩」

「ええっ!?」

「私は生まれも育ちも無骨な田舎いなか騎き士しなれば、皇女殿でん下かのお相手には相応ふさわしくないかもしれませんが」

「………さ、さとみくん………えっと………こう見えてもわたくしは北マスティルの山野を駆かけ回って育ったのですよ？　十分に田舎娘むすめの素養はあります」

　ここでのダンスは、本来ティアと孝太郎が躍おどる筈だった。そしてティアと孝太郎の関係を強めるきっかけとなる。だがその機会を晴海が奪ってしまっていた。だから二年後からやってきた晴海は、その部分が少しだけ引っかかっていた。










　文化祭での公演は大成功で終わった。特に絶賛されたのは晴海が演じるアライア皇女が青騎士と共に収しゆう穫かく祭さいへ赴おもむくシーンで、皇女と騎士のもどかしい感情のやりとりが女性客の心を鷲わし掴づかみにした。男性客も健けな気げなアライア皇女に心奪われ、あんな恋こい人びとがいたらと思わずにはいられなかった。演劇の高評価は総じて晴海に集中しており、その愛らしい外見や圧あつ倒とう的てきな演技力に対する手放しの誉ほめ言葉が各方面から届いていた。もちろん、晴海が全く演技をしていなかったという事実は彼かの女じよだけの秘密だ。確かに台詞せりふは台本通りなのだが、そこへ乗せている気持ちの方はあくまで晴海自身のもの。ただ本気で、青騎士ではなくその役を務める孝太郎に、愛情を注いでいただけなのだ。言ってみればアライア皇女役は免めん罪ざい符ふであり、何度も繰り返し告白の練習をしていたに等しかった。

　そしてこのアライア皇女役が高く評価された事で、晴海は自分が孝太郎へ向ける感情が間違いないく一人の男性へ向ける思し慕ぼの感情だと客観視する事が出来た。しかも特別な運命がもたらしたものなのだと。この認にん識しきは、晴海の感情を強く後押しした。だから彼女は思った。

「このままでは、まずいわ………」

　晴海は自室のベッドに身体を投げ出した状態で、そんな言葉を呟いた。その晴海にしては低い声の呟きには、深い懊おう悩のうが滲にじんでいる。今の晴海は孝太郎の傍そばにいると感情が空回りしてしまう。孝太郎に青騎士役をお願いした時からその傾けい向こうはあったのだが、演劇の本番を経てそれがもっと酷ひどくなっていたのだ。これはやはり、自分の感情を客観視出来てしまった事が原因だった。今の晴海は、自分の心のバランスがおかしくなっていて奇行を繰り返している自覚があり、孝太郎に変な女だと思われてやしないかと真しん剣けんに悩んでいる。早々に解決せねば奇行が関係を崩ほう壊かいさせかねないだろうからだった。

　―――私もそう思います。この不安定な状態で放置しては大変な事になってしまう。難しいかもしれないけれど、ちゃんとしなくちゃ………。

　そんな晴海を見守るもう一人の晴海も同じ意見だった。この世界の晴海と孝太郎の関係は、見守る晴海のそれよりも感情だけが大きく先行しているように見えた。見守っている方の晴海の場合は、大きな事件が先行して感情が追従する形だったから、感情にもある程度の方向性が与えられて混乱は生じなかった。しかし目の前で展開されているものは違ちがう。方向性が示されぬまま感情だけが高まってコントロールを失いつつあった。それが関係そのものに悪あく影えい響きようを与えてしまう前に決着を付けるべきだと、二年後の晴海も考えている。また同時にこの世界の晴海の行く末が心配でならない。文字通り、我わが事のように心配していた。

「………里見君に、ちゃんと、きもち、つたえないと………このままだと心がおかしくなるか、本当に心臓が爆発する………」

　晴海はベッドの上で溜め息をつく。晴海は学校で一人になると常に孝太郎の姿を捜さがしているし、部室に孝太郎がいない時に普ふ段だん孝太郎が座すわっている椅い子すをじっと見つめている事もある。また自宅に孝太郎が遊びに来る想定で一人芝しば居いをやった事さえあった。そうした行動は今はまだ節度が守られ、女の子の可愛かわいらしい行動の枠わくの中に納まっているが、今後もそうである保証はない。だから二人の晴海は共に、想いが募って枠から外れた行動を取り始める前に、きちんと気持ちを伝えるべきだと思っている。孝太郎に嫌きらわれてからでは遅おそいのだった。

「………まずは電話、電話しないと………でも、この時間で大だい丈じよう夫ぶかな？　遅いから里見君に何か勘違いを………あ、そっか、この場合、それは勘違いじゃないのか………」

　そんな訳で晴海は先ほどから自宅のベッドに座り、愛用のスマートフォンを手にしたり置いたり、立って部屋を歩き回ったり、戻ってきてクッションを抱かかえてベッドをごろごろ転がったりといった行動を繰り返している。やるべき事は明らかなのだが、元来の内気で人見知りな性格が顔を出し、その行動を阻はばんでいた。

「………里見君が電話に出たら、さ、さりげない感じで………さりげない感じって、どうやるんだっけ………？　それ以前にクリスマス・イブに会いたいなんて言ったら、露ろ骨こつ過ぎないかなぁ………？　はぅぅぅっ！」

　ぼふぼふ

　悩なやめる晴海はベッドに身体を投げ出し、枕まくらに顔を埋うずめる。まだ電話もかけていないというのに、晴海は顔といい首といい、真っ赤に染まっていた。にもかかわらず何度孝太郎の連れん絡らく先さきを呼び出しても、通話の表示にタッチする事が出来ない。その間もどんどん時間が流れ、時計の針は深夜に近付いていく。それは電話をするには意味ありげな時間になってしまうという事であり、晴海を更さらに追おい詰つめていった。

　ぴんぴろぽろぴん

「きゃああぁあぁぁっ!?」

　長い間そんな状態であったから、手の中でスマートフォンがオルゴールの音色を奏かなで始めた時には、晴海は驚おどろいてスマートフォンを取り落とした。そのオルゴールは晴海が大好きな曲で、ある特定の人物から電話がかかって来た時にだけ鳴るよう設定されたものだった。

「さっ、さとっ、さとととっ!!」

　晴海は大おお慌あわてでベッドの上に落ちたスマートフォンを拾い上げた。その画面に表示されているのは『さとみくん』の文字と、雪の結けつ晶しようや青い星で飾かざられた孝太郎の横顔の写真。それで改めて電話の主を確認した瞬間、晴海はこれまで長々と触ふれる事を躊躇ためらっていた通話の表示に大慌ててタッチした。この時の晴海には、まるでそこに触れねば死んでしまうというくらいの勢いがあった。
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『もしもし、孝―――』

「はっ、はるみですっ！」

　そんな晴海だったから返答する声は裏返り、孝太郎の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎってしまった。そんな晴海らしからぬ反応に驚いた孝太郎は、電話の向こうで心配になっていた。

『先輩、もしかしてタイミング悪かったですか？　時間も遅いし………』

　晴海の事情を全く知らない孝太郎なので、何かの用事の最中に電話をかけてしまい、晴海を慌あわてさせたのではないかと思ったのだ。また幾ら部の先輩であっても、女性に電話をかけるには少し遅い時間であったので、その意味でも良くなかったのではないかという危惧があった。

「違うんですっ、全然そんな事は無くてっ、電話をかけようとしたタイミングで里見君からかかって来たから、びっくりしちゃっただけです！」

　晴海が驚いたのは百パーセント晴海側の事情による。孝太郎が申し訳なさそうにしているのは本意ではない。晴海は焦あせっていた。

『そうでしたか。じゃあ俺の用件は明日にでもかけ直します。電話を切りますから、先輩はその人にかけてください。おやす―――』

　孝太郎は晴海が自分に電話をかけようとしていたとは思わず、素す直なおに誰だれかに用事があるのだろうと思った。だから引き下がって仕切り直そうと思った訳なのだが、もちろん晴海はそんな事は望んでいなかった。

「待って待って、さとみくんっ、お願い切らないでっ！」

　ここで孝太郎に切られてはまた同じ事の繰り返しになる。晴海は必死に呼び止めた。

『桜庭先輩？』

「私が電話しようとしたのはっ、さとみくんなのっ！」

『そうだったんですか』

「はぁ………」

　幸い孝太郎は電話を切らないでくれた。晴海は大きく安あん堵どの息をつく。これは見守っている晴海もそうで、眠ねむっている身体の方は間違いなく安堵の息をついているだろうと感じていた。

『それにしても、同時にかけようとしていたなんて凄すごい偶ぐう然ぜんですね』

　晴海の方は長時間電話を握にぎったままジタバタしていたので偶然でも何でもないのだが、孝太郎はそういう事情を知る由よしもない。偶然双そう方ほうがほぼ同時に電話をかけようとしていたのだと感心していた。

「私もびっくりしました………」

　晴海はこの偶然と孝太郎に感謝していた。もし孝太郎がかけてきてくれなかったら、果たして自分は電話が出来たのかどうか。それを思うと、孝太郎と幸運に感謝するべきだと思うのだった。

『それで、桜庭先輩のご用件は？』

「それは………」

　孝太郎の言葉で、晴海の心臓が早はや鐘がねのように打ち鳴らされる。驚きで忘れていた、少し前までの動どう揺ようが一気に心の中に戻ってきていた。晴海はその、気を抜ぬくと暴走しかねない感情を必死に抑おさえ込みながら、鏡台を覗き込んで前まえ髪がみの状態を確認する。相手は電話の向こうなのでそんな必要はないのだが、外見を整える事で勇気を捻ひねり出したい女の子としての都合だった。

「あの………えと………」

　しかしそれでも、いざ話を切り出すとなると躊ちゆう躇ちよしないではいられない。良くも悪くも自分達の関係を変えようという試みなのだから、それも仕方のない事だろう。

　―――まだ告白じゃない、告白じゃないんだから………。

　二人の晴海の心の声が重なり合う。この世界の晴海はそうする事で自分を鼓こ舞ぶし、見守る晴海は必死に頑張るもう一人の自分の健けん闘とうを願う。この時の二人の思いは完全に重なっていた。

『どうしました、桜庭先輩？』

「あ、あのね、さとみくん………その、二十四日に、会えないかな？　会って、直接話したい事があって………」

　なけなしの勇気を振り絞り、遂ついに晴海はその言葉を口にした。それを口にする時、胸は高鳴り、その中で愛情と不安とが渦うずを巻いていた。そしてそれは今も続いている。孝太郎が答えを口にするまでは何秒もないだろう。だがその僅かな時間が、晴海には何十倍にも感じられている。それだけ重い意味を持った問いかけなのだった。

　―――里見君、お願いっ!!

　見守っている方の晴海も同じ気持ちだった。もはや完全に未知の領域に突とつ入にゆうしており、晴海にはこの先の展開が予想出来ない。だからもう一人の晴海と同じように、孝太郎が首を縦に振ってくれる事を必死に祈いのっていた。

『構いませんよ。俺にも先せん輩ぱいにお会いして話したい事があったので』

「あっ………」

　孝太郎が肯こう定ていの意思を示した瞬間、晴海の全身から力が抜けた。そして深い安堵の気持ちが胸を満たす。力が抜けた晴海はベッドに倒たおれ込みそうになったが、その寸前で踏み留とどまる。まだ電話は終わっていないのだ。

「ありがとう、里見君！　それじゃあ、二十四日に！」

『分かりました。放課後に部室で構いませんか？』

「はいっ、それでお願いします！」

　こうして晴海は十二月二十四日の放課後に孝太郎と会う約束を取りつけた。その日は冬休みを目前に控えた、最後の授業日。そしてそれは晴海にとって、間違いなく人生最大と言える決戦の日となったのだった。










　その日の準備は数日前から始まっていた。髪かみや肌はだのお手入れはもちろん、制服のクリーニングや当日の下着の選定―――もちろん見せる予定はないのだが―――など、女の子の決戦にはどれ一つとってもいい加減には出来ない準備項こう目もくが山のようにあった。晴海はそれを、航空機の離り陸りく前の安全チェックにも似た慎しん重ちようさで、一つずつ準備していった。だから当日の晴海を見た女の子は、その姿から何事かを感じ取っただろう。誰にでも一度や二度経験がある事なのだ。無論、その事に孝太郎が気付くかどうかは、また別の問題であったのだが。しかし晴海はそれでも構わないと思っている。必要なのはそうする事で自分に自信を付ける事。問題の重要性を思えば、どうしても必要な事だった。

　―――必要な事はやった。後は里見君が来るのを待つだけ………。

　展開は違っても、やはり自分自身。見守っている晴海には、もう一人の晴海の気持ちが痛いほど良く分かった。男の子に気持ちを明かす事など、初めての体験だ。もし自分が同じ立場に立ったなら、やはり同じように多くの準備に時間を費やしただろうと思うのだ。しかしそれだけの準備をしても、部室で孝太郎を待つ晴海は不安そうにしている。見守っている方の晴海も気持ちは同じだった。

　コンコン

「………はーい！」

　そのせいか、部室のドアがノックされた時、晴海の返事は僅かに遅おくれた。そして彼女は席を立ち、自らの姿を再チェックする。問題はない。晴海はかつてないくらい、女の子らしい姿になっている筈はずだった。

「里見です、入りまーす」

「………こんにちは、里見君」

　晴海は小さく息を呑のんでから、入ってきた孝太郎に笑いかけた。表情は硬かたくないだろうか、声は震ふるえていないだろうか、心配は募る。だがもはややり直しは効かない。後はやり遂とげるのみだった。

「今日はあったかくて良かったですねー。ここ数日、部室が冷蔵庫みたいでしたから」

「………私は寒いのが苦手です。ずっと暖だん房ぼうを全力で働かせていました」

　晴海は本題を切り出すタイミングを逸いつした。孝太郎がここ数日の話をしたのだから、その流れで今日の話を始めれば良かったのだ。だが焦る晴海はその機会を見み逃のがし、関係ない暖房の話を始めてしまった。そしてその直後に機会を見逃した事に気付き、なおの事焦りが募った。

　―――諦あきらめちゃ駄だ目め、またチャンスは巡ってくるわ！

　それは晴海の心の声であったのか、それとも見守る晴海の呟きだったのか。あるいはその両方かもしれない。今や二人の心は一つだった。

「俺おれもあったかい方が良いですけれど、冬のスポーツもやる関係で、寒い方が良いと思う日もあります」

「冬のスポーツ………スキーとかスケートとか、ボブスレーとかですか？」

「そんなところです。まあ、ボブスレーはやりませんけど。ははははっ」

　孝太郎は笑う。冬のスポーツと言われてスノーボードではなく、ボブスレーが出てくる晴海の発想が面おも白しろかったのだ。

「………ふにゅぅ………」

　孝太郎が笑った事で、晴海は顔を真っ赤に染めた。同時に溜ため息いきが鼻を抜けて、変な声が漏もれてしまう。決して場を和なごませたいのではない。やるべき事は他にある。晴海は更に焦っていた。

「でもまあ、この研究会の目的からするとあったかい方が良いのは確かですね」

「そうですね、編み物は身体を動かしませんから」

　晴海は焦る気持ちを押おし殺ころし、必死に話題の修正を試みていた。晴海の今日の目的となる話題に、無理なく繋つながるように。内容が内容なので、強ごう引いんに話の流れを切って始めるのは避さけたかったのだ。だがそれがなかなか上う手まくいかない。孝太郎に笑いかける笑え顔がおの裏で、晴海はもどかしい気持ちでいっぱいだった。

「実はその編み物に絡からんでの話なんですが………」

　そんな状態であったから、話を切り出したのは孝太郎の方が先だった。晴海はここへ来て初めて、孝太郎も話があると言っていた事を思い出した。

「は、はい………」

　晴海は思わず目を伏せ、顔を赤らめる。自分の事ばっかりになっていた事が恥はずかしかったのだ。

「大分前に一度お話ししたと思うんですが………うちには母さんの形見の編みかけのセーターがあるんです」

　対する孝太郎はいつになく真剣だった。まるでスポーツの試合でも始まるかのような真剣さで、真っ直ぐに晴海を見つめている。そしてその真剣な眼まな差ざしと声とが、少しずつ晴海の気持ちを落ち着かせていった。

「確か、いずれ完成させたいと仰おつしやっていましたね」

「はい。あの時は途中までしか話していなかったんですが、この先の事を思うと、先輩にはちゃんとお話ししておくべきだと思ったので」

　女の子としての感情に振り回されていた晴海とは違って、孝太郎の話は至し極ごくまともだった。その事に気付いて情けなくなった晴海は、結果的に普段の彼女の調子を取とり戻もどしていた。彼女は自分の椅子に座り直すと、気持ちを整えて聞く態勢に入る。この話をいい加減に聞く自分はとても嫌いやだった。

「実は………母さんが死んだ理由は俺なんです。不注意で道路に出て、車に轢ひかれそうになって………それに気付いた母さんが俺を助けて、代わりに轢かれたんです」

「そうだったんですか………」

　晴海の目には涙なみだが滲んでいた。彼女は孝太郎の話を我が事のように悲しんでいる。それを感じて、孝太郎は自分の考えに間違いはなかったと改めて思った。

「それで俺と親おや父じの関係がこじれていた時期があって。俺も親父も、まだ上手く気持ちの整理がついていないんです」

「………」

　晴海は言葉には出さなかったが、以前この話を聞いた時には、孝太郎自身の事には言げん及きゆうされていなかった事を思い出していた。セーターの完成は父親の為だけでなく、孝太郎自身の為にも必要だったのだ。

　―――里見君がこの話を今してくれたって事は、もしかして………？

　二年後から来た晴海は、孝太郎の言葉の意味をもう一歩深く理解していた。孝太郎にとってこの話題は簡単に出せるものではない。他人には一番見せたくない部分である筈なのだ。

「だからセーターを完成させて、俺と親父の気持ちの整理を付けたいんです。親父には良い人が居るみたいなんですが、再さい婚こんには踏み出せないみたいで」

「まだお母様を愛してらっしゃるんですね」

「はい。でも、このままでは誰にとっても良くないと思うんです。母さんの事があってから、俺もぎりぎりのところで他人を受け入れないようなところがあるようだし」

「里見君………」

　孝太郎は全てを正直に打ち明けていた。話の内容はこの世界の晴海にとっては驚くような事ばかりだったが、打ち明けてくれた事は嬉うれしかった。必要とされているのだと、感じる事が出来たから。だから晴海は涙の滲んだ笑顔で大きく頷いた。

「………分かりました、改めて協力させて頂きます。里見君がセーターを完成させられるように………」

　孝太郎が辛つらい気持ちを明かし、助けを求めている。晴海にはそれを断る選せん択たくはない。全力で助けるつもりだった。何な故ぜなら晴海は、孝太郎が好きなのだから。

「ありがとうございます。だ、だからという訳ではないんですが………その………」

　するとここで孝太郎の言葉は急に歯切れが悪くなった。表情も困ったようなものに変わり、どことなく照れくさそうな印象がある。そして晴海の顔をちらりと見てから何度も躊躇い、その後でようやく続きを口にした。

「先輩は、来年三年生になって、再来年には卒業してしまいますけど………その後も、ずっと会ってくれると、助かるんですが」

　この時の孝太郎の姿は、どちらかと言えば先さき程ほどまでの動揺する晴海の姿に似ていた。

　―――里見君、それって………。

　だがその事に気付いているのは、二人を見守っている晴海だけだった。だから見守る晴海の胸も高鳴っていた。

「ずっとって、どのくらいですか？」

「ずっとは………そのぉ、ずっとです」

「セーターが完成するまでですか？」

　セーターがここからの一年余りで完成しなかった場合、晴海が会ってくれなければ完成しなくなる―――この世界の晴海は自然とそう考えた。しかし孝太郎は軽く首を横に振った。

「それはわりとすぐじゃないかと」

「じゃあ、どのぐらい？」

「桜庭先輩が、俺の事がどうでもよくなるまで………かなぁ？」

　孝太郎は晴海から目を反らし、地面を見つめながら絞り出すようにそう答えた。

　―――里見君、手が震えてる………必死なんだ………。

　二人の晴海はそれに気付く。そう、孝太郎もまた、この日が決戦の日だったのだ。

「それは………だいぶずっとですね………」

　晴海が孝太郎をどうでも良いと考えるようになるのは、多分相当先の事だ。何十年か、あるいは百年以上か。先に死んでしまっている可能性の方が高いだろう。つまり孝太郎が言う『ずっと』は、事実上永遠に等しい。それを男の子が女の子に求める意味。それを考えた時、晴海は悟さとった。その言葉に込められた、非常に非常に遠回りな感情を。

「でも、どうして？」

　しかし晴海は悟ってなお、確かめたかった。それは晴海の弱さであり、同時に女の子の都合でもある。きちんと明確に示して欲ほしいのだ。それを馬ば鹿かみたいに『ずっと』信じていられるように。

「い、言わないとダメですか？」

　そこを誤ご魔ま化かしたいのが孝太郎の弱さ、そして男の子の都合だろう。直接言わなくても分かって欲しいのだ。共に『ずっと』生きていきたい相手なのだから。

「言ってくれたら、私もちゃんと言いますから………だから………」

　晴海は胸の前で両手を組み、祈るようにして孝太郎を見つめている。その姿からは真しん摯しな想いが溢あふれている。それは鈍どん感かんと言われる事が多い孝太郎にも、しっかりと伝わっていた。

「今、お互たがいの意図がはっきり確認されたような気がするんですがっ！」

「それでも言って！　お願い里見君！」

　孝太郎は迷い始めた。心の深いところにある葛かつ藤とうが消えた訳ではない。しかし晴海が言う事も分かるのだ。女の子としてははっきりして欲しい部分だろうし、またその逆に孝太郎が向かい合うべき問題の本質でもあった。

「ぐぅ………」

「がんばって、さとみくん………」

　それから孝太郎はしばらく悩み、そして席を立って何度か部屋を往復した後、ようやく決断した。やはり放置はできない。これをそのままにしてしまえば、晴海を都合よく利用するに等しい。それは孝太郎にとっても本意ではなかった。

「俺は桜庭先輩が好きです！」

　そのたった一言が、この十年間孝太郎の口から出て来てくれなかった。しかし遂に孝太郎は決断に至った。そう出来たのは、やはりこの世界の特とく殊しゆ性せいゆえだろう。関係の構築の早さ、そしてタイミングの妙みよう。この世界では右手首の怪け我がのせいで関係の構築が早く、また孝太郎の感情が晴海に偏かたよった状態でこの時を迎むかえていた。だから可能だった。

　それに対して二年後の世界から来た晴海の場合は、関係の成熟がこのタイミングに間に合わなかった。そして関係の成熟を待たずに孝太郎がタイムスリップしてしまい、運命の歯車が動き出してしまう。

　結果的に見て、孝太郎が普通の男の子として晴海と向かい合うには、右手首の怪我のような関係を早める要素が必ひつ須すだった、という事になるのだろう。

「私も里見君が大好きです！」

　だが当事者の二人はそんな事は知る由もなく、ごく当たり前に、自然に互いの気持ちを確かめ合った。しかしそれでいいのだ。今の二人に必要なのは、ただ目の前の相手を見つめる事。自分の一番大切な人の存在を、感じる事だった。

「ただ………俺、どうやらぎりぎりのところで他人を追い払はらう性しよう分ぶんみたいだから、反射的に先輩を傷付けるような事を言ったりしたりするかもしれません。でも本気じゃないんです。ダメだと分かってるし、本気はそのぉ、さっき言ったような感じなので………」

　そして自身の欠点を認め、受け入れる事。相手にちゃんと伝える事。独善的な考えにならないように。いざという時に、支え合えるように。

「分かっています。私はそれを赦ゆるせる女の子になります」

「ご迷めい惑わくをおかけします」

「逆に私は身体が弱いですから、時々その、里見君のご要望に応こたえられない時があるかもしれません。でも本音はその………何でも一緒にやってみたいんです………」

「俺は先輩の身体の都合に文句が言えるほど………ええと、だから、そこはお互い様さまという事にしませんか？」

「そうですね、私もそれが良いと思います」

　幸いな事に、孝太郎も晴海も互いの欠点を受け入れ、赦す事が出来た。だから二人の関係はここから正しく進んでいくだろう。もちろん時にはぶつかり合う事もあるだろう。それでも二人はきっと、赦し合えるだろうから。

「はぁ～～～、上手くいった………」

「よかったぁ………」

　ここで孝太郎と晴海の間にある空気が緩ゆるんだ。ここまでは必死だったので、体中に力が入っていて疲つかれてしまっていた。だから二人はそのまま部室の椅子に腰こしかけ、ぐったりと身体を預ける。しかしその瞳ひとみはきちんとお互いに向けられていた。

「それにしても、話が終わってみると、馬ば鹿かみたいですね？」

「無む駄だに緊きん張ちようしましたよね、私も里見君も。お互い好きなのに」

「今は随ずい分ぶん話し易やすくなりました」

「ハッキリさせて良かったでしょう？　ふふふ」

「まったくです。あははははっ」

　やがて二人は一いつ緒しよになって笑い始める。お互いにやるべき事は全すべてやったという確信があった。後は馬鹿話をしていて良い筈だった。

　―――よかったね、二人とも………本当に良かった………。

　泣いていたのは一人だけ。二人の様子を見守っていた、もう一人の晴海。だが泣いているといっても嬉しくて泣いているので、大きくは笑っていると考えていいのだろう。

「ところで桜庭先輩、先輩のご用件は何だったんですか？」

「ふふふっ、分かりませんか？」

「来年の演劇とか、この研究会の話ですか？」

「ほら、だからはっきり言った方が良いって言ったんですよ。勘かん違ちがいするから」

「じゃあ、これもはっきり言って下さい」

「私も里見君に好きだって言おうと思っていたんです。でも勇気を出そうとしているうちに、里見君に先に言われちゃったんです」

「つまり勇気に関しては俺の勝ちですね」

「それで構いません。愛情では勝てると思うので」

「そう思いますんで、差分は物で補おうと思っています」

「どういう事ですか？」

「これです、これ」

「マフラー？」

「俺が練習でずっと編んでた編み地をマフラーにしてみたんです。まぁ………ちょっと長いですけど」

　孝太郎は晴海の首にマフラーを巻き付けていく。

「ふふ、大分長いですよ、これ………ふふふ………」

「やっぱり余るよなー、あはははははっ」

　だがそのマフラーは明らかに長過ぎで、晴海の首に何周か巻いてもなお余った。しかし晴海は嬉しそうだった。巻き切れなかった部分を手に、孝太郎に笑いかける。

「大丈夫、こうやって残りは里見君が巻けばいいんです」

　晴海はマフラーの余った部分を孝太郎に巻き付けていく。すると晴海と孝太郎の首が一つのマフラーで繋がった。二人の椅子が少し離はなれていても、長さは十分だった。

「これでよし、っと」

「………先輩、こうやってるとものすごく恥ずかしいんですけれど」

「こんなの序の口ですよ」

「本当に？」

「もちろん。だから慣れて下さいね、私の騎き士し様」

「その言い方もすごく恥ずかしいです」

「知ってます、わざとやったんです」

　孝太郎と晴海は幸せそうだった。それを見守っているもう一人の晴海も、見ているだけで幸せな気持ちになれるほどだった。だがその反面、気になる事もあった。

　―――私の里見君は、あのマフラーをティアミリスさん達にもあげた筈………それがこの世界では全部私のところに来てしまっている………。

　それはマフラーの長さだった。二年後の晴海の経験では、マフラーはもっと短く適切な長さだった。何故なら孝太郎はマフラーを晴海だけでなく、ティアやゆりか達たちにもプレゼントしていたからだ。それが全て晴海に来てしまっている。晴海はその事が気になっているのだった。










　二人で初はつ詣もうでに行きたい、そう言ったのは晴海の方だった。関係が大きく変わってから迎える初めての新年なので、ちゃんと初詣をして良い年にしたいというのだ。それは孝太郎も賛成だったが、続く早朝からという希望は却きやつ下かした。晴海の身体を思いやって、なるべく太陽が高くなってから出るべきだと反論したのだった。

「里見君は私を大事にし過ぎだと思うの。ちょっとぐらい寒くても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　時刻は午前十一時。天気にも恵めぐまれ、予報によればこの時間から気温が十度を超こえるという。それを参考に、孝太郎はこの時間に初詣に出発すると決めた。だがこの孝太郎の決定は、晴海には多少不満だった。おかげでちょっと膨ふくれっ面つらの晴海だった。

「俺は大事なもの、特にバットやグローブなんかはピカピカにしておく派です。それが桜庭先輩なら、ピカピカ程度では困ります」

「私ってバットやグローブより上ですか？」

　晴海の頬ほおから空気が抜ける。孝太郎にとって野球が特別なものである事は、晴海も良く知っている。だからこう言われると晴海も悪い気はしなかった。

「当り前じゃないですか」

「じゃあ許し―――だめだめ、許しません」

　晴海は意図的に頬を膨らませる。気持ちとしてはもう許しているのだが、晴海の女の子の部分がもうちょっと許すなと主張していた。折せつ角かく出来た特別な相手に、もうしばらく甘あまえたかったのだ。

「そうは言っても、ちゃんと午前中から先輩の所へ行ったじゃないですか」

　早朝からの初詣を却下した代わりに、孝太郎は九時過ぎには桜庭家を訪おとずれていた。きちんと晴海の両親に挨あい拶さつをし、親しくして貰もらっていると告げた。すると娘むすめが連れてきた初めてのボーイフレンドという事で歓かん待たいを受けた。実は晴海の両親は、晴海の身体が弱いせいで人生を損していると思っていたので、彼女に自由な生き方を望んでいた。晴海が席を外した時に、彼かれらはそれをそっと孝太郎に教えてくれていた。

「お父さんとお母さんが、里見君にお酒を飲ませようとするのを止めるの大変だったんだから」

「酒はともかく、歓かん迎げいして貰えてよかったです」

「それにしても………お父さんもお母さんも、なんであんなに喜んだのかしら。友達が訪ねてくる事ぐらい、これまで何度もあったのに………」

「………ただの友達じゃないって、バレてたんじゃないですか？　だってホラ、今日って新年早々ですし」

「そうでしょうか………でも、た、確かに新年早々に男の子が訪ねてくるのは、初めてだったかも………」

　晴海は両手を頬に当てるようにして軽く俯うつむく。そうしていないと孝太郎に照れている事がバレてしまうからだ。冷静になって考えてみると、形式としては両親に交際相手を紹しよう介かいした事になる。両親は孝太郎をそういう目で見ていたから上じよう機き嫌げんだったのだ。そう思うと急に恥ずかしくなってくる晴海だった。
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「そうなると俺、ちゃんとしないと桜庭先輩のご両親に殺されますね」

「………この時間で正解だったかもしれませんね」

「やっと許してくれましたか」

「許してはいたんですよ。ちょっと、我がまま言ってみたかっただけで………」

「知ってます。ちょっと楽しかったです。あははっ」

「ふふふっ」

　晴海は顔を上げ、孝太郎に笑いかける。孝太郎もそれに倣ならう。そうして二人がひとしきり笑いあった時、二人の間を冷たい風が通とおり抜けていった。

「予報で気温が上がると言っていても、風は冷たいですね。先輩、寒くないですか？」

「寒いです」

　晴海はそう即そく答とうした。しかしどういう訳か、彼かの女じよはにこにこと笑ったまま、孝太郎を見上げていた。

「じゃあ俺のマフラーを―――」

　孝太郎は自然と自分のマフラーを晴海に渡わたそうと考えたのだが、その直前で晴海の瞳の奥おくにある不思議な光に気付いた。それは冗じよう談だんと愛情が混じり合った独特の光。つい一週間ほど前から彼女が見せてくれるようになった輝かがやきだった。

「―――あー、えーと………」

　孝太郎はその光を覗のぞき込みながら、しばらく頭の中でああでもないこうでもないと考えを巡めぐらせる。そして幾いくつか思い付いた候補から一つを選ぼうとした時、ほんの一いつ瞬しゆん、良くない考えが脳のう裏りを過よぎった。

　―――いかんいかん………悪い癖くせだぞ………。

　孝太郎は自分の頭をゴンゴンと拳こぶしで殴なぐりつけた後、その良くない考えを放ほう棄きし、真逆の結論を選んだ。それは一週間前の孝太郎なら選ばなかった筈のものだった。

「………」

　孝太郎は頭を掻かいて小さく微ほほ笑えむと、無言で右手を差し出す。すると晴海は迷わずその手を取り、これまで以上に嬉しそうに微笑んだ。

「ふふふっ、これで寒くなくなりました」

「俺は何だか暑くなってきました」

　晴海は嬉しそうに孝太郎に身体を寄せた。そして晴海の手の指は、孝太郎の指としっかりと絡み合あう。その孝太郎は空いている方の手でひらひらと顔を仰あおいだ。嫌ではないのだが、慣れないので照てれ臭くさかった。

　―――よかったなぁ………本当によかった………。

　見守っている方の晴海は、そんな二人の姿に目を潤うるませていた。クリスマスを経て、新たな関係に至った二人。その距きよ離り感はかつてないほど近くなっている。心の距離感だけでなく、今のように物理的な距離感も。そんな二人の姿は、もう一人の晴海にとっても嬉しいものだ。それは彼女自身と彼女の孝太郎にも、同じように出来るという希望に繋がるからだった。










　初詣を済ませた二人は、繁はん華か街がいの方へ足を向けていた。そこで二人でゆっくり昼食を取ろうというのだ。それが済んだら孝太郎は晴海を彼女の家へ送り届ける予定だが、晴海はそこで孝太郎が再び両親に捕つかまるだろうと思っている。思っているが、それを今、言うつもりはなかった。言うと孝太郎が捕まらないだろうからだった。

「何がおかしいんですか？」
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　微笑んでいる晴海に気付き、孝太郎が首を傾かしげる。

「大した事じゃないんですけど、自分があんな願がん掛かけをした事がおかしくて」

　孝太郎が晴海の両親に捕まる話は出来ないので、晴海はとっさに話を逸そらした。それは話を逸らす為ために持ち出した話題ではあったが、確かにおかしいと思っていた事だった。

「どんな願掛けをしたんですか？」

「里見君と私の関係が、より良く発展しながら『ずっと』続きますようにって」

「随分複雑な指定がある願掛けですね」

「でしょう？　そう願わずにはいられない自分がおかしくって」

　晴海の願いは孝太郎との関係を維い持じしつつ、より発展させる事。少し前までの晴海なら孝太郎が気持ちに気付いてくれますようにとか、そういう受け身で弱気な願掛けをしたのだろう。そんな自分の変化が現金なものに思え、晴海は笑うのだった。

「必要ですか、発展」

「当り前です。ここで止まってたまりますか。うふふふふっ」

「………前向きに検討させていただきます」

「よろしい。でも検討に使える時間は、とても短いと思いますよ」

「そこを何とか」

「無理です。私も女の子なので」

「困ったなぁ………」

「あはははっ」

　新年の風は少しばかり寒々しかったが、二人の間にある空気はかつてないほどあたたかいものとなっている。繋いだ手が、ようやく一つになった心が、そうさせるのだろう。孝太郎の心の奥にある冷たい部分も、やがてはこのあたたかさに触ふれて溶とけていくのかもしれない。晴海だけでなく、孝太郎自身もそれを願っていた。

「ところで、里見君は何を願ったんですか？」

「桜庭先輩と俺の健康を」

　だが孝太郎の願掛けの内容を聞くと、僅わずかに晴海の表情が曇くもった。そしてぷくっと頬が膨らむ。ただがっかりしただけで終わらないのが、今年の晴海だった。

「里見君と私の関係が上手くいくようにとか、願ってくれたんじゃないんですねっ」

　晴海は拗すねていた。折角特別な関係になったのだから、その関係を守るとか発展させるとか、そういう方向の願掛けをしていて欲しかったのだ。

「そのお願いは神様じゃなくて、他にするべきだと思うんですよ」

「他って誰だれの事です？」

「桜庭先輩に」

「そっ………それは………」

　晴海の頬に貯たまっていた空気が、ぴゅーっと勢いよく抜ける。言われてみれば確かにそうだった。お互いが、お互いに対してお願いするのが良い関係の始まりだろう。

「………私もそれが正しい気がしてきました。ごめんなさい里見君、子供みたいな事を言ってしまって」

「良いんですよ、先輩はずっと我が慢まんしてたんですから。多少こういう部分があった方がお互いの為です」

「ありがとう、里見君」

　晴海の頬が赤らむ。子供みたいな事を言ってしまったのが恥ずかしかったが、孝太郎は先日からそれを言って良い相手になった。それが嬉しくもある。言ってみれば晴海は浮うかれているのだ。孝太郎の前以外では変化が殆ほとんどないので分かりにくいが、一週間前からずっとそうだった。

「そういう訳で今後も『ずっと』よろしくお願いします」

　孝太郎は今後の事を晴海に願った。そして同じようにしようと自身にも誓ちかう。自身の欠点は良く分かっているので、その意味は重かった。

「どうよろしくしようかなぁ～？」

　晴海が孝太郎の意図に気付いているのかどうかは分からない。孝太郎には女の子の気持ちは常に謎なぞなのだ。そして晴海は足を止めて孝太郎を見上げると、普ふ段だんの彼女があまりしない顔で笑った。悪いた戯ずらをする時の子供のような笑顔だった。

「あんまり激しくないのでお願いします」

「んー、じゃあ………このくらいから」

　晴海は孝太郎に向かって半歩踏ふみ出だし、軽く背せ伸のびした。すると晴海の顔が孝太郎の目の前にやってくる。そんな晴海に驚おどろく孝太郎に軽く微笑みかけると、彼女はそっと両目を閉じた。

　―――こ、これは………。

　そんな晴海を前に孝太郎は立たち竦すくむ。それが何を求める行動なのかは、明らか過ぎるほどに明らかだった。そしてそれこそが今の二人の関係を象しよう徴ちようし、そして先へ進めるものである事も。またこの時晴海が、こうする為にどれだけ勇気を出したのかという事も。だから孝太郎はたっぷりと悩なやんだものの、最後は観念して微笑んだ。

「ふふ」

「？」

　その笑い声に気付いた晴海が左目だけを開けて孝太郎を見る。だが晴海はすぐに安あん堵どして再び目を閉じた。顎あごに添そえられた手、近付いてくる体温。もう見る必要はない。彼女が心の底から願っていた事が、今まさに起ころうとしていた。







　晴海が目を覚ましたのは、まさにその瞬しゆん間かんの事だった。だから寝ね惚ぼけ眼まなこの晴海はその先で起こる筈だった事をひたすらに求めていた。晴海の心は完全に夢の中の晴海と一体となっていたのだ。

「………ふにゅ、しゃとみ、くん………」

　幸い孝太郎はすぐに見つかった。彼女の近くで寝ね息いきを立てている。安堵した晴海はのろのろと孝太郎に這はい寄よっていった。

『みんな見て、晴海が起きたみたい！』

『どうでしたかぁ、桜庭せんぱぁい！　別の世界の様子はぁ！』

　周囲の雑音も気にならない。今しなければいけない事はただ一つ。孝太郎の願いを聞き入れる事。晴海の願いを届ける事。それらは表ひよう裏り一いつ体たいなので、これからする行こう為い一つで間ま違ちがいなく伝わる筈だった。

　―――やっとおいついた………やっとよこにならんだ………。

　晴海は孝太郎のすぐ傍そばまでやってきたところで一いつ旦たん動きを止めた。そして覆おおい被かぶさるように孝太郎を見下ろす。孝太郎の顔はもう目の前だった。

『ぬ？　ハルミのやつ、寝惚けておらんか？』

『どうやらそのようだ。我らの声は聞こえていないだろう』

『ハルミ様ー！　………本当ですね、反応なさいません』

『藍あい華かさん、桜庭先せん輩ぱい何しようとしているんだと思う？』

『里見君にその、決定的な、あの、そのぅ………』

『これは止めた方が良いんじゃありません事？　ハルミ、ちょっとハル―――って、皆みなさんでなんですのっ!?　きゃあぁぁぁっ!?　ふがふがっ、もがもがぁぁっ!!』

　周囲の喧けん騒そうをよそに、晴海は孝太郎の寝ね顔がおに手を伸のばす。そしてとても優やさしい手つきでその頬を撫なでた。

　―――もうだいじょうぶ、これからはわたしがあなたをささえます………。

　そして晴海はゆっくりと孝太郎に顔を近付けていく。二人の顔は間近で、もう吐と息いきがかかる距離だ。晴海の前まえ髪がみが孝太郎の寝息で揺ゆれる。晴海はほんの少しだけ首を傾かたむけ、他の部分が邪じや魔まにならないように角度を調整する。あとほんの少し、たった数ミリ顔を動かせばいい。晴海は幸せだった。何度も繰くり返かえし思おもい描えがき、そして夢にまで見た瞬間が訪れようとしていた。

　―――ゆめにまでみた………ゆめ………ゆ、夢………？

　そんな時、夢という単語が晴海の脳裏に引ひっ掛かかった。そしてそれを認にん識しきした事で、急激な勢いで晴海の意識が覚かく醒せいしていく。瞳の奥に意思の光が灯ともり、周囲の状じよう況きようを把は握あくしようと全ての感覚が総動員された。

「あ、あれ？　私、一体何を………って、ふわぁああぁぁぁぁぁっ!?」

　そして晴海は気付いた。自分が一体何をしようとしているのか、という事に。

「わっ、わたっ、わたしっ、さとみくんにっ、きっきっ、キスをっ、キスをしようとしてぇっ!?　きゃああぁああぁぁぁっ、いやあぁあぁぁぁぁぁっ!?」

　そう、この現実の世界では、晴海と孝太郎はまだ恋こい人びと同士ではない。それなのに晴海がキスをしてしまえば大フライングだ。一方的な感情を押し付つけるなど、晴海の女の子としてのプライドに反する。あってはならない事だった。

「おしいぃぃぃぃっ!!　晴海ぃっ、あんた何でそこで目を覚ましちゃうのぉっ!?」

「すっごい良い感じだったのにぃ～。桜庭先輩はぁ、やっぱり真ま面じ目めですぅ」

「………私なら寝惚けたフリで、そのまま続けた気がする」

「勇気がありますね、笠置さん。私には出来そうにありません。あの人が見ていてくれないと………」

　そして晴海にはもう一つ、大問題があった。それは周囲には九人の少女達が居るという事。寝惚けている間の晴海の行動は全て、彼女らに見られてしまっていたのだ。

「嘘うそですっ、全部嘘ですぅぅっ!!　そんなつもりは無かったんですぅぅぅぅっ!!　いやあぁあぁぁぁぁっ、嘘だと言ってぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　晴海はバタバタと這いずるように孝太郎から離れると、六畳じよう間まの隅すみへ向かう。そして部屋の角に向かい合うようにして膝ひざを抱かかえて座すわり、自分の膝に顔を押おし付けた。自分の心の深い所にある願望をみんなに見られてしまった。大失態。穴があったら入りたい。だがこの部屋にはそんなものはない。こうして部屋の隅で小さくなるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「………のうキリハ、そなたこの結果をどう思う？」

「察するに………寝惚けていたとはいえ、内向的な晴海が自然とああいう事をしたくなる程ほどに素す晴ばらしい夢だった、という事になるだろうか」

「結構結構！　それでこそじゃ！」

「それよりも殿でん下か、少し腕うでの力を緩めませんと、クラン様が死にます」

「んんー！　んふ～～～～！　もががぁぁぁぁ！」

「おおスマン、忘れておった」

「忘れるんじゃありませんわっ!!　ごほごほっ」

「よぉしっ、じゃあ次はあたしの番！」

「ずるいですよぉっ、ちゃんとじゃんけんしましょうよぉっ!!」

「里見君と恋人になる………素晴らしい夢………そっか………ふふ………」
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「おっ、さり気なく乗り気ね藍華さん」

「げほっ、げほっ、わたくしは別に、夢など………」

「ではクラン殿どのはやらなくていいと？」

「そういう事を言っている訳ではありませんわっ！　科学的な検証は必要ですもの！」

「………わ、わたくしは………そのぉ、おやかたさまがぁ、わたくしを結けつ婚こん式しきから略りやく奪だつしてくださるような世界があれば………是ぜ非ひ………」

　幸いな事に、他の少女達の興味は既すでに晴海から外れていた。晴海の様子から並行世界の夢が楽しいらしいと分かったので、少女達の興味は次に誰が並行世界の夢を見るのかという事に移った。おかげで晴海は部屋の隅で頭を冷やす事が出来たのだった。










　当初は自身の失態に対する羞しゆう恥ちと後こう悔かいで死んでしまいたい気持ちだった晴海だが、少し時間を置く事で幾らか気持ちに余よ裕ゆうが出始めた。そして並行世界の夢の中で見聞きした事に気持ちが向くようになっていた。

　―――確かにあの世界では、私と里見君は特別な関係になったけれど………それと引き換かえになったものが沢たく山さんあった気がする………。

　晴海が気にしていたのは自身と孝太郎の関係ではなく、二人の関係を強める代だい償しようとなったものの存在だった。それに気付いた事も、晴海が冷静さを取とり戻もどすきっかけの一つとなっていた。

　―――あの世界では私とみんな、そして里見君とみんなの繋つながりが、薄うすくなってしまっていた………時間は有限なのだから、どうしてもそうなってしまうんだわ………。

　晴海が気付いた事とは、晴海の周り、そして孝太郎の周りの人間関係についてだった。確かに晴海と孝太郎の関係は、右手首の怪我をきっかけに強くなった。だがそれが結果的に、他の人間が関係を構築する機会を奪うばう形になっていたのだ。

　―――この世界の里見君は、前夜祭のダンスをティアミリスさんと踊おどった。なのにあの世界では私と踊った。そういう事が沢山起こって、結果的にマフラーが私のところに集中してしまったんだわ………。

　孝太郎が持つ時間は有限だ。その時間を晴海に偏らせれば、確かに晴海と孝太郎の関係は強化されるだろう。だがそれは同時に、他の人間との時間を奪う事を意味する。それを目で見て分かる形で示したのが、クリスマスに孝太郎から貰ったマフラーだろう。この世界においては、あの時はまだ真希やクランが居なかったので、マフラーは七等分された。だがあの並行世界では、マフラーの殆どが晴海の所へ来ていた。他には晴海の何分の一かがクラスメイトで大家の静香の所へ行っている程度だった。孝太郎と他の少女達との関係がこの世界程には進展していないせいで、クリスマスプレゼントとしてマフラーを渡せる程ではなかったのだ。

　―――私も、この世界程にはみんなと仲良くしていなかった………だからなおの事、里見君を見ていたという面もあったんだろうな………。

　同じ事は晴海自身にも起こっていた。限りある時間の多くを孝太郎に費やした事で、他の少女達との繋がりが弱くなった。そしてその事がなおさら、晴海の視線を孝太郎へ向ける原因になっていたようにも思う。あれから更さらに一年経てば他の少女達との関係もより良くなるのだろうが、あの時点では間違いなく、晴海と少女達との関係は孝太郎との関係を強める代償として、弱くなっていたと言えるだろう。

　―――あの世界がそのまま続いて、今日この日を迎えたとしたら………果たして私達はどうなっているんだろう？

　晴海はそこが一番気になっていた。あの状態からこの世界と同じような状態になる可能性はゼロではないように思う。だが既に偏っている以上、同じにはならない可能性が高いように思えた。孝太郎とは恋人同士、だが少女達との距離は遠い。そういう今日を迎えていたのではないだろうか？

　―――それにアライア様だって………私と里見君の関係が変わったら、アライア様の運命にも少なからず影えい響きようする………。

　あの世界の孝太郎は、果たして青騎士になるのだろうか？　仮になったとしてもアライアの願いに背を向けて、現代へ帰ってくる事が出来るのだろうか？　この世界の孝太郎が帰って来たのは少女達との約束を守る為だ。だが果たして晴海一人との繋がりだけで、それは可能なのだろうか？　疑問は尽つきない。晴海はそれらの事まで考えると、やはりあの世界が今日を迎えても、今の自分達のようにはならないような気がしていた。

　―――それは本当に幸せなのかな？　私はそれを幸せだと思うのかな？

　晴海はそれを我わが身みに問う。そうしながら、晴海はちらりと背後に目を向けた。

「だいたいじゃんけんだけでは結果が偏りますわ！」

「じゃーどーすればいいのよ」

「もっと色々なゲームをやるべきですわ。お得意でしょう？」

「私はぁ、どうせ負けるからぁ、じゃんけんだけの方がいいですぅ」

「ふふん、わらわに勝負を挑いどむとは良い度胸じゃ」

「今回はわたくしも譲ゆずるつもりはありません」

「ルースにしては………と言いたいところだが、気持ちは良く分かる。もっとも我の場合は、どういう並行世界を見るのかという悩みもあるのだが」

「あー、里見君と美お味いしいものを食べに行くとかも悪くないわねぇ」

「私の場合は………里見君と二人で静かな場所で………ゆっくり過ごせれば………」

　八人の少女達は次は誰にするのかの議論の真っ最中だった。今回ばかりは皆順番を譲るつもりは無いようで、激論が繰り広ひろげられている。彼女らがそうやって自分自身を見せられるのは、繋がりの強さが生み出す深い信しん頼らいのおかげだった。

　―――里見君とのキスの直前で目が覚めたの、正解かもしれないな………やっぱり、みんなとこういう風にできないのは嫌いやだもの………。

　晴海は最後にそう結論した。結局のところ、自分の幸せはあの並行世界にはなかった。晴海の幸せは孝太郎と共にあるだけでは足りない。他の少女達との繋がりも、今の晴海の幸せを形作る重要な要素なのだ。

　あの世界を幸せだと思うのは、あの世界の晴海。そしてこの世界を幸せだと思うのは、この世界の晴海。きっと、それでいいのだろう。自分の幸せはここにある。並行世界を見た事で、晴海はそれを強く感じていた。

「ふふっ」

　晴海がその結論に辿たどり着ついた時、近くから小さな笑い声が聞こえて来た。そちらへ目を向けると、そこで遺い跡せきの少女が微笑んでいた。

「ハルミ、やっぱりそう結論しましたね？」

「やっぱりって………分かっていらしたんですか？」

「はい。だからこそ、私はこの場所に居る事が出来るのですから」

「確かに、そうですよね。私達が望み、あの人も望んでくれた。だったら、ここにいる私の幸せが、よそにある筈はずがないですものね？」

「ふふふ………でも、参考にはなったのでは？」

　少女はそう言って再び微笑んだ。

「は、はい。それはもう………」

　対する晴海は顔を赤らめる。すぐに孝太郎との距離を縮めるかどうかはともかくとして、晴海は一つ真ま似ねしてみようと思っている事があった。それはリボンを手首に巻く事。そのリボンはあの世界のように孝太郎の行動を変える事は無いだろうが、晴海の気持ちを強めてくれるに違ちがいなかった。

「だからリボンを着ける事は、記き憶おくに残して頂けると助かります」

「はい、承うけたまわりました」

「それと、一つ質問があるんですけれど………」

　実は晴海にはもう一つだけ、気になっている事があった。それをこの機会に訊きいておきたいと思ったのだ。すると少女は優しげに目を細め、大きく頷うなずいた。

「ありますよ」

「えっ？」

　晴海は少女の言葉に困こん惑わくした。少女の言葉の意味が分からない。晴海はまだ質問を口にしていなかったから。すると少女は楽しそうに続けた。

「アライア皇女が孝太郎と結ばれる世界です。確かに存在しています」

　心を読むまでもない。少女は晴海、晴海は少女。晴海がその世界の存在を気にするのは、遺跡の少女にしてみると当然の事だった。

「あるんですね………よかった………。そのうち、どういう世界なのか教えて下さい」

「はい。でも今は………」

　遺跡の少女は晴海の背後を指し示した。晴海がそれに釣つられて背後を見ると、八人の少女達の視線が晴海に集中していた。

「晴海、晴海、あんたがゲーム決めて」

「ゲーム？　どういう事ですか？」

「ハルミに適当にゲームを選んで貰えば、みんなが納なつ得とく出来ると結論が出ましたの。ですからお願い致いたしますわ」

「そういう事だったんですね」

　ようやく晴海にも事情が呑のみ込めてきた。次に誰が並行世界の夢を見るのか、それを決めるゲームを、既に夢を見終えて中立の立場にある晴海に選ばせようというのだ。彼女らがそうしたくなるほど議論は白熱していたのだった。

「さあ晴海、お行きなさい。貴女あなたの大切な友達が呼んでいます」

　遺跡の少女は晴海の両りよう肩かたに手を置くと、軽く少女達の方へ押しやる。それをする時の彼女はとても楽しそうだった。少女達の仲が良いという事は、そのまま彼女自身の幸福を意味するからだった。

「はい。でも………」

　しかし晴海はすぐには少女達のもとへは行かなかった。代わりに背後を振ふり返り、遺跡の少女に手を差さし伸べる。

「晴海………？」

「あなたも一緒に」

「でも………」

「里見君ならそうします。『お前の都合は関係ない』って言って」

「晴海………はいっ」

　そして晴海は少女の手を取り、仲間達の輪へと加わっていった。それにより六畳間の騒さわぎは一層大きくなり、普ふ通つうなら寝ねていられないくらいの騒そう々ぞうしさとなった。だが孝太郎はまるで意に介かいさず眠ねむり続けている。何な故ぜならそれこそが孝太郎の望みだから。新たに始まった騒々しくも平へい凡ぼんな六畳間の夜は、こんな風に更ふけていったのだった。
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あとがき







　お久しぶりです、作者の健たけ速はやです。唐突ですが一つお知らせを。




　祝！『六畳間の侵略者!?』十周年！




　この『六畳間の侵略者!?』という作品は、第一巻が二〇〇九年の三月一日に発売されました。そしてこの第三十一巻は二〇一九年三月一日に発売となり、この巻でぴったり十周年を迎える事になりました。ライトノベルという表現形式では、定期続巻中に作品が十周年を迎えるなど殆ほとんどない事ですので、大変嬉しく思っています。またこの十年を共に歩んで下さった読者の皆様にも大変感謝しております。一人の人間にとって十年という期間は決して短いものではありません。それだけの時間を本作と歩んで下さった事に、心より御礼を申し上げます。




　さて十周年を迎えた本作ですが、それを記念した企画が幾つか進行中です。まず第一の企画ですが、この巻には以前よりお伝えしていた『付き合ってみたシリーズ（仮）』の第一弾として『マフラーの長さに思う事』という中編作品が収録されています。これは晴海が『孝太郎と晴海が恋人同士になる世界』を覗きに行くという変則的なエピソードとなっています。エピソードの中身はもちろん晴海と孝太郎が恋人同士になるまで、そしておまけ的にその後の事が少しだけ描かれています。自分では十周年に相応しい、お祭り的な内容に仕上がったのではないかと思っています。

　そうだった、この『付き合ってみたシリーズ（仮）』について皆さんにお伝えしておく事がありました。今回はシリーズの導入なので、二人の晴海を分けて描いています。これはどうして別の世界が見れるのか、どういう状態で見ているのかを、読者の皆さんにお伝えする為です。しかし今後、他のキャラクターで同じ事をやる場合には、読者の皆さんは既にこの事を御存知ですので、構成上の特別な事情が無ければ覗きに行った先の世界の事だけを描く形になると思います。つまりいつもの書き方になる訳ですね。だから次のキャラクターの時に書き方が違っていても驚かないで下さい（笑）




　続いて第二の企画ですが、既にこの巻を手になさった方はご存知でしょうが、この巻にはドラマＣＤ付きの特装版が存在します。またＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんのみですが、電子版にも期間限定でドラマＣＤの中身と同じ音声データが付いた特装版が存在します。この十年で便利になりましたね。さて気になるそのドラマＣＤの内容ですが、これもまた『付き合ってみたシリーズ（仮）』となっています。そしてそのヒロインとなるのは、なんとアライア皇女殿下です。タイトルは『粉雪は春風とともに』で、とある事情からアライア殿下を二千年前の世界から現代日本に連れて来ざるを得なかった、そういう世界の様子を覗き見る―――ドラマＣＤなので盗み聞くと言うべきでしょうか―――という物語になっています。現代日本はアライア殿下にとって驚異の世界。そこで繰り広げられるアライア殿下の新たな物語を楽しんで頂けたら幸いです。

　このアライア殿下のドラマＣＤの内容は『マフラーの長さに思う事』と同様に、数多く存在している並行世界のうちの一つです。本文中で遺跡の少女が晴海に言っていた世界の事をドラマＣＤにしたと考えて下さい。この物語は本編に対して、そういう位置付けになっています。

　このドラマＣＤは、私が一度小説として書き起こし、それをアニメで脚本を担当して頂いたヤスカワショウゴさんにお渡しして脚本化するという、アニメの時と同じ手順で作られています。音響製作陣や声優さん達も当時のメンバーが再集結と、大変豪華な仕上がりになっています。そしてもちろん私は、アニメの時と同じく現場に駄菓子の差し入れをしました（笑）そんな訳でアニメの時と同じ品質で仕上がっていると思います。そのあたりは御安心下さい。変化があるとすれば、みんなの演技がぐっと上手くなっていた事ぐらいでしょうか。そこからは四年半の時間が流れた事を強く感じさせられました。

　ところでドラマＣＤの主役が何故アライア殿下になったのかというと、単なる私の勘です。皆さんにお訊ねすれば多分上位に入るんじゃないかなー、と考えての事です。また生まれ変わりの晴海が居るとはいえ、物語からは退場したアライア殿下が再登場するのは、十周年のお祭りに相応しいのではないかという気もしていました。この予想から漏れた、他のキャラクターが主役のドラマＣＤが聴きたかったとお考えの皆様、ご安心下さい。そのあたりは次の第三の企画でフォローする予定となっています。




　第三の企画はキャラクターの人気投票です。これはＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんが主催して下さるもので、投票にはＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんのアカウントを作る必要があります。しかしそれ以外には条件はなく、紙の本で揃えて下さっているせいでＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんを利用した事がないという方でも、アカウントを作るだけで参加が可能となっています。投票はこの本の発売と同時の、三月一日からスタートの予定です。

　そしてここからがとても重要なのですが、この人気投票で一位になったキャラクターは、次回のドラマＣＤで主役になります（!!）。これは年内もしくは来年前半に、もう一度ドラマＣＤ付き特装版が出るという事でもあります。仮に一位にならなくても今回の晴海編のような中編小説が執筆される順番には影響してくると思いますので、皆さん奮ってご参加下さい。加えて今回の売り上げ次第では、更なるドラマＣＤ製作の可能性もあるかもしれません。ですから是非、皆さんが聴きたいのは、読みたいのは誰の物語なのか、それを私達に教えて下さい。

　ただ一つだけ事前にお伝えしておかなければならない事があります。今回は投票なしでアライア殿下のドラマＣＤと晴海の小説を作ったので、他のキャラクターが一巡するまでは、この人気投票における二人の順位は今後のドラマＣＤや中編小説の製作順には影響しません。ただし二人への投票が無意味になってしまうのは良くないと思うので、一位になった場合には何らかのフォローを検討しています。今回のドラマＣＤの為に書いた小説を早めに本にするとか、それぞれの話の続きを作るとか、そういう方向になると思います。他のキャラクターのファンの方も多いので（過去の人気投票では、一位は常に直前に出版された巻で活躍したキャラクターでした。これはその時の物語の内容の影響が大きいという事なので、純粋なキャラ人気では上位と下位に票数から感じられるほどの差がないと考えられる訳です）ご理解頂けると幸いです。




　今回は書く事が沢山あってあっという間にページがなくなってしまいました。ほぼ告知で終わってしまって心苦しいのですが、そろそろお別れです。




　この本とドラマＣＤを制作するにあたって御尽力頂いた編集部の皆様、今回はイラストが増えて大変だったであろうイラスト担当のポコさん、出演声優の皆様や製作上でお世話になりました関係各所の皆様、そして十周年を共に迎えて下さった読者の皆様に心より御礼を申し上げます。今回は大きな節目を迎える事となりましたが、今後もこれまで通り変わりなく努めていく所存です。




　それでは三十二巻のあとがきで、またお会い致しましょう。





二〇一九年　一月　

健速　
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